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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　山奥の邪匠






　白はく火びはだいたい十六か十七ぐらいになるはずだったが、この辺へん鄙ぴな地の更さらに山奥に引きこもってから、はや五年以上になろうとしていた。

　獣けものの楽園。あるいは未開の土地。

　そして、《沈ちん黙もく帝てい》カースの手の及んでいない最後の土地。

　外界から、その地はそう呼ばれている。

　白火がいるのは、そんな土地の更に山奥、手つかずの森の中だ。青黒く鬱うつ蒼そうとした森に、たまたまぽっかりと開いた場所がある。そこにぽつねんと建つ丸太の重なり、質素な小屋が白火の住処すみかだった。

　その小さな城は白火が建てたものだが、白火が自分の手で建てたものではない。

（……何つくろうかな）

　白火はこれまた自作したテーブルと椅い子すに座ってぼんやりと宙を見る。

　小屋の外でカカカンと素早い薪まき割わりの音がする。ためらいなく一いつ寸すんも違たがわず、やたらと速い。──人間には無理な芸当だった。

　だがここには白火以外の人間はいない。

　白火自身は普通の、ともすれば瘦やせ気味の少年だった。一日の大半を屋内で過ごすために肌は青白く、腕も足も細い。斧おのを握る者の体ではなかった。短い黒髪は艶つやもなくぱさついて、ひどく難解な紋章のように跳ねている。かろうじて見られる手入れの跡らしきものといえば、邪魔にならぬ程度に切りそろえられた毛先ぐらいだ。

　しかし瘦やせていて、偏食のせいで不健康であるとはいえ、白はく火びは餓が死ししていない。飢えてもいない。

　壁にかかっているのは干し肉、果物、乾燥した薬草など充実した備び蓄ちくの数々であり、軽く店でも開けそうだった。

　白火はこれらすべてを、自力で調達している。

　呆ほうけたように虚こ空くうを睨にらんでいた少年は、ふいに天てん啓けいを得たかのように目の焦点を結んだ。

　椅い子すから立ち上がり、迷いのない足取りで扉に向かい、外へ出ようとした。

　──だが、その瞬間、

「頼も───っ!!」

　周辺の木々をもなぎ倒すような大音声がして、扉が勢いよく開いた。

　白火は硬直する。

　自分以外に出入り口の扉を開ける生命体がいるはずなどなかった。

　それでも扉は開け放たれ──射さし込こむ光を背に、人間が立っている。

「お、おお？　貴き殿でんが白火か？」

　やたらと耳を打つ声だった。いかつい口調とは対照に、その声は澄んでいて、白火よりも高い。そして人差し指で、紛まごうことなき白火本人を指している。

　白火は思わず一歩後じさった。驚きよう愕がくを通り越すと、明確な恐怖で体が強こわばる。

（に、ににに人間……！　なんで！　どうして人間がこんなところに！）

　目を灼やくような華か美びな金髪の──女だ。

　しかも自分と同い年ぐらいの。

　一瞬、華きや奢しやに錯覚するほどすらっとした体に鮮やかな赤の衣装をまとっている。長く、しなやかな手足はぴたりとした長い手袋と長靴に覆おおわれ、引き締まった輪郭を惜おしげもなくさらしている。

　首回りやなだらかな肩はそのまま露出され、滑らかで白い肌は日光を浴びて輝いていた。折れてしまいそうなほどなよやかなくびれがある一方、胸のあたりでは圧倒的な質量が金に縁ふち取られた赤い衣を押し上げていた。

　きらきらとした大きな目が、白火を真正面から見返していた。その両りよう眼めは、星の煌きらめく夜にも似た明るい瑠る璃り色だった。その瞳ひとみの中央に、猫によく似た縦長の瞳どう孔こうがある。小さな顔、雪色の肌、小さな鼻と淡い桜色の頰ほお、形の良い唇──。

　小さな頭を覆うきらびやかな髪から、三角形の何かが突き出ていた。大きな角──のように見えたが、違う。内側が薄桃色で、外側が金色の毛に覆われた獣の耳。そしてくびれた腰の後ろで、ふわふわの毛に覆われた細長い何かが揺れている。

（猫……!?）

　完全に混乱した白火は、一瞬目の前の女が猫の化け物かと錯覚した。腰の後ろで見え隠れする細長い毛の塊かたまりは、尾にしか見えない。

　見知らぬ少女は白はく火びの反応を気にした様子もなく、大きく一歩踏み出す。

「お初にお目にかかる！　妾わらわはグウィン。ソウガ一族に名を連つらねる者だ」

　頭部の耳と尾は猫そのものだが、それ以外はまるきり人間の女だった。無駄な肉のついていない腕や足、肌は白く艶つやを放って、毛どころか傷一つない。その歪いびつな姿が、白火の混乱を更さらに煽あおる。

　踏み込まれたぶん、白火は後退した。すると猫女もまた一歩踏み出してくる。大柄な女ではないのに、全身から威圧感を放っているようだった。

　──来るな、と白火の心は叫んでいたが、言葉を喋しやべる生き物と久しく会話していなかった喉のどは錆さびついていた。うう、と奇妙なうめきにしかならない。

「ん？　なんだ、貴き殿でんもしや声が……」

　グウィンと名乗った猫女が青色の目を丸くしてそう言いかける。だがその背後に、音もなく斧おのが降ってわいた。ただ斧が宙に浮いて、巨人の見えざる手に持たれたかのように頭上高く構えられている。

　白火は目を見開く。

　女がはっとして振り向いたときには、斧が振り下ろされている──。

「待て!!」

　とっさに白火はそう叫んでいた。喉の奥から吐いた、かすれ混じりの大声だった。

　瞬間、振り下ろされていた斧が空中で止まる。

　女は身構えて迎撃するような姿勢をとっている。しなやかな体に緊張が強くみなぎっていたが、ひとりでに滞空する斧が微動だにしないとわかると──攻撃線上からずれ、斧を露骨に眺め回した。

「……本物か。なんということだ。本当に持ち手がおらぬ……」

　緊張と驚きよう愕がくのまざった表情を浮かべながら、猫女は感かん嘆たんして言った。

　急に大声を出したせいで、白火は盛大にむせて喉にひどい痛みを感じた。

「み、ず……」

　しゃがれた声でそれだけをつぶやく。すると家の中から、水の入った湯飲みが出てきた。上下に細かく動きながらも宙に浮かんで、自ら移動し、白火が差し出した手におさまる。

　白火が喉をなんとか潤うるおしていると、斧から視線を移した猫女がまた深い蒼あおの目を丸くしていた。

「お、おおおおお……!!　すばらしい!!」

　興奮もあらわに猫女がそう叫ぶと、水分補給に専念していた白火に突進した。

　女の奇行に、白火はまったく反応できなかった。湯飲みが手から落ちる。

　ドン、と衝撃があって視界が大きく反転する。ごっ、と頭の後ろに鈍い音がして痛みがはしり、背中まで打った。地面の固い感触と痛みを感じながらなんとか瞼まぶたを持ち上げると、逆光の中こちらを見下ろす少女の顔があった。

「本物だ！　《封ほう命めい具ぐ》の匠たくみ──《変幻流転の手》！　ずっと貴き殿でんを探していたのだ!!」

　猫女は四よつん這ばいになって白はく火びにのしかかりながら言った。

　突進されたあげくに押し倒された──と白火が認識したのはたっぷり数秒の後だった。

　少しでも目を下にずらすと、細く柔らかそうな喉のどとはっきりと浮き出た鎖骨と丸い肩──そして白く小高い丘のような二つの膨らみが見える。

「ぅ、わ……っ!?」

　白火はかっと頭に血がのぼり、再び混乱に陥おちいって手足をばたつかせようとした。だが獲物を捕らえる四本足の獣けもののごとく、女は白火を完全に封じていた。

　猫によく似た大きな藍あい色の瞳ひとみがきらきらと輝き、白火だけを映していた。

「妾わらわのものになってくれ！　いや、妾のものにする！」

　突然そう宣言したかと思うと、ばねのように跳ね起きた。そのまま白火の腕をもつかんで引きずり起こし、引っ張って行こうとする。外見からは想像もつかぬ強い力に白火は引きずられ、全身で踵かかとに体重をかけて抵抗した。

（……何なんだよこの女！　うるさい！　痛い！）

　混乱の次に怒りがわく。だがうまく声にならず、羞しゆう恥ちのまじったもので顔が熱くなった。

　──人間の言葉を話すものとやりとりするのはずいぶんと久しぶりだった。

「に、ん……人間、は、帰ってくれ……!!」

　ようやくのことで絞り出した言葉は、かすれて弱かった。












「うむ！　妾わらわは《獣の末裔テイア・メンシユ》だ！　人間ナールではない！」

「……っ知るか！　痛っ……はな、せ！」

　白はく火びは全力で抗あらがう。本気で怒りが募つのりはじめたとき、周囲がかすかにざわつきはじめた。人の気配でも動物の気配でもない。

　宙に停止していたはずの斧おのが身震いするように振動し、地に転がる湯飲みが揺らぎはじめ──そして家の中から、動く釜かまや刃物の類たぐいが次々と出てくる。家の周辺に散らばっていた鍬くわや鎌かままでもが集まりはじめると、白火をつかんでいた手が緩んだ。

　白火はその間に身をもぎ離し、手首を押さえて女から距離をとる。

　宙に浮かんだ道具たちは女を囲む。女は激しく目を瞬またたかせた。

「これはまた……うむ、歓迎されているのか？」

　──そんなわけないだろ、と白火は思わず胸中で毒づいた。

　猫女は白火の顔を見ると、ようやく、おお、と納得したような声をもらして手を打つ。

「すまぬ、先に事情を話したほうがいいか。なにぶん急いでおるので」

「……帰って、くれ」

「そうはゆかぬ。何がなんでも貴き殿でんの力が必要なのだ。というか貴殿……」

　女は小さな顔を傾けた。頭の上で、金色の三角がぴこぴこと二度動いた。

「話せるではないか。声をなくしたのかと思ったぞ」

　ごく悪気なく言われ、だが白火はますます顔が熱くなるのを感じた。

（余計なお世話だこの猫女！）

　人と話すのが不得手であることを見抜かれ、馬鹿にされたような気さえした。

　獣けもののような瞳どう孔こうを持つ女は、ふいに真しん摯しな顔つきになって言う。

「端的に言って、我がソウガの……、というよりこの《神獣降りし大地フオアフアーレン》全土が危機にさらされているのだ。まさにいまも」

　いきなりそんな大仰なことを聞かされ、白火は目が点になった。そして顔をしかめた。

（……なに言ってんだこの女）

　頭がおかしいのかもしれない。妄想を見ず知らずの自分に向けて吐く変人。しかも獣人などと来ている。

「敵はすでに、我が都《テンペル》にまで迫ろうとしている。テンペルはこの地の心臓部……そこが陥落すればどうなるか、貴殿にもわかるであろう？」

　──わからないし関係ない、と白火はやはり心中で言った。

　フォアファーレンだのテンペルだの、耳に馴な染じまぬ単語ばかりだった。そもそもこの森奥の小屋で暮らすだけの白火には大半のことが無関係だった。この地が、都がと言われても別世界のことにしか思えない。この地には人間がいないから来たのだし、人間以外の生物──獣人がいるらしいとは聞いたが、これまで会ったこともなかった。

　第一──。

「……敵って、」

　お前らはいったい何と戦ってるんだ。

　白はく火びの言葉足らずな問いを、猫女は目を見開いて聞いた。それからあからさまに、呆あきれたと言わんばかりのため息をついた。

「決まっておる。《沈黙の皇帝》、《寡黙なる侵略者》……あのくそ忌いま々いましいカース＝〝カリュプス〟＝ディセンドのことだろう！」

　猫女は憤ふん慨がいしたように言った。

　あ、あー……と白火は曖あい昧まいな返事で濁にごした。

（……そういや、外の世界では侵略がどうとか、皇帝がどうとかやってたんだっけか）

　白火がここにたどりついて引きこもる前のことだ。そういうのもわずらわしくて、わざわざこのド辺へん鄙ぴかつ究極的に孤立している島までやってきた。──はずだった。

　猫女はずいっと白火に顔を近づけた。星の光を鏤ちりばめたような輝く青の目が間近に迫って白火が思わずたじろぐと、鼻先に白い指をつきつけられる。

「貴き殿でんはこんな山奥で隠居しているからわからんだろうが、もはやこの地も平穏ではないのだ。カースがこの地を完全に征服すれば、貴殿ものんきに隠居などしていられなくなる。平穏な生活など到底望めぬ話になるのだぞ」

　重々しい声で女は言う。

（脅おどしか……）

　白火は怪け訝げんに思った。一体何だというのだろう。早くこの災害のような女がいなくなってほしいという気持ちばかりが強まる。侵略がどうとか言われても、これまで平穏にやってきたのだ。何も問題がなかった。

（……ていうか、なんで僕なんだよ）

　白火は戦士でも武器商人でもない。戦場に出たことさえない。

「ソウガの一族は勇ゆう猛もう果か敢かんにして一いつ騎き当とう千せんだ。だが、いかんせん……装備が足りぬ。そこでだ、貴殿の力を借りたい。貴殿の力で、我が一族の戦士たちに相応の武具をつくってやってほしいのだ」

　つくって、というところに白火はようやく合点し、反応した。するとそれを察知したのか、猫女が抱ほう擁ようするように両手を広げ、また近づいてくる。

「ぜひ貴殿につくってほしい──我が一族の武具たりうる《封ほう命めい具ぐ》を!!」

「いやだ」

「そうかそうか、いやか……って何だと!!　いま、いやだと申したのか!?　いや!?　いいぞ、の聞き間違いか!?　それとも何か高等な反語表現の一種か!?」

　猫女の声がいっそう大きくなり、白火は頭が痛くなった。

　その一方、先ほどまでの羞しゆう恥ちや屈くつ辱じよく感は消えていた。つくる、という言葉を聞いたときに一瞬で体が冷めた。

「ま、待て！　順序が逆であったかもしれぬ……そうだ！　もちろん褒美は思いのままだ！　望むだけの金銀財宝をやろうぞ！　侵略されることに比べれば多少国庫が枯こ渇かつしようが構わぬ！」

「……」

「財がほしいのではないのか!?　で、ではなんだ……地位か!?　もちろんそれも与えられるぞ！　王は無理かもしれんが、救国の英雄となればほぼ王も同然！　更さらに言うと、きっとソウガの気高き美女たちからも羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見られるであろうし、貴き殿でん次第では伴はん侶りよだって得られるはずだ！　住まいとてこんな山奥のぼろ小屋とは比べものにならんくらいのものを用意できる！　衣食住まさにいいことづくめ、これを断る道理はないぞ！　さあ、妾わらわとともに救国の英雄となろうではないか！」

　──なんの怪しい売り文句だ、と白はく火びは内心で毒づいた。

　だが猫女が焦っているのがわかり、逆に冷静さを取り戻す。と同時に、軽けい蔑べつの念がわいてくる。

（……そんなもので僕が動くと思ったのか、こいつ）

　そんな意味のないもので、自分に制作させることができると思ったのだろうか。

（それに僕はこの暮らしもこの小屋も気に入ってるんだ、馬鹿猫）

　ぼろ小屋などと言われたことにもむっとする。無神経な人間。否いな、獣人か。こういったものにうんざりしたから、わざわざここに引きこもっているというのに──。

　温度差が広がっていくのを女も察したのか、焦りと苛いら立だちのようなものを見せる。

「では、では、なんだというのだ……は！　ま、まさか貴殿……！」

　つかみかからんばかりに白火に詰め寄ろうとしていた女が、はじめて後ずさりした。

「我が身が狙ねらいか!?　わ、妾は一応美しい女だからな!!」

　白火はむせた。

（謙けん遜そんするのか自慢するのかどっちかにしろ！）

　反射的に心中でそう突っ込んでしまってから、盛大に脱力した。

「え、ち、違うのか？　そ、そうか……それはそれで、うむ……いやいや！　ならば！　何が望みなのだ!?」

「……だから、ほっといてくれ」

「断固拒否する！　論外！　却下！　一いつ蹴しゆう！」

　──人の話が聞けない病気かなんかかお前、と白火は本気で訝いぶかる。

（疲れる……）

　久しぶりに声を出して話した上に、見知らぬ女の奇行に巻き込まれたのだ。踵きびすを返かえし、重い体を引きずって家の中に戻ろうとする。

　──が、今度は背中にドンとぶつかってくるものがあってよろけた。

　前に転倒しなかったのは、後から伸びた腕にがっちりと体を抱えられているせいだった。

「逃がさん！　たとえ力ずくになってでも……貴殿を連れて帰る!!」

（……最初から力ずくしかないだろうが！）

　白火は暴れながら心中で毒づいた。喉のどがついてこないのがもどかしい。そんな思いさえずいぶんと久しぶりだった。抗議の言葉の代わりにうめく。

　獣人の女は白はく火びよりと同等かやや小さいにもかかわらず、白火を抱えたままずるずると引きずりはじめた。見かけよりもはるかに優れた膂りよ力りよくの持ち主らしかった。

（この馬鹿猫女！）

　羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよく──怒りが募つのった。この地に引きこもってからというもの、こんなにも自分の意思を無視されて無理強いされたことはなかった。

　やがて力ではかなわないと悟さとって、白火は抵抗をやめた。

　だが頭はひどく冷めていって、硬くなった体よりもなお、気持ちが固まっていった。

「……つくらない」

　錆さびついた喉のどから、そんな言葉が滑り出た。

　え、と女が短く言葉に詰まる。

「いやなものはいやだ。気持ちが乗ってないのに、つくれない」

「な……っ、だ、駄だ々だをこねるでない！　そういう気分の問題ではなくてだな！」

「……素人のあんたにわかるはずない」

　白火ははじめて、強くそう言い捨てた。頭の芯しんに火をともされたようだった。

　──何を馬鹿にされても、無理強いされても、絶対にできないことがある。

　拘束する腕が緩み、白火は目を向ける。女は、光を受けて濃淡の揺らぐ青の目を見開いて立ち尽くしていた。その無知な顔に、白火は苛いら立だちと怒りをぶつけた。

「《封ほう命めい具ぐ》をつくるのは、ただものをつくるのとは違う。それさえわかってない奴やつらに、僕はつくらない。つくれない」

「だ、だが……っ！　我々は本当に困っているのだ！　我々だけの問題ではない、貴き殿でんとて無関係では──」

「知らない。力ずくでもというなら、好きにすれば。戦えない人間が一人増えるだけだろうけど。あんたらにそれを抱える余裕があるのか？」

　白火は無抵抗に立ち、連れて行けるものなら連れて行けと態度で示した。

　一転した態度に、猫女は動揺したように見えた。

「では……、では、どうすればいいのだ!?　貴殿の望みは!?　何をしたら、協力してくれるのだ……!?」

「……僕は商人じゃない。金や地位なんてものに興味はない」

　──なんのためにこんな山奥に引きこもってると思ってるんだ、と白火はますます顔を歪ゆがめた。いまの生活に満足しているというのに、不必要な金銀財宝や地位権力をちらつかされて、どうして釣られると思ったのだろう。

　猫女は言葉を失い、大きな瞳ひとみを揺らした。その表情が一瞬だけ胸を衝ついて、白火は顔を伏せた。

（……何を言われても無理だって、言ってるだろ）

　自分以外のためにはつくらない。そう決めたのだ。

「では……では、貴き殿でんは、他の者が欲しがるような褒美は要らないというのだな。財や地位に興味がないというのなら……、貴殿がつくるのは、何のためなのだ？」

　──そんなの、決まってる。白はく火びの胸中の声が言う。

「……自分のため。自分がつくりたいと思ったら、つくる」

　流りゆう暢ちように言葉が滑り出る。考えるまでもないことだった。

　猫女が、息を吞のむ気配がした。

「……そう、か。それなら……、無理強いはできない」

　反論を予想した白火の耳に、呆あつ気けない言葉が響いた。少し驚いて、猫女のほうに目を戻す。女のほうもまた、目を逸そらしていたようだった。白火に釣られるようにして顔を戻す。

「自分の心に、従う。貴殿を動かすものはそれなのだな」

　白火は黙っていた。肯定の言葉にしてしまえば、軽いものになってしまう気がしたからだ。

　女は、ふいに周囲を見回した。囲むようにして集まり、空中で停止していた道具たちを見る。見た目はただの鍬くわや鎌かまなどにしか見えなくても、それはひとりでに動き、下げ僕ぼくよりもなお己のあり方に忠実で、純粋な道具たちだった。そしてそのすべては、白火の手で生み出されていた。

「ソウガでは、貴殿の欲するような褒美を与えられぬかもしれんが……」

　そう言って、瑠る璃り色の目が再び白火を見た。白い手が、細身に反して小高い丘のような胸に当てられる。

「妾わらわの身に興味はないか？　──素材としての妾の体に」

　白火は目を見開いた。

　数秒して女の言葉を理解すると、雷に打たれたように感じた。別の生き物であるかのように自分の手が動き、寸前で自制する。

　女は白火を見たまま一歩踏み出し、更さらに続けた。

「《封ほう命めい具ぐ》は、命なきものと命あるものとが重なって出来るものなのだろう？　貴殿は、家畜や野の獣けものを《封命具》にしているかもしれないが……人間は？」

　──ない、と白火は消え入りそうな声で言った。

　考えてもみなかった。別に良心だとかそういったものがあったわけではない。ただ、なんとなく避けていたというだけだ。人間は、面倒くさい。他の動物のような純粋さ、美しさを感じなかった。

　白火は知らず、喉のどを鳴らした。夜空を思わせる瞳ひとみの獣人から目を離せなくなっていた。

（……つくってみたい）

　女の体は完かん璧ぺきだった。美しい赤と華やかな装飾で彩られた衣装の下で、それを完璧に着こなす端整な体があるのをまざまざと感じた。

　しなやかで長い手足は筋肉の躍やく動どうを感じさせるが、柔らかな曲線を残している。繊細な首と肩の線。くびれた腰。引き締まった体は胸部の膨らみだけが圧倒的な質量を持っていた。

　鍛えられていることがわかりながら、女をも感じさせるその身──。

　猫女の体は、確かに完かん璧ぺきに美しかった。輝く黄金の髪もその顔立ちも体に劣らず恵まれている。人間の世界では絶世の、という言葉をつけられてもおかしくないほどに。

　素材としてこれほど美しいものも珍しい。少なくとも白はく火びはいままでに見たことがない。

（──剣だ）

　白火の脳裏に、鮮烈な完成図が思い浮かんだ。装飾を多めにして柄つかで優美さを強調しながらも、刀身を極限まで研ぎ澄ます。その華やかな外見にだまされた敵を一瞬で切り刻むような《封ほう命めい具ぐ》がいい。美しさと切れ味の完全なる両立。

　他のものではだめだ。

　この女は、きっと最高の剣になる。

（つくってみたい──留めておきたい）

　大きな波のように、その衝動が白火を襲った。こんなに強烈に突き動かされたのはずいぶんと久しぶりで──あるいは、はじめてかもしれなかった。

　人はだめだ、ややこしいことになる。頭の隅でかろうじて残った正気がそう言ったが、つくりたいという衝動は抗あらがいがたかった。

　白火は知らず、手を持ち上げる。女をつかもうとする。

　──ここは山奥で、他に誰だれもいない。

　女は一人のようだった。だから、バレない。面倒なことにならずにすむ──。

「……妾わらわに興味がわいたようだな」

　猫女は、にやっと不敵に笑った。

　それで白火ははっとする。衝動に突き動かされた手を握って下ろし、唇を引き結んだ。

　女は両手を腰に当てた。先ほどまでの不安げな表情は既になく、勝利を確信する顔をしていた。

「取り引きと行こうではないか。ソウガの一族に協力し、この地よりカースの魔の手を完全に退けることができたなら──妾を好きにしてよい。貴き殿でんの奴隷にしようが、素材にしようが、煮ようが焼こうが構わぬ。まあ、苦痛は少なければ少ないほどいいが」

「……本当か」

「噓うそは言わぬ。ソウガの誇りにかけて──《テンガイ》の爪そう牙がに誓って」

　女は不敵な笑みをおさめ、息の詰まるような真剣な顔になって言う。

　白火の喉のどが再び鳴った。

　──取り引き。

　しがらみなく、この女を自由に素材とすることができるなら。

　それでも回りくどい、面倒くさいではないかとこれまでの自分が言う。だが躊ちゆう躇ちよしたのはほんの数瞬のことだった。

（この女で《封命具》をつくってみたい）

　久しく感じたことのない衝動が白はく火びを苛さいなんだ。その強い感情は勝手に喉のどを動かす。

「……わかった。あんたを自由に……《素材》にしていいなら、あんたに協力する」

　自分の喉が、別人のように流りゆう暢ちように答えた。そしてその瞬間、霧きりが晴れるように肚はらも決まった。

　猫女の青の瞳ひとみが大きく見開かれる。かと思うと、次の瞬間には獲物めがけて飛び出すように白火にとびかかった。

「やったー!!　本当だな！　取り引き成立だぞ！　二度と撤回はできんからな!!」

　思い切りぎゅうぎゅうと抱きつかれ、白火は奇妙な声でうめいた。

　──とても柔らかくて弾力と質量のあるものが当たっている。

「そうと決まれば早く帰ろう!!　一刻も早く、みなに知らせてやらなくては!!」

　猫女は体をもぎ離したかと思うと、今度は白火の腕をとって早足で歩き始めた。

　勢いに押される形で、白火もずるずると引きずられて歩く。

「……なあ。えっと、あんた……」

「グウィンだ！　そう覚えにくい名前でもなかろうに！」

「ぐ、グウィン……、一応聞くけど、あんたは、素材になるということがどういうことかわかってるのか？　《封ほう命めい具ぐ》をつくるというのは……」

「うむ！　要するに、死が怖くないのか、ということであろ？　愚問だ！　ソウガの者は死をおそれぬ！」

　勢いよくずばずばと言われ、白火のほうが面食らった。だが看過できない語ご弊へいがあって、冷静に訂正する。

「……死ぬわけじゃない。《永遠》になるんだ。壊れない限り、永遠に」

　白火は心の底から言った。言い訳でも理屈でもない。ただ真実だった。

　腕をつかむ猫女──グウィンの白い手が、一瞬止まったように感じた。

　だがすぐに、ふむ、と否定とも肯定ともとれる答えが返ってきた。

　振り向かず歩みを止めぬまま、グウィンは更さらに言った。

「どちらにせよ、結婚よりはましだ。──遙はるかにましだ」

　白火は虚を衝つかれた。

（……なんだそれ）

　どういう意味なのか。

　だが、よくわからないので考えることをやめた。誰だれが何をどうしようと、《封命具》をつくることとは関係ないし興味もなかった。




　下手をすると一生下山するつもりのなかった白火にとって、森を出ることは人生でも屈指の重労働だった。ゆえに、《封命具》をつくる以外に体力を使わずに生きてきた体は、早々に悲鳴をあげた。

「……」

「なんだ貴き殿でん！　もうへばったのか!?　いくらなんでもひ弱すぎるぞ！　そんな体ではひな鳥すら狩れぬではないか!!」

（……あんたみたいな獣けものと一緒にすんな）

　白はく火びの頭は即座にそう反論したが、実際には息が上がって声も出なかった。

「むう。やむをえん」

「っ!?」

　ぐっといきなり腹部に圧迫感があって、体が突然浮く。

　──自分と同じくらいの少女に担かつがれたと遅れて認識して、酸欠の魚のように口を開閉した。

　ちょっと待て、と抗議しようとしている間にグウィンはずんずん進んでいく。

「うむ、それなりに重いな！　しかしこれも鍛錬だ！」

「……」

　白火は言葉も出なかった。獣人とはいえほぼ人間と同じ外見をしているのに、これほど腕力があるのだろうか。

　女に担がれたことなど一度もない──どころかそもそも、こんなに他人に接触したことがない。

（……やっぱりこの女、獣なのか？）

　そうだとしたらこうやって担がれて、女の一族のもとに向かっている自分はまさしく餌えさなのでは──などと思わず考えた。

（……まあ、いいか）

　考えるのは面倒くさいし、この極上の《素材》を逃すつもりはない。白火は早々に諦あきらめて、グウィンに大人しく担がれることにした。




　担がれただけの身であっても、体を折るような姿勢で揺られているのはなかなか忍耐が必要だった。腹が圧迫されて気持ち悪くなる。白火が必死にそれを堪こらえ、ずいぶん長い時間揺られたような気がして、まだ着かないのかと思った──その時だった。

「おお！　見えてきたぞ。ほら、あれが我らが《テンペル》──」

　グウィンが多少息を弾はずませながらも明るい声で言う。だがそれが不自然に途切れ、白火は突然放ほうり出だされて地面に落ちた。

「痛っ、おいあんた……！」

　無防備に体を打ち付けた白火は、顔を歪ゆがめながらグウィンに抗議する。だがグウィンの横顔は硬直して目が見開かれていた。

「そんな……、まだ──」

　グウィンがうめく。白火も思わず同じ方向へ視線を向ける。青い目が見つめる先は、崖がけの下──谷の底にある、城壁に囲まれた町らしき風景だった。尖とがった背の高い建物がいくつもそびえ、白火がかつて潜りこんでいた人の町とはだいぶ様子が違った。そもそもこんな峻しゆん厳げんな地形に人の集落があるのも見たことがない。

　だが目を細めても白はく火びに見えたのはそれぐらいだった。変わった城壁都市というぐらいで、他に変わった点は見当たらない。グウィンには、別の何かが見えているのか──。

「──っ、急ぐぞ！」

　グウィンはそう叫ぶと白火をやや乱暴に担かつぎ直なおし、いきなり崖がけを駆け下りた。

　白火は言葉にならない声で叫んだ。

（死ぬ！　死ぬ!!）

　全身を振り回されるような衝撃。悲鳴が谷間にねじれて反響した。

　グウィンは谷底に到達し、白火を担いだまま駆ける。白火は吐き気を通り越して血の気を失い、意識があるのが不思議なほどだった。

　やがて、反響する悲鳴よりももっと大きな轟ごう音おん──怒号、剣けん戟げき、衝突音の合奏が聞こえた。そして火の臭におい。

　グウィンの動きよりももっと大きな、大地が揺れているような感覚。

（なんだ……？）

　グウィンが向かっている方角からだった。担がれているせいで後方しか見えない。轟音は急速に大きくなる。グウィンが近づいているらしい。

　やがて砂嵐に突入したように、砂さ塵じんが白火の目を痛めつけた。更さらに煙が喉のどを刺す。

　金属の擦さつ過か音、衝突音、何かが倒れるような音、大地を叩たたく音──そして、獣けものの怒号。

　轟音にまじり、人間の言葉らしきものが白火の耳にも聞こえた。そして獣のあげる咆ほう吼こうに、びりびりと鼓膜が震える。

（……これって）

　大人数の足が起こす砂塵。雄お叫たけび。そして武器を衝突させるような音──。

「爺じい!!」

「──姫様!?」

　グウィンが声をあげると、応じる声があった。すぐに周りの轟音に飲まれたが、グウィンは走る速度を上げる。

　砂すな埃ぼこりが更に激しくなる。だがグウィンが騒乱の中に飛び込むと、後方しか見えない白火でもようやく轟音の原因が見えた。

　砂にまじり、生温かく、錆さびたような臭いが押し寄せた。

　──獅し子しの頭部を持ち二足歩行する毛深い獣人と、グウィンによく似た猫系の獣人とが乱戦状態に陥おちいっている。

　どちらも五指から伸びた巨大な爪つめと口の中の牙きばを剝むき出だしにして戦っている。

　だが一見するだけで、獅子の頭部を持った獣人のほうが多かった。顔や手足を覆おおう小麦色の体毛は血ち塗まみれのまだら模様になり、咆吼する口の中で、濡ぬれた肉片が巨大な牙に引っかかっている。その足元に、血まみれの獣人が転がっていた。グウィンと似た三角の耳に尾を持ったしなやかな獣人。腕や足が見当たらない者も、腹から細長くうねるものが飛び出ている者もいる──。

　白はく火びは吐いた。

　まともに口を拭ぬぐう間もなく、獣けものの咆ほう吼こうが迫ってきて反射的に目を向ける。

　白火に──グウィンの背めがけて追ってくる獅し子しの獣人がいた。血の臭においに酔った獣が斧おのを振り上げる。

　後ろ、と白火は叫ぶ。だがまともな声にならず、乱戦の中にかき消される。

　しかしその直後に、グウィンに似た獣人の一人が乱入してくる。獅子の獣人に比べれば華きや奢しやな体つきの、男の獣人だった。

　獅子の獣人は、突然間に入った獣人めがけて斧を振り下ろす。男の獣人は左肩から斜めに大きく切り裂かれ、体が二つにずれて倒れた。噴水のように噴き出した血が、数滴白火の頰ほおにかかった。直後、猫に似た別の獣人が獅子の獣人に左右から襲いかかる。

（な、んだ、こいつら……！）

　白火の混乱と恐怖は声にならなかった。また吐き気がこみあげる。

　視界の左右の端に、巨大な壁が見えた。崖がけから見下ろしていた集落のものだ。グウィンがその内側に飛び込む。

　だが壁はところどころに虫食いのような穴があいていた。

　白火の目に映るのは、血に酔った獅子の獣人たちばかりだった。

　──虐ぎやく殺さつ。

　白火の頭に、そんな言葉が浮かんだ。

　直後、地面に落とされて咳せき込こんだ。

「姫様!?」

「ダナ！　どうなっておるのだ!?　《レーヴェ》の一族が……いや、いまは聞かん！　とにかく妾わらわに武器をくれ！」

　姫様、と高い声をあげて少女が駆け寄ってくる。

　頭にはたたんだような形の獣耳があり、腰のあたりに尾が見え隠れする。グウィンが金色の髪と毛であるのに対して、この少女は濃い茶色だった。

　少女の手に、何戦も交えたことを示すような汚れた石せき斧ふが握られている。

　グウィンがダナと呼んだ少女は、眉まゆ根ねを寄せてぎゅっと唇を引き結んだ。

「……姫様、とにかく城へお戻りください！」

「たわけたことを抜かすでない！　戦いがはじまっているではないか！　ええい、その武器を妾に──」

「これはまともな戦いではないのです。とにかく……、お戻りください。姫様が皆のことを思ってくださるのなら、どうか早く！」

　ダナは石斧を握りしめ、頑かたくなに譲ろうとしなかった。

　グウィンはうなる。

　白火は、グウィンがいまにもとびかかるのではないかと思った。猫が威い嚇かくするときの声によく似ていたからだ。だがグウィンは押し殺したような息を吐いてから、わかった、と低い声で言った。

「……行くぞ、白はく火び殿。ここからは自力で歩けるであろう？」

　振り向きもせず、グウィンは言った。

　するとようやくダナは白火の存在に気づいたようだった。大きな目を更さらに見開く。

「え、え、姫様、こちらは……人間……」

「……後で説明する！　ダナも戻るのだ！」

　混乱するダナにそれだけ言って、グウィンは振り払うように足早に歩く。

　白火もまた背後の虐ぎやく殺さつの音から逃れるように、グウィンの後をなんとかついていった。




　煙の臭においが空気を汚し、あちらこちらで火の手が上がっていた。地面に倒れてもう動かない体がそこかしこにあり、巨大な水たまりに似た染みは澱よどんだ血の色をしている。そして大型の犬に似た生き物があちらこちらにいて、咆ほう吼こうをあげている。

　その生き物は野犬の類たぐいではなく、物言わぬ獣人の側そばによりそって起こそうとしているものもいた。

　白火は一瞬状況も忘れて興味を惹ひかれた。見たことのない種類だった。

（でかい。狼おおかみか？　違う。社会性、集団性はあるのか？　……そもそも猫人間に飼われて平気なのか？）












　疑問が頭の中を巡る。猫に飼われる犬、とはまたずいぶん皮肉な図だ。思わずふらふらと近寄ろうとして吼ほえられ、グウィンに文字通り首根っこを摑つかまれた。

「寄り道している場合ではないぞ！」

　襟えりの後ろをつかんだまま、グウィンは走ろうとする。首が締まって白はく火びはむせ、全力で振りほどいてから渋々後をついていく。だが目は未練がましく先ほどの生き物を追った。

　ようやくのことで視線を前に向けると、巨大な建造物がそびえ立つのが見えた。巨大──というよりは縦に長い。

　長大な塔の外側を、螺ら旋せん状じようの装飾が渦巻いている。

　螺旋の塔の下部には、大きな扉があった。その扉の上に、巨大な二本の牙きばを剝むく獣けものが彫刻されている。爪つめの伸びた前足は力強く精せい悍かんで、いまにも飛び出してきそうだった。

　白火は扉の上の彫刻に目を奪われながらもグウィンに続いて塔の中へ足を踏み入れる。

「アンガス！　ナイアール！　妾わらわがいま帰った！」

　グウィンがよく響く声を張り上げ、白火はびくっとした。顔を戻すと、グウィンが周囲を見渡して誰だれかを探している。

　塔の中は、昼だというのに少し薄暗かった。建材が分厚い石だからだろうか。長い廊下になっていて、左右にいくつも部屋がある。

　グウィンの声に気づいて何人もの獣人が出てくると、一様に片かた膝ひざを折って頭こうべを垂たれる。

（……こいつって偉いのか）

　そういえば姫様とか呼ばれてたな、と白火は気づく。しかし姫とかいうわりに初対面の男を押し倒すし、自分の身を取り引きに使うし、男を担かついだまま谷底へ駆け下りるしで、白火からしてもおかしいと感じる。

　やがて慌ただしくも重い足音が聞こえた。

「姫様!?　よくぞご無事で……!!」

　足音と共に現れたのは、体格のいい男の獣人たちだった。首は太く肩は盛り上がり、二の腕の筋肉は小山のようだった。毛深く、肌の表面をほとんど暗い色の毛が覆おおっている。

　いかつい顔の頰ほおから猫の髭ひげによく似た長い髭が生え、グウィンと同じく縦長の瞳どう孔こうを持っている。だがグウィンに比べてずっと獣に近い。体の端々に斜めの傷がはしり、毛が濡ぬれたようになっている。服も破けているところを見ると、この獣人もまた戦いに参加したらしかった。

「アンガス、どういうことだ!?　カースの軍勢が攻めてきたのか!?」

　グウィンは頭一つ分も違う大男に詰め寄る。

　顎あごも毛深く、髭に覆われた大男は、眉まゆをひそめた。

「面めん目ぼくございません……。レーヴェの者どもが突然攻めて参りまして、完全に不意を衝つかれました。カースの正規軍は加わっていないようで……どうやらレーヴェどもの独断のようです」

　グウィンは一瞬目を見開く。だが次には整った顔に厳しい表情を浮かべた。

「では即座に応戦せよ！　このままでは蹂じゆう躙りんされるばかりであるぞ！」

「……は」

　大男は難しい顔のまま、それでも神妙にうなずく。

　だが髭ひげの大男の後ろから、今度は無傷の獣人が進み出た。

「応戦しておりまする。しかし、被害が拡大するだけ。逃げ延びた者たちをこの城に匿かくまうのが精一杯でございました……」

　髭の大男に比べ、一回りほども小さく見える男の獣人が言う。同じく頰ほおから猫に似た髭を生やし、頭には細長い耳があったが、その顔は見るからに疲弊していた。

　髭の大男が睨にらんだ。

「控えよ、ナイアール」

「アンガス殿、現実を直視すべきです。いくらソウガの一族が勇ゆう猛もう果か敢かんであれど、彼ひ我がの戦力を考えてごらんなされ。知は足らず、されど屈強な戦士揃ぞろいのレーヴェの一族が、完全に先手を打ってきたのです。しかも戦闘要員も十分な数がそろっているとあれば……」

「──貴様！　姫様の前でそのような……!!」

「やめよ二人とも！」

　髭の大男──アンガスがもう一人の男の胸ぐらをつかんだところで、グウィンが止めに入る。

　グウィンは眉み間けんに険しいものを漂わせたまま、言った。

「……状況は相わかった。抜け出していた妾わらわの不覚でもある……。だがこの通り、援軍は連れてきた！」

　大男のアンガスと、もう一人のナイアールは意表を突かれたようだった。だがアンガスのほうがわずかに明るい表情をする。

「お、おお、援軍……！　さすがは姫様！　して、その援軍はどちらに──」

「これだ!!」

　グウィンは力一杯言って、白はく火びを指さした。

　二人の男が白火を見る。猫に似た瞳ひとみが大きく見開かれた。

　他人の視線を一身に浴び、白火は反射的にたじろぐ。威圧感に目を伏せた。

「ひ、姫様……」

「……よもやその子供は、人間、では……」

「人間だ！　《変幻流転の手》だ！　我々に《封ほう命めい具ぐ》をつくってくれると約束した！」

　青の目の少女は誇らしげに言う。だがたちまち大男たちの反発を招いた。

「姫様！　無礼を承知で申し上げますが、援軍がまさかその人間の子供とは……ご乱心召されたか!?」

「本気も本気、妾は爪つめの先ほどもふざけておらぬぞ！　この者は《封命具》の匠たくみだと──」

「ソウガの誇りを汚されるおつもりか！　《封命具》だかなんだか知りませぬが、人間をこの城に入れるなど!!」

　髭ひげのアンガスが声を荒らげてそう反論する。グウィンは負けじと言い返したが、聞いている白はく火びのほうが萎い縮しゆくした。間近で大声をあげられるのは嫌いだった。

（うるさい……）

　怒鳴られるといやなことを思い出す。じわりとした不快感。山奥にこもってからは久しく忘れていたものだった。

「……姫様。どうかお考えくだされ。人間が……汚らわしいカースの軍勢どもが、我々に何をしたのかを。この地に人間を踏み入れさせるなど、とうてい認められませぬ」

　今度は抑えた声が言う。アンガスの隣の、ナイアールだった。

　怒鳴られるのではなく低く諭さとされると、グウィンも一度黙った。

「……この者はカースとは関係ない。そして我々にはいま、武器が必要だ。我々の盾となり、我々の剣となるものが！」

「誇りを汚す武器など不要です！　我々は、この身こそが何よりの武器ではありませぬか！」

　再びアンガスが激する。

　白火は眉まゆ根ねを寄せる。グウィンと取り引きをして、すぐに《封ほう命めい具ぐ》をつくればいいと思っていたが、そうではないらしかった。

　白火は周囲を何気なく見る。すると左右の部屋から、獣人たちが何人も顔をのぞかせていた。怯おびえたようにグウィンたちを──白火を見ている。

　特に白火を見た者たちの反応は露骨だった。犬歯を剝むき出だしにして威い嚇かくしてくる者、耳や毛を逆立ててうなる者もいた。

　どうやらここでは人間そのものが嫌われているらしかった。

（……カースって奴やつのせいか……）

　だが次の瞬間、雷鳴に似た獣けものの咆ほう吼こうが轟とどろいた。白火もグウィンも、その場にいた全員がはっとする。続いて、爆発音が響く──。

「……我々が議論する暇はありません。あの野蛮なレーヴェどもがこの城へ攻めてくるのも時間の問題でしょう。とにかく迎え撃つ準備をせねば」

「わかっている！　だからこそ妾わらわは……！」

「お考え直しください姫様。この状況で、勇敢なソウガの者たちがどこの者ともわからぬ……しかも人間なぞの助太刀を認めるとお思いですか。助けを求めると思いますか。士気を下げかねない一大事であると、姫様ならおわかりのはずです」

　アンガスにかわり、今度はナイアールが抑えた声で諭す。

　整然とした言葉に、グウィンはぐっと反論に詰まったようだった。

（……またこれか）

　白火は冷めた諦あきらめと軽けい蔑べつがわきあがるのを感じた。

　獣人だろうが人間だろうが、こちらに対する反応は同じらしい──。

『卑しい人間のつくった武器など……！』

『……そんな子供に何ができる？　新手の物乞いか？──』

　飽きるほど見てきた反応。

「……では御ご前ぜんを失礼いたします。先陣は姫様にも譲れませぬゆえ」

　そう言ったアンガスの声は、自制を取り戻していた。好戦的な笑みを浮かべてから巨体を翻ひるがえし、去っていく。もはやその視界から白はく火びという人間は抹消されたかのようだった。

　ナイアールもまた、深く一礼して踵きびすを返かえす。

　グウィンはそれを引ひき留とめなかった。白い手を握りしめ、整った横顔に苦悩を浮かべていた。

「……どうするんだ。僕はつくれるけど、頭の固い奴やつに無む理り矢や理り武器を握らせることはできないぞ」

　白火はぼそりとつぶやく。

　男たちの反応には嫌気が差したが、いまさら取り引きはなしに、などと言って目の前の逸材をみすみす逃したくはない。

「……すまぬ。なんとか説得する。アンガスたちはあのように言っておるが、……このままではカースの軍勢を迎え撃つ前に、レーヴェの者どもにやられる」

「……レーヴェって」

　そもそも何者なのか、と白火は正直に質問をした。社会との関かかわりを絶って久しい白火にとって、そもそも人間社会とは異なる獣人の知識がほとんどない。

　グウィンは低い声で言った。

「我々はソウガの一族だが、この地には他の血統がいくつも存在する。人間と同じだ。ソウガは誇り高き神獣《テンガイ》の末まつ裔えい……レーヴェは、獅し子し王レーヴェの末裔だ」

「……同じ獣人なのに、争うのか」

　素直に疑問に思った白火に、グウィンが顔を向ける。瑠る璃り色の目が無感情に見つめた。

「それは、同じ人間なのに争うのかという言葉と同じだぞ？」

　少し呆あきれたように言われて、白火もようやく悟さとった。ああそうか、とつぶやく。

　それと、とグウィンは目をつり上げた。

「──獣人というのは我々を蔑さげすむ人間側の卑ひ語ごだ。我々は《獣の末裔テイア・メンシユ》であり、ソウガこそは誇り高き《神獣》テンガイの末裔なのだ。言葉には気をつけてもらいたい」

　怒気を抑えたような声で言われ、白火はやや威圧された。別に貶けなすつもりなどなかった──だがささやかな弁明はうまく言葉にならない。

《獣の末裔》を自称する姫君はため息をついた。

「……以前から異なる血統同士が戦うことはしばしばあった。だがすべては己の一族のための戦いだった。それを、レーヴェの者どもは裏切った。カース軍の狗いぬとなった」

　グウィンは嫌悪感もあらわに吐き捨てる。

「狗は狗らしく、尾でも振って命令を待てばよい。愚おろか者ものどもめ」

　白火は目を瞬またたかせた。

「……貴き殿でんに言っても詮せんないことだったな、許せ。ひとまずこの城の中なら安心だ。外へは出ず、ここで待っておれ。アンガスたちを説得してくる」

　グウィンはそう言って、髭ひげの大男たちの後を追って走っていく。足音もなく、軽やかで速い。まさに猫のような足どりだった。その背中──腰の下に、金色の毛に覆おおわれた尾が生えているのが確かに見えた。

（……どう見ても猫だ）

　白はく火びはため息をつくと、所在なくその場に腰を下ろし、あぐらをかく。

（面倒だなぁ……）

　早く契約を果たして、つくりたい。

　そう思った瞬間、また腹の底に響くような爆発音が聞こえた。白火は思わず音の方角に振り向く。

（……説得とか言ってる暇あるのかよ）

　グウィンの一族──《ソウガ》とかいう一族は猫に似ている。それに対して、奇襲をしかけてきたレーヴェとやらは獅し子しだ。猫と獅子が対決したらどうなるかなど、もとより火を見るより明らかではないか。

　ソウガが全滅しようがレーヴェとやらが全滅しようが構わないが、グウィンという素材だけは失いたくない。

　──あの髭男たちがこちらのつくった《封ほう命めい具ぐ》を素直に使えば、さっさと決着もつくはずなのに。

　そう思うとだんだん腹が立ってきて、白火は落ち着きなく体を揺らした。

　もとより、他人に合わせるのは苦手だった。だからこそ誰だれとも会わず山奥で平和な引きこもり生活を送っていたのだ。

　小さく悪態をついて、思わず虚こ空くうを仰ぐ。すると、カツカツ、と爪つめが硬い床にぶつかるような音が聞こえた。

　白火が顔を戻すと同時に、獣けものの忙せわしない呼吸音が聞こえ──正面から何かに衝突された。うぉ、と思わず声をあげて後頭部を床に打ち付ける。軽い痛みにうめきながら目を上げる。

　すると、こちらを見下ろす生き物の顔があった。

「……なんだお前」

　明るい灰色の毛に覆われた、大きな犬だった。垂れ耳で、図ずう体たいのわりにやけに目が丸くきらきらしている。開いた口から舌が伸びて、上下から牙きばが生えていた。

　犬に似ているが、よく見ると違う。狼おおかみでもない。この城に来る途中、何度か見かけた生き物と同じだ。

　白火はとりあえず、わしゃわしゃと毛深い顔を撫なでた。犬に似た動物は喉のどの奥から甲高い声をあげ、ふさふさの尾を振る。

　その姿に白火は少し安あん堵どした。人間より、動物相手のほうがずっと気楽だ。

　白火は上体を起こし、突然やってきた動物の体を見た。四肢は長く筋肉質で、毛け艶づやがいい。健康的だ。飼い主に大切にされているのだろう。だが、それ以外に眉まゆをひそめた。

「……怪け我がしてるのか」

　手触りのいい毛に覆おおわれた体には、血の染みと毛の乱れがいくつもあった。手を伸ばして触れてみると、生き物はいやがるように体を逸そらしてうなる。返り血ではないらしい。

「メラート？　メラート、どこに行ったの？　メラート！」

　高い、子供が涙まじりに呼ぶ声で白はく火びはぎくりとした。

　すると犬らしき生き物はすぐに顔を向け、体を翻ひるがえす。廊下奥の角から小さな人影が現れると、それに向かって突進した。

　角から現れたのは小さな子供で、戻ってきた犬似の動物を見るなり声をあげた。

「どこにも行っちゃだめ！」

　自分よりもよほど大きな犬に抱きつく。くぅん、と犬似の動物は鳴いたが、傷にさわったのかひどくもがいた。子供の手をすり抜け、また白火のところへ戻ってくる。

　床に座り込んだままの白火に、大きな犬は尾を振り、撫なでてくれと要求する。

「忙しいやつだな。傷にさわるだろ。飼い主のところへ戻れよ」

　白火は呆あきれまじりにつぶやく。だが当の犬は舌を出した吞のん気きな顔のまま、白火の手を待っていた。向こうへ行け、と手で追い払ってもとぼけた顔をして待っている。

　そうしているうちに、小さな足音が早足に駆け寄ってくる。

「メラート！　──あっ!?」

　飼い主らしき子供は犬もどきを追いかけ、その先に白火の姿をも認めてこぼれんばかりに目を見開いた。その大きな目に、白火は少し緊張した。

　子供とはいっても、やはりグウィンと同じ猫系の《獣の末裔テイア・メンシユ》の少女だった。頭に小さな三角の耳がついており、ふさふさの尾の毛先が見えている。輪郭は丸く、背も低い。赤みのある頰ほおは泥で汚れていた。

「に、人間……？　人間が、どうして……」

　瞳どう孔こうが満月のように丸く膨らみ、その瞳ひとみは怯おびえと好奇心で揺れている。食い入るように見つめてくる目に、白火のほうがたじろぐほどだった。

　だが二人の間を、メラートと呼ばれた灰色の犬もどきがくるくる回ると、少女ははっとしたように息を吞のんだ。メラートと白火とを交互に見る。

　そしておそるおそるといったように、白火に近づいてきた。そのぶんだけ白火のほうが後退しそうになる。

「あなた、人間？　悪い人間じゃ……ないの？」

（……なんだそりゃ）

　白火の心の声はすぐさま返したが、実際には口ごもってしまった。

「撲ぶったりしない？　襲ってこない？」

「……なんで。僕は、あの、グウィンに連れて来られたんだけど」

　やっとのことで白火がそう絞り出すと、少女はまた目を丸くした。

「グウィン様に？　じゃあ、あなたはいい人間なのね！　そうよね、メラート！」

　少女はそう言って、白はく火びではなく犬もどきに同意を求める。

（……懐かれやすい人間が善人とは限らないと思うけど）

　白火は胸中でそうつぶやいた。

　以前から、白火はやたらと動物に懐かれやすかった。《封ほう命めい具ぐ》をつくるときには大いに役に立ったし、白火自身、人間よりも動物のほうがよほど親しみを感じる。だが自分が善人であるなどと言われると、むずがゆくなってしまう。

　白火のすぐ側そばで、メラートが伏せの格好をした。少女もそれに安あん堵どしてか、メラートを挟むかたちで白火の近くに腰を下ろす。

　そのときはじめて、白火は少女の小さな腕や手足に布があてられているのを見た。雑な巻き方で、泥と血で汚れているのは──傷が新しいものだからか。

「……怪け我が」

「えっ」

「怪我してるのか」

　ぼそりと指摘すると、少女は自分の腕を見た。小さな顔が、とたんに曇る。

「……負けちゃったの。レーヴェの奴やつらなんかに」

　悔しさを必死に堪こらえ、いまにも泣き出してしまいそうな声が言った。

　──あんたも戦ったのか、と白火は少し驚いた。

　グウィンの半分ほどの年にしか思えない子供まで、あの獅し子したちと戦ったのか。

　白火はなんともいえない顔になる。

　こんな年とし頃ごろの子供まで駆り出される──という状況は相当にまずい。よほど人数が足りないか、態勢が整っていないのだろう。どう見ても負け戦になる。

「わたしが、もっと大きかったら……もっと大きな牙きばと爪つめを持っていたら……」

　そうつぶやく声は震えていた。

「メラートも、痛いよね。ごめんね……」

　少女は大きな犬の首を抱き、その長い毛に顔をうずめる。

　小さな口からもれる嗚咽おえつは、白火にはひどく歪いびつに思えた。

「……爪も牙も関係ない。要は武器だ」

　反射的にそう言い返していた。少女が顔を上げ、潤んだ瞳ひとみで驚いたように白火を見る。

「殴り合いの喧けん嘩かとはわけが違う。単純な戦いで生死を分けるのは武器の質だ」

「……でも、武器なんかに頼ったら戦士の誇りが……」

「誇りで勝利は得られない。不利な戦況をひっくり返したいのなら、なおさらそんなものは邪魔なだけだ」

　少女に含むところがあるわけではなかった。だが困惑してこちらを見てくる少女が、白火には少し眩まぶしかった。この少女はたぶん、本当に──武器の重要性を知らないのだろう。ましてや《封命具》のことなど。

　それを、少し哀れに思った。

　白はく火びはため息をついた。

（ただ待ってるのは暇だし、猶ゆう予よもそんなになさそうだし）

　待つことに飽きた自分にそう理由を与えて、白火は立ち上がった。

「なぁ、武器はある？　なまくらでも構わないから、とにかく量が欲しいんだけど」

「えっ……あなた、戦うの？　それはやめたほうが……」

「僕は戦士じゃない」

　白火は率直に言う。そもそも薪まき割わりのための斧おのさえ持てないのだ。

　大きな犬に似た生物──メラートに目を戻した。今度は別の視点から、観察する。

「……それとさ、こいつらってあと何匹ぐらいいる？　犬に似てるけど、鼻はきくほう？　狩しゆ猟りようする力はある？」

　たて続けの質問に、少女は目を見開いた。




　──武器庫を見れば、その地方の鍛冶技術が知れる。

　少なくとも白火にはそうだった。そしてその視点から言えば、目の前の武器庫──ともいえぬ倉庫のような場所は、前代未聞だった。

　広さは平均的だが、武器は石器や鉄製のものなどが入り乱れ、どれも埃ほこりをかぶって刃こぼれしているものも多く、放置されて久しいらしい。

（……ここ、本当に武器庫かよ）

　白火は顔をしかめる。

　ここまで案内してくれた少女だけが、困惑と好奇心のまじった目で白火を見上げていた。少女の周りにはメラートと同じ大型の犬が何匹もいた。毛並みや体格がそれぞれ微妙に異なっている。

　犬をできるだけ集めてきてくれ、という白火の頼みに少女はすぐに応こたえてくれていた。

「……ありがと。助かる」

　白火が言うと、少女は少し嬉うれしそうな顔をした。

　メラートまでもがはしゃいだように白火の足元にまとわりつく。

「犬たちを集めてどうするの？」

　少女の問いに白火は答えず、近くに転がっていた古い石いし槍やりを手に取った。ほとんど化石のような代物だった。少しそれを眺めて、つくりを把握した。

　それに左手を触れたまま、片かた膝ひざを折る。今度は、尾を振ったり舌を出してこちらを見上げる犬たちに目を合わせる。

　体は大きく、人間たちの飼っている犬とは異なる種だ。この地に固有の種なのかもしれない。長い毛。大きな瞳ひとみ。手足は長くしなやかで、大地を駆け、獲物を追い詰める狩人かりゆうどの躍やく動どうを感じさせた。

　──白火はそれを、美しいと思った。

　懸命に生きているもの。己の手足を頼りに地を駆け、風を切り、嗅きゆう覚かくと牙きばをもって狩しゆ猟りようする。ただ全力で生き、繫つなぎ、死に、連綿と命の連鎖を紡ぐ。

　こちらを見つめ返す大きな目は深い黒で、永遠の夜のようにも、生命の生まれる最初の闇やみのようでもあった。

　白はく火びはもう片方の手を伸ばし、目の前の生き物の首に触れた。

「永遠になれ。より鮮やかに、より強く──何ものにも侵されぬものに」

　それが、合図だった。

　白火の腕が、突然内側から光り出す。少女が声をあげる。

　古い石いし槍やりに触れていた左手──犬に触れる右手。

　白火の体は理解する。左手の触れた石槍──右手の触れた生き物。

　右手の触れた犬は、ぴたりと動かなくなる。重厚な、鉛色の毛に覆おおわれた体が静止する。

　そして魂からの敬意と高揚をこめて、白火は厳おごそかに告げた。

「その身、その魂／重なり交わり／研ぎ尖とがれ／永遠なれ──《変幻流転》」

　両手がいっそう強い光を放つ。光は白い炎となって腕を這はい、勢いを増す。指先から触れたものを巻き込み、左手の槍を覆って溶かした。光の砂が無数に巻き上がる。

　右手が触れていた犬もまた、光の炎に包まれ、無数の輝く砂粒となって散る。

　二つはまばゆい光となって、少年の両手に絡みつく。

　その両手がゆっくりと近づき──手首で交差する。












　次の瞬間、光を閉じ込めるように両りよう拳こぶしが強く握られた。

　そして、手が開かれた。

　とたん、その掌てのひらから槍状の強烈な光が飛び出す。

　色さえない槍は幻のように宙に浮かんだが、白はく火びの右手が柄つかの部分をつかむととたんに姿を変えた。

　確かな輪郭を現し、重厚な鉛色の長い柄──牙きばを思わせる白い穂先を持つ槍になる。

　白火は両手でそれを恭うやうやしく持ち、だが目は冷徹に観察する。刃こぼれ一つなく透徹して鋭利な穂先、頑丈な柄にかすり傷一つないことを確かめる、よし、と口の中でつぶやく。

　すると獣けものの身震いのように、槍がふいに振動した。かすかな音をたてる。──産声をあげるかのごとく。

「あ、あ……、な、何──何を、したの」

　硬直していた少女が、ようやく言葉を発する。乾きそうなほどに見開かれた大きな目には、驚きよう愕がくと明らかな恐怖があった。

　白火は小さく首を傾かしげた。

「永遠にした。こいつらは、《封ほう命めい具ぐ》になった」

　白火は真新しい槍やりの柄を撫なでる。槍は手の中で声なき声をあげている。

「《封命具》……？　犬は？　犬は、どこ？　どうして消えてしまったの？」

　少女が声を震わせる。

　白火はつくりだしたばかりの槍を壁にたてかけ、また別の古い槍を手にした。そうして、新たな犬へと手を伸ばす。

　犬──メラートは警戒しなかった。白火の手に吸い寄せられるように近づく。

　少女が、メラートの首に抱きついて叫んだ。

「だめ！　やめて！　メラートにひどいことしないで!!　メラートは姫様の……っ！」

　大きな瞳ひとみに涙が盛り上がり、白火を見つめる目には恐怖と絶望が滲にじむ。

　白火はただ少女とメラートを見つめる。

「ひどいことなんてしない。こいつらはより強く、永遠になるんだ」





　＊






「……《封命具》の、匠たくみ？」

「そうだ。あの人間は白火という。《封命具》という強力な武具をつくる手の持ち主だ」

　険しい顔の戦士たちを前に、グウィンは強く言い聞かせた。

　グウィンの目の前には大きなテーブルがあり、それを囲むようにしてソウガ一族の勇猛な戦士たちが立っている。

　悠長なことをやっている場合ではないとわかっていたが、人間を城に招き入れた理由に加え、ソウガの者たちに武具を──しかも《封命具》などという特殊なものを握らせるためには説明が必要だった。

「《封ほう命めい具ぐ》というのは、ただのものに、命あるものを吹きこんで自ら動く道具になったもののことだ。持ち手がいなくとも、勝手に動くことができるのだ」

「……にわかには、信じられませんな。そのような得体の知れない……、勝手に動く武器などいっそう邪魔になるだけでは……」

「ひとりでに動く、というのは前提にすぎぬ。命あるものを封じられた道具は、元の生き物の特性をそのまま継承するというのだ」

　グウィンが言うと、戦士たちはますます顔をしかめた。不可解に感じていることがまざまざとわかる顔だった。

「にわかには信じられぬという各々の気持ちもわかる。だが本物だ。妾わらわはこの目で見てきた。持ち手なく動く斧おの、鍬くわ、器……まるで生き物のようだった」

　ソウガ王家の王女であることに遠慮してか、戦士たちはうなり声をあげるだけに留とどまる。

　だが重厚な低音が、それを破った。

「……それは、石に虫を吹き込むというようなものか」

　グウィンの真正面──長卓のもっとも奥に立つ《獣の末裔テイア・メンシユ》から発せられた声だった。

　戦士たちの視線が一斉にそちらへ集まる。

　声の主はその重低音にふさわしく、屈強な戦士たちが並ぶこの場でも更さらに際立って逞たくましい体つきだった。ぬかりなく周囲の音を拾うかのように厳しく張り詰めた三角の耳、がっしりとした顎あごや頰ほおに生える髭ひげ、筋肉の盛り上がった腕を組んで立っている姿は、王というにふさわしい。巨大な手には、強きよう靭じんな爪つめが収納されていることをグウィンは知っている。その口の中に、敵を切り裂く無慈悲な牙きばがあることも。

　王家の始祖たる神獣テンガイの面影を色濃く残した姿──勇猛な戦士たちの頂点に立ち、尊そん崇すうの念を一心に集めている男。

「……はい、ティーガ兄上。たとえて言うならそのようなものです」

　グウィンの体は否いや応おうなしに強こわばる。

「その吹き込まれた虫とやらは、どうなる？」

「……ものに封じられて、姿を失います。ですが、その力は──」

「つまり、二つを一つにして生き物のほうは死ぬのか」

　峻しゆん厳げんそのものの声が遮る。

　グウィンは手を握った。

「……そうです。ですが、それによって武器が超常の力を持つのです」

　必死に言いい募つのる。だがティーガの質問とそれに対する答えによって、黙っていた戦士たちが一斉にどよめいた。

「なんと邪悪な……」

「外道です。意味のある行為とは思えませぬ……」

　不平不満のざわつき。場にいる者たちの疑念が一気にふくれあがったのをグウィンは感じた。

　兄──ティーガが腕組みを解いた。

「愚おろかな。お前の詭き弁べんによって、この危機下にありながら時間を浪費した」

「！　兄上、お待ちを──」

「戦士の真ま似ね事ごとをするかと思えば、結局は外道の力に頼ろうとするか。恥を知れ」

　神獣の特徴を色濃く残した顔に嫌悪と侮ぶ蔑べつをもって吐き捨てられ、グウィンは震えた。必死に自分を奮い立たせ、食い下がる。

「みなを守るためなのです！　勝利のためにどうか──」

　部屋を出て行こうとする兄の前に回り込み、グウィンは全力で訴える。

　ゆうに頭一つ分以上大きな兄は、汚らわしいものを見るようにグウィンを見下ろす。

　──その時だった。

　戦士たちだけが同席を許された部屋に、慌ただしい足音が飛び込んでくる。

「無礼をお許しください！　に、人間が……！」

　ティーガが顔を歪ゆがめるも、飛び込んできた男が片かた膝ひざをついて報告する。

　人間、という言葉にグウィンは息を吞のむ。

「人間が攻めてきたのか!?」

「ち、違います！　しかし城の中にいた人間が突然、武器庫から化け物と共に──！」

　声を張り上げて報告する男は、哀れなほど動揺していた。

　だがグウィンははっとする。──武器庫。人間。

「その人間はどこへ行った!?　案内せよ！」




　報告役の男が走り、グウィンも、ティーガや他の戦士たちも後を追った。

　向かう先は城の出入り口であるようだった。大きな爆発音、侵略者の雄お叫たけびが、近づくにつれはっきりと聞こえてくる。

（あやつ……まさか外へ出たのか!?）

　グウィンは肝を冷やした。白はく火びはこの状況で外へ出たのか。自殺行為だ。あんな、斧おのさえまともに握れぬような細腕の少年が何をしようと言うのか。

　固く閉ざされていたはずの巨大な扉は開いていた。──人一人が通った後のようだった。

　グウィンは報告役の男を追い越し、扉から外へ飛び出した。

　とたんに煙の臭においが鼻を刺す。民家からいくつも火の手が上がり、あるいは壊されて無残な姿をさらしている。すぐに、細い少年の背が見えた。

「──白火殿!!」

　まったく無防備に立ちすくんでいる。建物の影からレーヴェの戦士が飛び出してくれば、瞬く間に引き裂かれてしまうだろう。

　白火は、ゆっくりと振り向いた。

「……実践するから」

「な、何!?」

「……見てろ。そのほうが、早い」

　少しぎこちない声。だが、虚栄や強がりとも異なるようだった。

　グウィンはなおも距離を詰めていく。

「いったい何を言って──」

　少年は、また前方を向く。そうしてその右手がふいに持ち上がるのを、グウィンは見た。

　──まるで何かの合図のようだった。

　次の瞬間、白はく火びの足元に落ちていた細長いものがひとりでに直立する。

（槍やり……!?）

　グウィンは目を見開く。

　刃こぼれ一つない穂先が天を向き、一分の隙すきもなく整列している。

　十は超えている。そしてそのどれもが、グウィンが見たこともないほど真新しく美しい武器の姿をしていた。武具を軽視するソウガに、こんなものがあったとは思えない。

《封ほう命めい具ぐ》の匠たくみの左右を、ひとりでに直立する槍たちが近衛このえのごとく囲んでいる。

「武器自身は、使い手を選ばない。武器はただ使い手の技量を映すだけだ」

　少年は独白する。

　グウィンは動けない。不可思議な力で足を縫い止められたかのようだった。

　硬直していたグウィンの耳に、獣けものの咆ほう吼こうがすぐ側そばで聞こえた。次の瞬間、屈強な獅し子し頭の戦士たちが飛び出してくる。血に酔った蛮人たちは、もっとも手近の獲物──人間の少年めがけて一斉に襲いかかる。

　グウィンは遅れて飛び出す。だが間に合わない。

　白火は動かなかった。

「お前たちに名をやる。本能のまま獲物に食らいつけ。──追つい尾び槍そう《餓が狼ろう》」

　少年の声がそう告げた──次の瞬間だった。

　直立不動していた槍たちが、一斉に動いた。見えざる力に投とう擲てきされたかのごとく空を駆け、獅子頭の襲撃者に向かう。

　血と炎に酔った襲撃者たちが、瞬く間に倒れていった。槍に貫かれ、地に縫い付けられる。断末魔をあげてもがく。だがすぐに動かなくなった。

　あまりにも一瞬のできごとだった。

「な、何が……」

　立ち尽くすグウィンの背後で、戦士たちが動揺しているのが聞こえた。

　単純な力量でいえば一いつ騎き当とう千せんといわれたレーヴェの戦士たちが、なすすべなく槍に貫かれ、絶命している。襲撃者の生々しい遺体が次々と増えていく。

（なんという……！）

　頭ではわかっていても、《封命具》の威力を実際に目にしてグウィンは言葉もなかった。

　特異な槍は、獲物の急所をおそるべき正確さで貫いていた。

　敵の急所を真っ先に狙ねらう──その様は武器というより、どこか獣けものじみている。

　遠くで再び獅し子しの咆ほう吼こうが響く。まだ、レーヴェの残党が暴れている。

「戦士を集めよ！　打って出る──」

　グウィンの背後で、戦士の長おさたるティーガが叫ぶ。

　グウィンは、棒立ちの少年に駆け寄った。

「白はく火び殿──」

　畏怖と興奮のまじった声でそう呼ぶ。だが少年の目は前を見据えたままだった。

「一人残らず狩り尽くせ」

　短い命令。それに応ずるかのように、血ち塗まみれの槍やりが浮かび上がる。獲物を得られなかった残りの槍もかすかに身震いしたかと思うと、再び空を飛んだ。

　迷いなく飛んでゆく様は、的めがけて放たれた巨大な矢そのものだった。

　グウィンは目でその後を追う。

「白火殿、あれは《封ほう命めい具ぐ》だな？　いったい、何をどうやって……!?」

　もどかしくたて続けに質問する。すぐには答えが返ってこず、グウィンは白火に顔を戻す。

　若き《封命具》の匠たくみは、言葉にするのも億おつ劫くうとばかりに顔をしかめていた。それからようやくぼそりとつぶやく。

「……とりあえず、この周辺にいる獅子もどきを全部殺やる。あんたらの《犬》の鼻がよければ、全部追える」

「あの槍が、残党を追いかけて討つというのか!?　犬……？」

　グウィンは更さらに言いい募つのったが、その勢いが強すぎたというように白火は眉まゆをひそめる。

「……見てれば、わかる」

　あまりにも短く、説明の足りない答えだった。だがグウィンが質問攻めにしても、白火は見てろ、としか言わなかった。




　見ていればわかる──それが何を意味するのかをグウィンが知ったのは、数刻後にテンペルから襲撃者が一掃されてからだった。

　勇ゆう猛もう果か敢かんで退ひくことを知らぬ一族が、残らず亡なき骸がらとなってテンペルの地に転がっていた。

　そのすべてに、《封命具》の槍による致命傷があった。






二章　天から降る火






　襲撃者の一掃を確認した後、グウィンは城内に匿かくまわれていた者たちと共に、消火活動と負傷者の回収に奔ほん走そうした。

　しつこく残る火にまじり、そこかしこですすり泣く声や、痛みにうめく声が聞こえる。

　だが、もう声すらあげない者も多かった。グウィンは目を閉じて冥めい福ふくを祈り、手を握りしめる。

（──この痛み、この無念を忘れはせぬ。必ず、敵に報むくいを受けさせる）

　テンペル中を奔走しながら、グウィンは敵の遺体も幾度となく発見した。ソウガの戦士と矛を交えて力尽きた者もいるようだが、そうでない者のほうが多かった。

　──急所に穿うがたれた大穴。

《封ほう命めい具ぐ》の槍やりの一撃が、ことごとく致命傷になっている。すべて一撃だ。

（……おそろしい武具だ）

《獣の末裔テイア・メンシユ》の中でも屈指の戦士であるレーヴェの一族を、たった一撃で屠ほふるなど。

　知らず、グウィンはかすかに身震いした。だが、すぐに高揚へと変わる。

（この力があれば……）

　カースの軍勢相手にも戦える。この不利な戦況を覆くつがえすことができる。

　あの少年はまさしく──救国の鍵かぎとなるのかもしれない。

　グウィンの胸には希望の熱が満ちていった。息のある負傷者をひとまず回収し終わって城に戻る。

「姫様ぁ……っ！」

　廊下の途中でふいにそんな声が聞こえ、グウィンははっとした。鞠まりのように飛び込んできた小さな体を受け止める。

「ネルケ！　どうしたのだ？　ちゃんと手当てを受けたか？　安静にしていなければだめではないか……！」

　包帯だらけの小さな少女を抱き留とめながら、グウィンは優しく諭さとす。

　だが少女がひどく泣いていることに気づいた。

「どうした？　痛いのか……？」

　グウィンがそう聞くと、小さなネルケは泣きながら頭を振った。グウィンは不安になった。何があったのか。

　それからふと気づく。──ネルケにつけていた、メラートがいない。

　あのやたらと人なつこく、面倒見のいい老犬にはネルケを護まもるように命じてあったのに。

「い、犬がみんな……っ、姫様の、メラートが……！」

　嗚咽おえつまじりにネルケが叫ぶ。

　途切れ途切れに語られた言葉の意味を理解したとき──グウィンは凍りついた。
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（なかなかいいものができた）

《餓が狼ろう》と名付けた《封ほう命めい具ぐ》を一つ一つ磨きながら、白はく火びはしみじみと満足した。いま目の前には、敵を殲せん滅めつして満腹になった槍やりたちが大人しく横たわっている。白火はそれらを犬を褒めるのと同様に丁寧に磨いた。

　ソウガの飼っていた《犬》が、自分の知っている犬や狼おおかみと同じぐらいの嗅きゆう覚かくをもっているかということだけが心配だったが、杞き憂ゆうに終わった。いい生き物だった。その良い生き物を《封命具》にできた。

　白火はまた満たされた気分でうなずく。

（次は何をつくろうか）

　粗末な武器庫もどきの床に胡座あぐらをかきながら、ぼんやりと古い武器たちを眺める。自分がつくった《餓狼》の威力を目の当たりにしてグウィンたちが大騒ぎになっているようだが、さすがにこれで《封命具》が何なのかを理解できただろう。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、

「白火殿!!」

　いきなり後ろから荒々しい声をかけられて、飛び上がりそうになった。

　振り向くと、グウィンと他のソウガたちが数人立っている。

　いちいち声がでかい──と心中で毒づいたところで、様子がおかしいことに気づいた。

　グウィンの細い眉まゆはつり上がり、目の中の瞳どう孔こうは針金のように尖とがっている。薄く形の良い唇は引き結ばれ、ひどく険しい顔をしていた。

　まるで──強い怒りを抑えているかのような。

　グウィンはその顔のまま、足音をたてず大おお股またに白火に歩み寄った。そのただならぬ威圧感に、白火はたじろいだ。グウィンはすぐ側そばまで距離を詰め、言った。

「聞きたいことがある。その槍……《餓狼》と言ったな。それは、何を封じたのだ」

「……何って。あんたらが犬、って呼んでる生き物だけど」

　白火は訝いぶかしみながら答える。

　だが次の瞬間、ソウガの姫君は大きく目を見開いた。そうして、床に横たえられた《餓狼》たちを見る。

「この槍にすべて……、犬を、封じたと……いうのか」

「そうだけど。まあ、基材の分しか作れなかったから──」

　わかりきったことをなぜ今更聞かれるのかと疑問に思いつつ、白火は説明する。もっと数を増やしたいなら、《封命具》の元となる基材と素材の数が──そう続けようとして、いきなり襟えりをつかまれた。

　首が締まって苦しくなり、抗議しようとしたとき、鼻先を突きつけ合うような距離にグウィンの顔が迫った。細い眉は険しく、その青い目が怒りで震えていた。

「メラートを……、犬をすべて《封ほう命めい具ぐ》にした──殺したというのか!!」

　弾だん劾がいの叫びが、白はく火びの耳をつんざく。

　よく通る声は頭ず蓋がいの中を反響して白火は顔をしかめた。

「っ、離せ……！」

「答えよ！　犬を殺したのかと聞いているっ!!」

　グウィンは声を荒らげる。正気を失っているようだった。

　襟えりをつかむ腕を必死にどけようとしながら白火は反論した。

「──いまさら、何、言ってる……！」

　息苦しさにうめきながら、なんとか言葉を押し出す。

「《封命具》をつくる、のは……そういうことだろ！」

　苛いら立だちをこめてそう吐き捨てると、グウィンが息を吞のんだ。襟をつかむ手が震え、徐々に緩んでいく。整った顔立ちが苦痛を覚えたかのように歪ゆがんだ。襟をつかんでいた手をぎこちなく開いて離す。

　白火は数歩よろけて距離をとってから、首をさすった。

「何、なんだよ……！」

　グウィンに怒りをぶつける。だが青の目をした少女は唇を引き結んだまま、床に横たわる《餓が狼ろう》と白火とを交互に見た。

「……これが、《封命具》……。妾わらわは、間違っていたのか……？」

　白火は軽く目を瞠みはった。それから名状しがたい不快感を覚え、眉まゆ根ねを寄せる。

「おい、それはどういう意味──」

《封命具》を悪く言うような響きに思わず不機嫌な声になる。

　グウィンはもう一度白火に顔を向けた。冬の夜空にも似た瞳ひとみが不信に揺らいでいる。

「貴き殿でんは、なんとも思わないのか。我らのような《獣の末裔テイア・メンシユ》や人間ではないからといって……モノに命を封じて、殺してしまうということに──何も、心が咎とがめぬのか」

　絞り出すような声は、信じがたいものを目の当たりにした者のそれだった。

　白火は虚を衝つかれた。忙せわしなく瞬まばたきをして、グウィンを凝視する。

　そして──わけがわからずに、眉をひそめた。

「咎めるって、何で？　《封命具》をつくることの、何が悪いんだよ？」

　率直に、言った。グウィンがなぜいきなり怒り出したのか、なぜこれほど態度を変えたのかわからなかった。

　だが白火の正直な言葉に、獣けものの姫君は驚きよう愕がくしたようだった。その大きな瞳を乾くほど見開いて、歪めた。

「──っ愚おろか者もの！」

　そう叫んで、白火に背を向ける。足音一つたてず走り去った。

　残された白火は呆ぼう然ぜんとする。衝撃のあまり何度も瞬きをする。こちらの様子をうかがっていたらしい他の《獣の末裔》たちまで、露骨に蔑さげすみや嫌悪の表情を浮かべている。

（は……？　何なんだよ一体……）
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　ウォルター＝スペンサーは野心の強い男だった。二十代の男ともなれば誰だれしもが抱く野心とは違うものを持っていた。

　彼は下級貴族の出だったが、水っぽいワインよりも薄い血統にしがみついている両親と違い、力でのしあがることを考えた。彼には才能があった。

　だから──彼はいまこうして蛮ばん族ぞく討伐の先遣隊を率いて、獣けもの臭い辺境の大地を踏んでいる。

　獣人どもの都から少し離れたところに野営し、あと五日後となった期限の日まで獣人どもの返事を待っている。

（蛮族どもめ。さっさと降伏すればいいものを）

　ウォルターは毒づき、またハンカチで鼻を押さえる。空気が獣臭い。茶を飲むのにも一苦労する。

　さっさと攻め滅ぼしてもよかったが、そうしないのは彼の品性の賜たま物ものであり、今後の輝かしい展望のためであった。

　ただの勝利ではなく、さすがはスペンサー家の子息といわれ、同時に彼自身の実力、人格の評価も高めるような──そう、貴族的かつ、効率のよい勝利をおさめなければならない。蛮族を皆殺しにして都を落としたというだけでは足りないのだ。

　将校用の天幕にこもって地図を眺めていたウォルターは、ふいに慌ただしい足音──甲かつ冑ちゆうのこすれる音を聞いた。いやな予感がした。

「ウォルター閣下！　緊急の報告がございます！」

　その物音でわかる、とウォルターは舌打ちし、入れと許可を出した。

　部下は天幕に入るなり跪ひざまずいて、緊張した声で報告した。

「申し上げます！　蛮族どもが独断で突撃し……！」

「──どれだ」

「は……」

「どの蛮族かと聞いている」

　勢いこんでいるわりに情報が抜けている男に苛いら立だちながら、ウォルターは言った。

　男はようやく思い至ったように萎い縮しゆくして言う。

「レーヴェの部族です。獅し子しの頭の……」

「説明が必要なほど私が記憶力に欠いた男に見えるのか？　レーヴェの獣人どもがテンペルに勝手に突撃したと。で、成果はあったのか？」

　皮肉の抑揚を最大限に効かせ、ウォルターは切り返す。身勝手な行動に出た獅子もどきどもにもひどく腹が立った。

「そ、それが……全滅したとの、報しらせが」

「……全滅？　そう、全滅か」

　ウォルターの声にはさほど感情の起伏が表れなかったが、内心では腹立たしさと驚きとが入り乱れた。

　家畜以下の価値しかない蛮ばん族ぞくの兵がいくら全滅しようと構いはしない。

　だが独断の行動ということは、はからずも奇襲となったはずだ。

　蛮族同士の戦いにおいて、単純に力で上回るのはレーヴェのほうだ。そのレーヴェが奇襲を仕掛けておきながら一方的に全滅させられたとは考えにくい。

「無論、ソウガ側に、大打撃を与えたのだろうな？」

　ウォルターが言うと、男は言いい淀よどんだ。無能としか思えぬほどの間を置いたあとで、男はようやく続けた。

「それが……内部には侵入したようなのですが、ソウガの族長の一族は一人も討ち取れなかったようで……」

　ウォルターは舌打ちしかけた。高貴な自分が他人の目のあるところで悪態をつくべきではないと考え、寸前で堪こらえる。

「奇襲をしかけ、テンペル内で暴れておきながら雑ざ魚こばかり狩っていたというのか。蛮人め。だがだとすれば、レーヴェを全滅させたものは何か？　ソウガ側によほどの英えい傑けつがいたということか？」

　彼は鼻で嗤わらった。命令も聞けず、まともに敵の首もあげられぬ蛮族が獅し子しなどとは笑わせる。

「それにつきましてはいまだ判明しておりません。しかしソウガ側は動揺し、迎撃が遅れたとのことです」

「……なるほど。では奇襲を受けて動揺したソウガの蛮人どもが、力では劣るはずの敵を全滅させたということになるのか。まったく大した情報じゃないか」

　男は萎い縮しゆくしきって、答えられないようだった。他に言うべきことはないのかと聞けば、それがすべてだと言う。

　ウォルターは、無能な男でもわかるように盛大なため息をついた。

「わかった。下がれ」

　そう言うと、男はほっとしたように一礼して天幕を去ろうとする。

　その背に向かい、ウォルターは明るく声をかけた。

「ああ、そうそう。君は私の隊に要らん。いまこのときをもって除隊とする。どこへなりとも行きたまえ」

「な……!?」

　男は振り向き、見るからに狼狽うろたえる。なぜですか、と見苦しく反論してくる姿に、無能だからだとウォルターは答えた。

「この蛮族の地でどこへ行けというのですか……!!」

　男が必死に食い下がる。

　ウォルターはそれを冷ややかに見返した。──どこにも行き場所などない。だからこその除隊処分なのだ。

「知らん。私の隊に無能は要らんよ」

　ウォルターは最後通つう牒ちようを突きつけ、それからもう相手を見なかった。

　男が喚わめき、騒ぎを聞きつけた他の部下たちがやってきて男を連れ出した。それで、ウォルターの頭から男のことはすっかり消えた。

（……ソウガどもに援軍、か？）

　そんな考えが脳裏をよぎる。だが、この獣人の地で皇国軍の支配下に入っていない種はもはやソウガのみだ。援軍を送れる勢力は残っておらず、そんな動きがあればすぐにこちらに知れる。

（気にすることでもないかもしれん。が……）

　いずれにせよこちらの勝利は動かない。無視したところで構わないだろう。

　だが、降伏勧告に対するソウガの返事を待つのにも飽きてきた頃ころだった。

　少し遊んでもいいだろう──。

　ウォルターは唇を歪ゆがめて立ち上がり、天幕を出た。





　＊






　白はく火びは突然、『なかったこと』にされた。

　グウィンに謎なぞの糾弾を受けて以来、ソウガの一族がいっそう冷ややかになり──というよりただでさえ悪かった印象が更さらに悪化したらしく、嫌悪を通り越して無視され、つまりいないもののように振る舞われた。

　廊下を行けば、白火を目にした《獣の末裔テイア・メンシユ》たちは素早く回れ右をするか汚物を避けるように端に身を寄せるし、聞きたいことがあって近くの《獣の末裔》に話しても無視されたり、そのまま立ち去られたりする。

（……うぜー）

　苛いら立だちとともに、白火はうんざりした。こういった鬱うつ陶とうしい感情を抱くのも久しぶりだった。別にこういった反応をされることははじめてではないし、怒鳴り散らすほど不慣れでもない。

　これまでの白火なら、とっくに出て行って山奥の小屋に戻っていただろう。

　そうしないのは、ひとえに《素材グウイン》のせいだった。あれだけの素材を、見なかったことにして立ち去ることなどできなかった。

（……ていうかグウィンは何やってんだ）

　あれから顔も見せない。犬を《封ほう命めい具ぐ》にしてどうとか、と怒鳴り散らして去ってから、そのままだ。なぜあんなに怒っていたのかいまだにわからない。

　少し考えてみたが、面倒になってやめた。他人のことなどどれだけ考えてもわからない。そんな不毛なことをするぐらいなら、《封ほう命めい具ぐ》について考えた方が断然有意義だ。

　結局、白はく火びは古びた武器庫らしきところまで来て座り込んだ。

　収納されているものはどれも古いし、つくりが簡素すぎるものだが、他人がおらず、静かで過ごしやすいのがいい。

　──やはり、ものは落ち着く。

　無駄口をたたかない、理不尽な反応をしない。ただ整然とそこに存在している。人間などよりずっとずっと確かで美しい。

　白火は座り込んだまま、ぼーっとそれらを眺めていた。

「……盗みはいけませんよ」

「!!」

　後ろからいきなりそんな声をかけられ、白火は飛び上がりそうになった。慌てて立ち上がって振り向くと、こちらを睨にらむ少女の姿があった。大きな目に疑念が満ち、二つ結びにした頭には茶色の折れ耳が生えている。その顔に覚えがあった。

「……あんたは……」

「グウィン様の侍女のダナです。あなたの監視をするよう言いつけられました」

　ダナと名乗った少女は、じろじろと白火を眺め回した。

「あなたの言動はすべて姫様が責任を負っておられます。あなたの失態が、姫様の失態になってしまうんです。呼吸一つにも気をつけなさい。できればしないのがいいです」

（……僕に死ねって言いたいのか？　そうなのか？）

　だがそこまで聞いて、はたと気づいた。

「……監視って。ていうかグウィンは何やってんだ？　《封命具》が必要になるからって僕をここに呼んだんだろ」

　白火が何気なく言うと、突然、ダナの大きな目がつり上がった。

「お黙りなさい外道！　自分が何をしたのかわかっているのですか!?」

　仔こ猫ねこのように甲高い声で叫ばれ、白火は思わず怯ひるんだ。ダナは眉まゆをつり上げ、一歩踏み込んで白火を睨む。

「あなた、何もわかっていないようですね!!　犬は、私たちのよき友で……メラートはっ、姫様が幼い頃ころからずっと一緒に育ってこられた、大事な犬だったんです!!」

　白火は面食らって忙せわしなく瞬まばたきをした。グウィンの怒りをようやく少し理解したが、不可解さも深まった。

「そうか……」

「──そうか!?　それだけですか!?　それにいまさら……!!」

「慣れ親しんだ元の形を失ったから、寂しいのか。でも《封命具》になったから大丈夫だ。悲しむことはない」

　白火がそう答えると、叫んでいたダナが口を開いたまま硬直した。丸い大きな目が愕がく然ぜんと見開かれている。

「……本気で言ってるの？　私たちの犬と、姫様のメラートを、ものみたいに殺して……」

　少女の目には、怒りや驚き以外に──得体の知れぬ生き物を見るような色があった。だが次の瞬間、その眉まゆが鋭くつり上がった。

「《封ほう命めい具ぐ》だかなんだか知らないけど、所しよ詮せんはモノでしかないじゃない!!　そんなものに犬を利用して殺しておいて、なぜ平然としていられるの!?」

「……おい！　《封命具》を悪く言うな！　《封命具》はただのモノなんかじゃない!!」

　聞き捨てならぬ言葉に、白はく火びも声を荒らげて反論した。ただのモノなどと言われるのは許せなかった。

「あんたらが何を誤解してるのか知らないが、《封命具》ってのは──」

　だが慌ただしい足音が聞こえ、ダナがはっと顔を上げた。白火は怒りのまま言いい募つのるが、ダナは目も合わせない。そうして突然、ダナが背を向けた。慌ただしい足音を追いかけるように去って行く。

　取り残された白火はいきなりのことに苛いら立だったが、すぐにダナの後を追いかけた。




　ダナを追いかけて、たどりついたのは城の屋上だった。ダナ以外にも既に先客──他の《獣の末裔テイア・メンシユ》たちがいる。

　その中で、光をまとっているかのようにひときわ目を惹ひく存在がいた。白い肌に、陽光の冠をかぶったかのような髪。グウィン。

　白火は束つかの間ま、その美しさに見入った。そうしてから、ソウガたちがみな同じ方向を見て、険しい顔をしていることに気づく。

（……何だ？）

　白火も彼らと同じ方向を見た。森がある。あの中に敵の軍でもいるのだろうかと疑う。

　だが異変は森ではない。その手前だった。

　いくつもの、巨大な十字架が立てられている。

　遠目には小さく見えるが、おそらく──人一人ほどの大きさか、それ以上の大きさだ。

　そして、そのすべてに人が磔はりつけにされていた。

　白火は息を吞のむ。

　手首を打ち付けられてつり下げられている。だがその手、腕が異様に大きく見えた。（……腕、じゃない……）

　ゆったりとした袖そでを広げたような形。だが違う。目を凝らすとうっすらとわかる──鳥の翼だ。

（──なんだ、あれ……）

　白火が眉をひそめると、応じるような間でグウィンがうめいた。

「《カナリアの一族》……！」

　その声には怒りが滲にじんでいた。人に似た《獣の末裔》が大量に磔にされている光景というのは、白はく火びからしても好んで見たいものではない。

「《カナリアの一族》は戦う力など持たぬというのに──！」

　野蛮な侵略者どもめ、とグウィンは呪いの言葉を吐く。

「──あれは……」

　ソウガの戦士たちがざわつく。白火がグウィンや他のソウガたちの視線の先を追うと、磔はりつけの奥から一騎駆けてくるものがあった。《獣の末裔テイア・メンシユ》ではない。

「使者か……？」

　グウィンがつぶやく。

　間もなく、その言葉の正しいことが証明された。




　馬に乗ってやってきたのは一人の使者だった。

　レーヴェの襲撃によってあいた大穴から壁の内側へ入り、固く閉ざされた城門の前で尊大に開門を叫んだ。

　ソウガの心情を表すかのように重い音をたてて鈍く門が開く。

　誰だれ一人として友好的に迎える者はいなかったが、使者の男はまるで気にした様子もなく、むしろ目に映る《獣の末裔》すべてを見下すように城内を進んだ。

　大きな広間で人間の使者を接見したのは、ソウガの中でもひときわ屈強な体の男だった。広間の奥に壇があり、その上に威圧的に立って腕組みをしている。アンガスとか呼ばれていた大男よりもずっと若いが、部外者の白火から見ても位の高い男だとわかった。

　その周りを固めるのは護衛の戦士たちで、いまにも牙きばを剝むきそうな顔をしていた。グウィンも、侍女のダナや他の《獣の末裔》たちもその場に居合わせた。これから総攻撃をしかけてもおかしくない光景で、空気は火花を孕はらんで張り詰めていた。

『なかったこと』にされた白火もまた、他にまじってその場に居合わせた。

　広間の右の壁端で、少し離れたところからぼんやりと様子を眺める。

　大柄なソウガ戦士たちに見下ろされ、囲まれているというのに、単身の使者は不ふ遜そんな態度を崩さなかった。持参した文書を仰々しく開くと、大声で読みはじめる。

「──獅し子しの獣人たちは、神聖にして至高なるカース・〝カリュプス〟＝ディセンド陛下に従順を誓った臣民である。彼らは陛下の庇ひ護ご下かにあり、また、辺境征伐軍先遣隊ウォルター＝スペンサー卿きよう配下の兵士でもあった。その彼らをことごとく虐ぎやく殺さつせしめたのは、ソウガ一族の著しい敵意の表れであり、カース陛下への敵意および先遣隊への悪質な挑発的行為と見なさざるをえない」

「……約定を破り、先に攻めてきたのはそちらのほうではないか」

　使者の言葉に、壇上のソウガ戦士が反論する。怒りと嫌悪を隠そうともしない。

「皇帝陛下は臣民にある程度行動の自由を認めてくださっている。また、獅子の部族の独断については先遣隊の与あずかり知しらぬところである」

　使者は臆おくすることなく答えた。

《獣の末裔テイア・メンシユ》たちが、鋭利な歯を覗のぞかせてうなる。

「よくもぬけぬけと……」

　グウィンもまたうめく。

　壇上の男の横から、ソウガの男が一人進み出る。周りの戦士たちより細身で、着ているものも袖そでが長く、文官のようだ。白はく火びはその顔にうっすらと見覚えがあった。確か、はじめにアンガスと共に出てきた男──ナイアールとか呼ばれていた。

「レーヴェの独断的な、横暴な振る舞いであったことはこちらも承知しております。ああいった振る舞いは、スペンサー殿の本意ではないはず。スペンサー殿との約定に反する襲撃でありましたし、こちらも身を守るために反撃したことは認めていただけるはず」

「しかし、皆殺しにする必要はなかった。捕虜として捕らえることもしないとは──今後、ソウガが陛下の臣民となるに先立って好ましい行動ではない」

　使者は傲ごう慢まんに言う。

　白火はぼんやりと話を聞いていたが、なんだか雲行きが怪しいことは理解できた。

　すると、グウィンが動いた。

「──ならば、《カナリアの一族》にあのような惨むごい仕打ちをしたのは好ましい行動とやらなのか？」

　使者が驚いたように振り向き、グウィンを見る。壇上の男やナイアール、その他の《獣の末裔》たちもグウィンを見た。

　様々な感情のまじった視線を一斉に浴びてもグウィンは怯ひるまなかった。

「レーヴェの蛮行は奴やつらの独断。……そちらにとってはいわば不服従の罪。罰せられるべきはレーヴェそれのみであるはずだ」

「これはこれはソウガの姫君──我が国に嫁とつぐ準備はできたのですかな」

　グウィンの問いには答えず、使者は嘲ちよう笑しようしながら返す。

（……嫁ぐ？）

　突拍子もない単語に、白火は内心で驚いた。

「答えよ！　なぜ《カナリアの一族》にあのような仕打ちをしたのかと聞いている!!」

　嚙かみつくようにグウィンが叫ぶ。

　だが使者は冷ややかにそれを受け流し、壇上に向き直った。

「王女は口が過ぎるようですな。本国の婦人となるには従順、貞てい節せつをまず教育されるべきでしょう」

「……人間の基準は知らぬが、あれの身勝手な言動はこちらの本意ではない」

　壇上の男の苦り切った声が答える。

　飛びかからんばかりだったグウィンが、それで息を止めた。ぐっと奥歯を嚙み、目を落とす。そうして白い手が握られるのを、白火は見た。

「……まして王女の伴はん侶りよとなるのは本国の貴人です。礼儀、知性……人間にとっては当然あるべきものですが、そういったものを獣人あなたたちも学ばれるべきでしょうな。文明というものを少しでも学ばれるべきです」

「──貴様……!!」

　使者が長々と述べた侮ぶ蔑べつに、周りの戦士たちが憤ふん慨がいする。

　唯一文官ふうのナイアールが、口を開いた。

「それで、レーヴェに対する我々の正当な自己防衛を非難するためにおいでになったのですかな」

「──無論、それだけではない。我々としても本国の臣民……我々配下の者となったレーヴェを皆殺しにされて看過することはできぬ」

　白はく火びからは使者の背中しか見えなかったが、声に陰湿な愉ゆ悦えつをはっきりと感じた。

「これは我々に対する宣戦布告である。寛容の精神にのっとり、降伏勧告に対するそちらの返事を待っていた我々に対する侮辱と見なす。そのような相手にかける恩情はない」

　それは、とナイアールが反論しようとするのを、使者は傲ごう慢まんに遮った。

「我々は、ただちに神獣《テンガイ》の遺物の引き渡し、およびソウガ王家の娘ソウガ＝ルリ＝グウィンの身柄引き渡しを求める」

　使者の言葉の意味するところに、さすがに白火も目を見開いた。

　ソウガの《獣の末裔テイア・メンシユ》たちの間に、動揺、怒号ともつかぬざわめきがはしる。壇上の男は精せい悍かんな顔を険しくし、威圧的に組んだ腕に力がこめられた。

　ナイアールが、かろうじてといった様子で声を絞り出す。

「それは、しかし……急にすぎます」

「非はそちらにある。また、獣人の非は獣人全体の非。レーヴェの不服従、ソウガの悪質な挑発的行為は反抗の罪であり、カナリアも連帯してその咎とがを負う。そちらの行動が遅れるほど、連帯する者の罪も増えることを念頭に置かれるがよい」

　グウィンが息を吞のむ気配がした。だが次の瞬間、堪たえかねたように爆発する。

「そんなもの、こじつけではないか……!!」

「──グウィン。黙れ」

　壇上の男の、低く地を這はうような声に、グウィンは一度声を詰まらせる。

「ですが、兄上……!!」

　ソウガの王女はなおも食い下がったが、壇上の男──兄らしい男の一いち瞥べつを受けて黙った。細い肩がかすかに揺れたのを白火は見る。

　白火から見ても、グウィンを睥へい睨げいする男の目は威圧と侮蔑に満ちていた。

「──この場での即答はできかねる」

「日没までは待つ。それまでに返答されよ。ああ、受諾の際には、グウィン姫が《テンガイ》の遺物を持参し、単身でわが陣営に来るように。護衛や下女など一人でも余分な獣人を伴ともなった場合には、受諾の返事とは認めず、抗戦の意思ありと見なす」

　横暴な使者の返答に、グウィンの兄は眉み間けんに深い皺しわを寄せた。周りの戦士たちが怒りにざわつくが、グウィンの兄にならってか自制する。

「──卑ひ怯きよう者もの……!!」

　そう吐き捨てたのは、グウィン当人だった。

　使者が振り向く。白はく火びの予想に反して、その顔に浮かんでいるのは怒りではなかった。罵ば倒とうに抗議するでもなく、口元を歪ゆがめて嗤わらう。

「卑怯？　あなたのせいですぞ、姫。あなたがさっさと嫁とつがないせいで、非力な鳥人どもが処刑されてゆくのです。誇りだかわがままだか知りませんが、ソウガの身勝手な行動が鳥人どもの死を招いたのだとお忘れなきよう──」

　耳にこびりつくような、悪意に粘ついた声が言った。

　白火は、グウィンが声を失い──体を震わせるのを見ていた。




　不快と緊張と動揺をまき散らし、先遣隊の使者は帰っていった。

　使者を引見していた広間は、しばらく息苦しい沈黙に支配された。その後に静寂を破ったのは、苦々しいナイアールの声だった。

「日没までとはまた、一段と急な……横暴です」

「……聞くに堪たえん。神器を渡せなどと、よくも言えたものだ。強さも誇りも持ち合わせていない人間ナールごときが《テンガイ》の爪そう牙がに触れようなどと、反へ吐どが出るわ」

　グウィンの兄は精せい悍かんな顔を歪め、口を極めて罵倒する。

　護衛の《獣の末裔テイア・メンシユ》たちも同じ思いでいるのか、みなうなずく。

「……むろん、神器を渡すことなどできません。今回の要求は突発的な事故に便乗したようなもの。向こうもそう易々とこちらが応じるとは考えていないはず……」

　ナイアールが苦い顔でうなずきながら言う。

　その言葉を聞いて、グウィンがはっとしたように顔を上げた。

「なら、《カナリアの一族》は……！　戦って救い出すのか！」

「……グウィン様。我々にはそれほどの戦力的余裕がありません。カナリアは哀れとは思いますが、戦う力をもたぬ弱者が命を落とすのは自然の理ことわりであります」

　グウィンは瑠る璃り色の目を大きく見開いた。

「カナリアを見殺しにするというのか!?」

「──お前は口ばかりだ。実に脆もろく、弱い」

　今度そう言ったのはグウィンの兄だった。グウィンの体が一瞬強こわばる。

「ナイアールの言葉は事実。ソウガはまずソウガ自身を護まもらねばならない。そんなこともわからぬのか。そもそも此こ度たび、スペンサーどもに付け入る隙すきを与えたのは誰だれの責か」

「！　し、しかし……では、反撃すべきではなかったと仰おつしやるのですか!?」

「そうは言っておらぬ、戯たわけが。得体の知れぬ人間に助力を仰ぎ、軽率に行動した。我々ソウガの戦い方ではなかった。それがこのような状況を招いたのだ」

　獣けものの威い嚇かくに似た男の声に、グウィンが言葉を失った。だが、白火もまた驚いていた。

（つまり……僕のせいだって言いたいのか？　僕の《餓が狼ろう》が圧倒的すぎたから？）

　完全勝利をおさめて、なぜ咎とがめられなければいけないのか。白はく火びは呆あきれ、不快に思った。なのに白火の《封ほう命めい具ぐ》を求めたグウィン当人は何も言わない。

「お前がすべきは己の分際を弁わきまえることだった。当初より奴やつらが求めている条件の一つは、お前が人間ナールどもに嫁とつぐことだ。身を呈して一族を護まもるは、王家の女の定めであろう」

「──っわかっております！」

　瑠る璃り色の目の姫君は叫んだが、その横顔が歪ゆがんでいた。

　白火は啞あ然ぜんとする。それからおぼろげに思い出す。

（……そういえば、結婚より《封命具》になるほうがましとか言ってた……）

　グウィンは助けを求めるように、あるいは同意を得るように周りを見渡すも、獣けものの戦士たちはわずかに頭を振るか、目を伏せるばかりだった。

　グウィンの横顔が失望に青ざめてゆくのを白火は見る。

　立ち尽くすグウィンを置き去りにして、グウィンの兄とナイアールが議論を続ける。

「とあれば、妥協案を提示すべきかもしれません」

「……妥協案」

　グウィンの兄が反復すると、ナイアールはうなずく。そしてナイアールの目が、グウィンに向いた。

「神器を渡すことはできません──が、グウィン様の身柄引き渡しをもって妥協とすることは可能ではないでしょうか」

　そう告げる声は、あくまで淡々としていた。

　だがグウィンは息を詰め──その隣にいたダナも、こぼれんばかりに目を見開いた。

「そ、そんな……っ!!　いくらナイアール様といえど、あんまりな──」

「口を慎め。侍女ごときが口を挟むな」

　ダナの震えまじりの叫びを、ナイアールは冷ややかに遮る。

　小柄な《獣の末裔テイア・メンシユ》の少女は、唇を嚙かんで両手を握りしめた。

（いやそれは困る。すごく困る）

　白火は内心ですぐ反論した。グウィンを素材としてもらいうけるという約束なのだ。

　グウィンが声を荒らげた。

「ナイアール、貴様……っ！　妾わらわを敵に売ろうというのか！」

「誤解されては困ります。これはあくまで被害を最小限におさえるための妥協案。グウィン様の身柄引き渡しについては当初から向こうが求めてきたこと。神器か、グウィン様か──やむをえずその二択を強いられた場合、どちらをとるべきかグウィン様にならご理解いただけるはず」

「そんなもの──!!」

　グウィンは踏み出して叫んだが、その唇が一瞬震えて強く引き結ばれた。

　白火は、先ほどのグウィンと同じように周りを見る。誰だれか他のソウガが、ナイアールの言葉に異を唱えはしないのか。

　だがいなかった。カナリアのときと同じように、みな目を背けている。

　ダナだけが、いまにも泣き出しそうな顔をしてグウィンを見上げている。だが何か言おうとして唇が開きかけ、閉ざされる。

　その光景に、白はく火びもさすがに驚く。

（……反対する奴やつは一人もいないのか）

　つまりは──誰だれ一人として、グウィンを犠牲にすることに反対しないというのか。

「……神器を渡すは、ソウガの魂を渡すも同じ。魂を失えばソウガは滅ぶ。だが逆も然しかり。神器さえ護まもれば、我々は何度でも再起をはかることができる」

　グウィンの兄が低い声で言う。そうしてその目がようやく、グウィンに向く。

「わかっているな、グウィン。お前は王家の女。責務を果たせ」

　慈悲も同情もなく、徹底した声が言う。

　ソウガの王女は顔をはねあげた。その目は赤かった。

「──っ好きで女に生まれたわけではありません!!」

　悲鳴のように叫び、身を翻ひるがえす。広間から飛び出して行く。ダナがすぐにその後を追った。

「おい……！」

　白火も思わず、二人を追いかけた。

　だがすぐに後を追ったにもかかわらず、二人の姿をすぐに見失った。

　城を散々迷い、途中ですれ違った《獣の末裔テイア・メンシユ》にグウィンの姿を見かけなかったか聞いたが、『なかったこと』にされた人間の男に答えてくれる者はいなかった。




　──日没までもう時間がない。

　いったいどうするのか。答えてくれる者はひとりもおらず、白火は苛いら立だった。その不満のまま城内をひたすら歩き回っているうちに、ようやく向かいから歩いてくるダナの姿を見つけた。明らかに意気消沈して、小柄な体が更さらに一回り小さくなったように見えた。

　白火はその姿に駆け寄った。

「なあ、グウィンは？」

　そう聞くと、ダナは顔を上げてきつく睨にらんできた。

「姫様はっ、誰にも会いたくないと仰せです!!」

　いきなりそう大声で言われ、白火は面食らう。だが顔をしかめた。

「でも、日没までになんか……」

「──あなたが口を挟むことではありません!!　姫様は……姫様は、ご自分の責務を痛いほど理解しておいでです!!」

　睨むダナの目がふいに潤んで、白火はたじろいだ。

「それって……、まさか、敵のところに行くってことか？」

　白火が驚いてそう言うと、ダナは憎い敵でも見るような目を白火に向けた。

「そもそも……っあなたのせいじゃないですか！　あなたが変なものを使って戦って、皆殺しにしたから……っ!!　皆殺しにしたりしなければ、こんな───」

　白はく火びはすっと無感情になり、冷ややかにダナを見た。

「……じゃあ、あのまま何もせずに負けておけばよかったのか？　城に攻め込まれて死人も怪け我が人にんも増えて、誇りとやらと一緒に自滅したかった？」

「ち、ちが……っそうじゃありません!!　わたしは、ただ──！」

　小柄な少女は叫んでふいに言葉に詰まり、目元を乱暴に拭ぬぐった。小さな鼻の頭を赤くしながら、続けて言う。

「……あなたと口論する暇はありません。姫様から、あなたあてに伝言です。《不本意ながら、約束は守れそうにない。状況が変わったとはいえ、約束は約束。代わりに、妾わらわの財産を好きなだけ持っていけ》……と。あなた、姫様といったい何の約束をしたのですか？」

　疑念に満ちた目を向けられる。

　白火は呆ぼう然ぜんとした。約束──力を貸す代わりに、《素材》として好きにしていいという約束。

「それは困る。いやだ。絶対に、いやだ」

　白火は反射的にそう答えた。あんな逸材を、一度は手に入れる約束をして反ほ故ごにするなどありえない。どんな財宝も、最高の《素材》には及ばない。

　だが白火の返事を聞いて、ダナは潤んだ目を大きく見開き──激しい怒りに変わった。白火につかみかかって、咆ほえる。

「あなたという人は……っ!!　この期に及んで──!!」

　襟えりを締め上げられて息苦しくなり、白火は顔を歪ゆがめる。

「ちょっ、待てって……！」

「どこまで外道なんですか！　やっぱり人間ナールなんて──！」

「違っ、とにかく離せって……!!」

　ダナは毛を逆立てる猫そのものに興奮し、締め上げる手に力をこめる。白火は息苦しさの合間からなんとか声を絞り出した。

「──っとにかく落ち着け！　なんでそもそもグウィンを差し出す前提でしか話をしないんだよ！」

　白火が叫ぶと、つかむ手が緩んだ。ダナは一瞬、頰ほおを張られたかのような顔をした。だがすぐに、白火を睨にらむ。

「わたしたちソウガとて……こんな形で、姫様おひとりを犠牲にするような真ま似ねなどしたくない!!」

「……じゃあ、戦えば──」

「本当に馬鹿な人間!!　大局で勝てない戦いは無駄に同胞の血を流すだけ──姫様はそんなことを望んでおられません!!　ここで勝っても、今度はもっと多くの敵軍が送りこまれてくるだけなの!!」

　白火は顔をしかめた。そんなことを言われても、いまいちぴんとこない。

「だからって……グウィン一人をこのまま行かせるのかよ？」

「──っじゃあどうしろと言うのですか!!　それに、敵が指定した場所までは遮しや蔽へい物もない平地を通るんです！　護衛も味方の伏兵も敵に見えてしまうんですよ!!」

　ダナは叫ぶ。だがどこか、悲鳴にも思える声だった。そして唇を引き結び、うつむく。

　白はく火びは一瞬黙り込む。ダナの叫びは、確かに敵の意図なのだろう。グウィンを完全に孤立させてから確保するつもりでいるのだ。

（……森の中に布陣されれば、《餓が狼ろう》の追尾能力は落ちる。小回りもきかない）

　それに《餓狼》がいくら早くとも、見通しの良すぎる平地では近づく前に勘づかれて警戒される。

「……仕方ないんです。ソウガの一族のためには、仕方ない……」

　うつむいたまま、ダナが絞り出すような声で言った。何度も、自分に言い聞かせているかのようだった。

　だから白火は言った。

「全然まったく一切微み塵じんも仕方なくない」

「！　あなたは──」

　ダナが顔をはね上げ、また怒りを剝むき出だしにしてつかみかかってくる。

　白火はその顔を真正面から見て、言った。

「僕はやる。少しだけ協力しろ」
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　──仕方ない。これは、仕方のないことなのだ。

　グウィンは一人で城を出て、指定された場所まで歩きはじめた。日が暮れはじめ、燃えるような夕ゆう陽ひが大地を染めあげている。地に落ちる影は色濃く、そこだけ闇やみが現れたかのようだった。

　地を進む足は重く、まるで鉄塊を引きずっているかのようだった。一歩一歩進むたびに、その重さは増す。──この先に進みたくない、たどりつきたくない。

（仕方ない……妾わらわは、王族の、女として生まれてしまったのだから）

　グウィンはそう言い聞かせ、一歩一歩進んでいく。城を振り返ることはしなかった。

　誰だれも、自分を引ひき留とめはしない。当たり前だ。ソウガ一族の命と、一人の女の命、どちらをとるかと言われたら考えるまでもない。ましてソウガの魂といえる《神器》と一人の女のどちらを差し出すのかと聞かれたら、答えるまでもないことだ。

　どれほど生まれに抗あらがい、体を鍛え、志を高く、誰よりもソウガらしい武人たらんと務めても──結局ソウガ王族の女という立場からは逃れられない。

（……妾がいままでやってきたことは、何だったのか）

　影ばかりが落ちる地面を見つめ、グウィンは必死に足を前に出す。一歩、また一歩。単調なその作業を繰り返してゆく。

（どこで……間違えた？）

　──そう思いはじめてしまったら、女として生まれついたことが間違っていたのだという考えに戻ってしまった。

　屈強なソウガの戦士としてすべての素質を備えた兄の姿を思い出した。

　あの兄に認めてほしかった。みなの役に立ちたかった。

　この危機を脱したくて、乾けん坤こん一いつ擲てきを狙ねらったはずだった。一人城を抜け出して、山奥を探してようやく《封ほう命めい具ぐ》の匠たくみという人間を見つけた。

　だがよく知りもしない強大な力に目がくらんで、《封命具》というものが何なのか、その本質を見極めることができなかった。

　なのにその人間は、まるで無む垢くな子供みたいな顔をして、平然と犬メラートを殺した。こちらがなぜ怒っているのか、それすらもわからないかのようだった。

　──その鈍感さは、怒りを通り越して薄ら寒い狂気を感じさせるほどのものだった。

（すまぬ、メラート……）

　子供の頃ころからずっと一緒だった愛犬を、こんな形で失った。

（妾わらわは、本当に……愚おろかだった）

　兄の言う通りだった。ろくに考えもせず人間の男などと約束し、安易に懐に入れてしまった。

　グウィンは奥歯を嚙かみ、涙を堪こらえた。萎なえそうになる足を奮い立たせる。進む。

（……妾の浅せん慮りよが招いた結果。責任はとらねばならぬ）

　あの人間を招いたのも、その人間がつくった《封命具》でこの状況を招いたのもつまりは自分の行動が発端だ。だから誰だれにも見送られずに一人で敵地へゆくことは、当然の罰なのだ。

　──助けてほしいなどとは思わない。




　いっそこの道が永遠に続けばいいというグウィンの未練がましい思いは、間もなく砕かれた。距離は確実に縮み、敵が布陣している森が見える。

　──そしてその手前で、夕ゆう闇やみの中、巨大な墓標のように何本も打ち立てられた十字架も。

　グウィンは顔を上げ、背を伸ばした。ソウガの王族として、せめて見苦しい姿をさらすまいと思った。

　敵にも既にこちらの姿が見えているはずだ。

　だがふいに、グウィンの耳に痛ましい声が聞こえた。

「やめて！　やめてください……っ！」

　高い声が懇こん願がんする。抵抗するような羽音。小柄な《獣の末裔テイア・メンシユ》が押し上げられ、十字架にかけられる。釘くぎを打ち付けるおぞましい音。

　──無力な《カナリア》の悲鳴。絶叫。

「やめよ!!」

　グウィンは駆け出した。

「妾わらわはソウガ＝ルリ＝グウィン！　約束通り来た!!　グウィンはここにいるぞ！」

　そう声を張り上げて、間近に迫った敵に伝える。

　だが返事は更さらなる釘くぎが打ち込まれる音だった。耳をつんざく高い悲鳴──。

「おのれ……っ!!」

　走りながらグウィンの体は震えた。怒り、屈くつ辱じよく、激しい感情で目眩めまいさえ覚えた。

　そうしてようやく、護衛に囲まれた敵将──ウォルター＝スペンサーが現れる。

　ウォルターはグウィンの姿を認めると、片手を上げ、釘を打ち込む兵士たちを制止した。

　侵略者たちからわずか十数歩の距離で、グウィンは立ち止まった。手を握りしめ、ウォルターを睨にらんだ。

「約束通り、妾ひとりで来た。他に誰だれもおらぬ。カナリアの一族を解放しろ！」

「《テンガイ》の遺物はどこだ。貴様らが《神器》と呼ぶものは」

　ウォルターは侮ぶ蔑べつを隠そうともせず、冷ややかにグウィンを見返す。グウィンはまともにその目と対たい峙じしながら、言った。

「──妾の身だけだ。妾の身と《神器》の両方を求めるのは道理が通らぬ」

　抑えた声で慎重に切り出すと、ウォルターの目元が引きつった。

「……そんな身勝手な言い分が通用するとでも思っているのか？」

「いくらレーヴェへの反撃が過ぎたものであったとしても、それによって《神器》とこの身の双方引き渡しでは釣り合わぬ。我が身──《ソウガ》王族の女は安くない」

　怒りを必死に押し込めてグウィンが言うと、ウォルターはひどく不快げな顔をした。だが次の瞬間には口元を歪ゆがめ、不気味な微笑を象かたどった。突然、そのままグウィンに向かって距離を詰めてくる。

　グウィンは緊張し、身構えた。ウォルターは無造作に接近し、手を振り上げる。グウィンは即座にその手首をつかむ。

「無礼者！　何を──」

　グウィンが鋭く吐き捨てると、侵略者の将は忌いま々いましげにグウィンを睨み、吐き捨てる。

「──鳥を磔はりつけにしろ」

「！　貴様、何を……約束が違う!!　やめよ!!」

「約束？　いまこの瞬間に反ほ故ごにした張本人が何を言うか。お前はいまこうして、他ならぬ私に反抗しているではないか」

　グウィンは愕がく然ぜんとした。全身から血の気がひいていく。だが次には目の前が赤く染まり、屈辱と激しい怒りとで視界が揺れる。

「貴様……っ!!」

「自分の立場がわかっていないようだな、獣けものめ。もはやお前は姫などではなく、我々の──そう、本国の方々に飼われるだけの雌猫。雌猫ごときが、皇帝陛下の臣民に反抗できるとでも思っているのか？」

　滴したたるような悪意と共に侮辱され、グウィンの頭に血が上った。ウォルターにつかみかかる。護衛の兵たちがたちまち反応して取り囲んだ。

　だが、小鳥の甲高い悲鳴──磔はりつけにされたカナリアの叫びが響く。

　それがグウィンの身を震わせ、敵をつかむ腕を緩ませた。

「汚らわしい獣けものが」

　ウォルターはそう吐き捨てると、グウィンを突き飛ばした。

　よろめいて離れたグウィンの頰ほおに、乾いた音とともに衝撃があった。瑠る璃り色の目が見開かれる。

「野蛮な雌猫には、躾しつけが必要だ」

　ウォルターは言い、二度、三度と腕を振り上げた。

　グウィンは手を握り、打たれる痛みに歯を食いしばって耐えた。

　野生の生き物を虐しいたげるに似た暴力──やがて口の中に血の味がしても、わずかな声も漏らすまいとした。

　仕方ないのだ、と頭の中で声がしていた。

　これが自分の定め。どれほど屈くつ辱じよくを受けようと、惨みじめな思いをしようと──耐えるしかない。だが無様に涙することだけはすまいと決めていた。

（誇りだけは、手放さぬ──）

　グウィンの体はふらつき、やがて片かた膝ひざをついた。幾度となく頰を張られて、頭の中が揺れた。頭上で、ウォルターの興奮に乱れた呼吸が聞こえる。息を整えるかすかな呼吸音と共に、冷え切った声が突然告げた。

「──鳥どもをすべて磔にしろ」

　グウィンは目を見開いた。ウォルターを見上げる。

「待て……っ妾わらわはこうして来た！　逆らいもせぬ！　《カナリアの一族》は解放しろ!!」

「解放しろ？　馬鹿な獣め、まだ自分の立場をわかっていないと見える──」

　ウォルターはせせら笑う。その背で、命令を実行すべく兵士たちが再び華きや奢しやな《獣の末裔テイア・メンシユ》を十字架に押し上げている。胸の潰つぶれるような甲高い悲鳴がグウィンの耳をつんざく。

「やめよ……、やめてくれ……っ!!」

　叫んで、立ち上がろうとする。だが身を起こしたとたんまたウォルターに撲ぶたれ、膝が折れた。頭の中が揺れ、目眩めまいがした。

　──嘲ちよう笑しよう。

　立ち上がることさえままならぬ体の上から、せせら笑う声が降る。

　凍いてつくような絶望が、グウィンの全身を這はい上あがった。

（妾は、また……）

　自分の弱さのせいで。助けられない。

　無力感が体に広がり、目の前が暗くなっていく。なのに耳を覆おおいたくなるような悲鳴だけが大きくなってゆく。

（誰だれ、か──）

　──誰か。

（誰か……っ!!）

　両手に土をつかんで声なき声で叫んだ。強く閉じた目の奥は焼けるように痛み、いまにも溢あふれてしまいそうだった。

「──何だ？」

　ウォルターが怪け訝げんそうにつぶやいたのを、グウィンは遠くで聞いた。

　痛む顔を緩慢に上げて後方へ振り向き──硬直した。

　頼りない足取りで、こちらへふらふらと歩いてくる人影。

　一人だ。

　その細い影は、ソウガの戦士ではない。ソウガの一族でさえありえない。

　一瞬、目を疑った。絶望のあまり、たちの悪い幻覚でも見ているのだと思った。

「人間……？」

　ウォルターが低くこぼす。

　そしてそのつぶやきが聞こえたかのように、人間は走ってこちらへ向かってきた。

　馬鹿者、とグウィンは叫びたかった。なぜ来たのか。しかもたった一人で。だが切れた口内が痛んで言葉が出なかった。

　人間──白はく火びは、周囲の敵兵が見えていないかのように、無防備にグウィンに駆け寄る。

「おい！　大丈夫か！」

　やや焦ったように、白火はそう声をあげた。

　グウィンは呆ぼう然ぜんと、その姿を見ていた。

　白火の存在も、自分だけを見つめるその表情も言葉もあまりに場違いだったから、一瞬何も考えられなくなった。

　だがこちらに近づこうとして、敵兵の壁に阻はばまれる。

　白火は立ち止まり、不可解そうに敵を見た。それからウォルターに目を留とめる。

「あんたが、隊長？」

　白火は言った。

　ウォルターは顔を歪ゆがめる。

「口を慎め、愚民が。お前は何者だ。なぜこんなところに人間の平民がいる」

「……どうでもいい。グウィンを返せ！　それは僕の《素も材の》だ！」

「黙れ下げ賤せんめ。何を……、まさかソウガの女に関かかわっているのか？」

　その会話を聞いて、愕がく然ぜんとしたのはグウィンのほうだった。

　まさかこの人間の少年は──《約束》のために、たった一人で助けに来たというのか。

　言葉も出せずにいると、ウォルターが汚らわしいものにするように吐き捨てた。

「もういい。目障りだ。殺せ」

　無造作な命令。兵が少年に槍やりを向ける。グウィンはようやく正気を取り戻した。

「馬鹿者！　逃げ──！」

　なりふり構わず白はく火びにそう叫んで、グウィンは気付く。

　死の穂先を向けられてもなお、丸腰の少年の顔には恐怖一つ浮かばない。

　その片手が持ち上がり、人指し指が天を指した。先にあるのは、何重にも折り重なったような鉛色の雲──。

「射ろ──天てん翔しよう弓《隼しゆん雨う》」

　白火が、言った。

　一瞬だった。

　グウィンは目を見開く。何かが降ってくる。遙はるか遠く、高く天から──

（火が……）

　雲を飛び出し、緋ひ色にきらめく雨のように群れをなして墜おちる。

　まるで天上の神が放った弓矢のごとく。

　──否いな。

　白火という一人の少年が降らせた、火の雨だった。
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　ソウガの城の屋上から放たれ、天高く飛んで雲の中で滞空していた矢は、白火の命で一斉に墜ちた。落下の勢いを得て更さらに加速した矢は、無数の流星となって獲物を狙ねらった。

　槍を構えていた兵士たちが一転して悲鳴をあげる。急所を射貫かれて倒れる者、火に包まれて踊るように逃げていく者。森の中に逃げ込んだところで、火のついた体は煌こう々こうと燃えた。それさえもすぐに動かなくなって消える。

　白火は顔をしかめた。肉の焦げる強烈な臭においに胸を悪くする。肉を焼くいい臭いにすら感じられるのが気持ち悪かった。

《隼雨》は一切の容赦なく敵を仕し留とめていた。そして静寂をもたらす。

　兵士たちだったものから目を逸そらし、白火は地上に目を戻した。

　グウィンは膝ひざを折ったまま自失していた。白火はその姿に駆け寄る。

「大丈夫か。怪け我がしたのか？　骨折？　打撲？」

　やや焦ってたて続けに言いながら、形の良い唇の端に血の跡がかすれ、白く滑らかだった頰ほおが痛々しいほど腫はれてかすり傷までこしらえていることに気づいた。

　白火は視界が揺れるほどの激しい怒りを覚えた。

（あのクソ人間ども……、僕の《素材》に傷をつけやがって!!　死ね!!　もう三回ぐらい死ね!!）

　極上の素材を横取りされかけたあげくに、傷をつけられた。消し炭にしてもまだ足りない。

「立てるか？　早く戻って、手当てしないと……」

　白はく火びがぎこちなく手を差し伸べると、グウィンがようやく正気を取り戻した。

　その明るい夜空のような双そう眸ぼうが、揺らいでいた。

「……なぜだ？」

　かすれた声でそう言われ、白火は忙せわしなく目を瞬またたかせた。

「なぜ、って、何が？」

「貴き殿でん……、本当に、頭がおかしいのか？　一人で、妾わらわを追いかけてくるなど……！　ソウガの戦士ですら控えたというのに！　戦士でもない貴殿が……っ」

　そこまで言って、グウィンは痛みを覚えたらしく顔を歪ゆがめた。喋しやべるだけでも頰ほおや口の中が痛むらしい。白火は慌てて制止した。

「よくわからないけど、あんまり喋るな」

「そうは……、ゆかぬ。貴殿、自分の命さえ、惜おしくないのか。なぜ、みすみす自分の命を危険にさらすようなことを……」

　白火は眉まゆ根ねを寄せた。なぜ、と聞くほうがよほどわけがわからなかった。

「なぜって。あんたを取り戻しにきた。あんたは僕の素も材のだ。《約束》を勝手に反ほ故ごにされるのは困る」

　率直に言うと、なぜかグウィンは更さらに目を見開いた。形の良い唇までも薄く開いたまま、声を失っている。

　そんなにわけのわからない言葉を言っただろうか、と白火のほうが不思議に思う。

「仕方なくなんかない。僕はソウガじゃないし、あんただけが必要だ」

　言葉をもう少し費やして、そう説明する。

　すると、なだらかな肩が揺れた。そうして、見開かれたままの青の瞳ひとみがふいに潤んだ。長い睫まつ毛げの縁ふちから大粒の滴しずくがこぼれ落ちて、白火はぎょっとした。

「ちょ、ちょっと待て、そんなにどこか痛むのか？　どこだ？」

　白火は大いに狼狽うろたえて言う。

　だがグウィンも慌てたように顔をうつむけて、頭を振った。

「……貴殿、貴殿は……」

　嗚咽おえつを堪こらえたような声が、途切れ途切れにこぼす。

「よりによって……貴殿に、その言葉を、もらうとは……」

　グウィンはそう言って、笑おうとして失敗したようだった。

　痛くないのなら、なぜこんなにグウィンは泣いているのか──白火はひどく動揺した。

　──グウィンがいきなり別人のように見えた。

　うつむいて必死に泣きやもうとする姿は、うなだれた頭も耳も縮めた肩もひどく華きや奢しやで、繊細なガラス細工を思わせた。

　ソウガの戦士でも王族の姫君でもなく──ただの、華奢な少女のように。

　白火はいままでになく動揺し、心を乱された。いままでに覚えたことのない混乱だった。

　グウィンは何度かしゃくりあげた後、目元を拭ぬぐって顔を上げた。その目や小さな鼻の頭は赤くなっていたが、瞳ひとみには少し生気が戻っていた。よろめきながら立ち上がる。

「……すまぬ。とにかく、《カナリア》を助けなくては」

　グウィンは言って、十字架のほうを見た。

　天から降った火矢は地上のことごとくを射た。だが十字架にはかすりもしていない。

　グウィンは手前の十字架に駆け寄った。腕の代わりに大きな翼の生えたカナリアたちがうめき、すすり泣いていた。

　白はく火びもはっと正気に戻り、グウィンを手伝う。

「姫様──!!」

　ソウガの戦士たちの声が遠くから響く。

　白火は顔を向ける。屋上で弓を引き絞って待機していたダナとアンガスたちが、駆け寄ってきていた。






三章　《封ほう命めい具ぐ》をつくる理由






「姫様……っ！　う、うう……！」

「……泣くでない、ダナ。妾わらわは無事だ。こうして耳も尾もあるではないか」

「お戻りになって本当によかっ……！　汚らわしい人間ナールごときが、姫様のお顔に暴力を……っ、あの人間ども、粉々にかみ砕いて引き裂いてもまだ足りない!!」

　向き合うように座ってグウィンの手当てをしながら、ダナは何度もぽろぽろと涙をこぼして言った。

　壁際に立ってその様子を見ていた白はく火びも、内心でダナに深く同意した。

　見たところ痕あとが残るような深い傷はないようだが、もしあと少しでも遅れていたらと思うとぞっとした。

　グウィンの腫はれた頰ほおにはほのかに爽さわやかな香りのする軟なん膏こうが塗られ、その上から湿しつ布ぷをはられた。両頰を湿布が覆おおうと、腫れあがった箇所が隠れて、痛々しさが和らぐ。元の顔立ちがいいせいか──少しやんちゃで快活な印象が強くなった。

　もとの造形がいいと、こんな姿でも様になってしまうのかと白火は内心で感動した。

　そんなことを考えていると、グウィンがこちらを見た。

　すっと背を伸ばし、揃そろえた両りよう膝ひざの上に几き帳ちよう面めんに手をつく。金色の髪の上の三角耳が、ぴんと立っていた。












「──改めて、礼を言う。貴き殿でんは妾わらわの……恩人だ」

　皮肉でもあてこすりでもなく純粋な謝意を伝えられ、白はく火びは面食らった。ふいの真まっ直すぐな言葉に面おも映はゆくなり、身じろぎする。

「いや、別に……」

「わっ、わたしからも！　姫様を助けてくださったことに心から感謝します……！」

　ダナも慌てたように白火に振り向き、深く頭こうべを垂たれた。少し前までは襟えりをつかまれて詰め寄られていた少女からそんな反応をされるとは思わず、白火はますます戸惑う。

　言葉に困っていると、グウィンが二、三度瞬まばたきをして言った。

「……あの、火の矢は……やはり、貴殿のつくった《封ほう命めい具ぐ》なのか」

　少し抑えたような口調。

《封命具》の話題になると、一転して白火の口は滑らかになった。

「そうだ。《隼しゆん雨う》。古弓と隼はやぶさが一つになった」

　──ぼろ弓と猛もう禽きんを掛け合わせた《隼雨》は、超長距離を飛ひ翔しようする弓矢だ。一度放たれると雲を突き抜けるほどの高度まで達し、あとは最高速度で急降下して獲物を狙ねらう。一度放てば、よほどの障害物がない限り獲物を確実に仕し留とめる。超長距離からの狙そ撃げきは敵を一方的に攻撃することができ、敵は天から降る超高速の矢から逃れることはできない。

　これだけの威力であっても、弓を引き絞るのに力は要らない。矢自体にも、空を飛ぼうとする隼の力がはたらいているからだ。

　それこそ、ダナのように小柄な少女であっても扱える。

　だがその反面、連射はきかず、小回りもきかない。そして弓自体はひどく繊細にできている。《封ほう命めい具ぐ》はただのものではないのだ。

　白はく火びは熱心かつ流りゆう暢ちように語ったが、なぜかそれに反比例するかのようにグウィンの表情は沈んでいった。

（なんだ？）

　なぜ黙り込み、そんな沈んだ顔をするのだろう。

「──一つ、聞きたい」

　ようやく、グウィンは口を開く。白火が数度瞬まばたきをすると、青い目と目が合った。

「貴き殿でんにとって……《封命具》とは、何なのだ？」

　白火は目を瞠みはった。

「命と、モノを掛け合わせる……それは、貴殿にとっては子供が泥をこねて遊ぶようなものなのか？　ただの、モノとものを掛け合わせてつくる……それだけのことなのか？」

　泥遊びという表現に、白火は眉まゆ根ねを寄せた。

「おい。それは僕の《変幻流転》の力や《封命具》を馬鹿にしてるのか？」

「違う。ただ、聞きたいのだ。貴殿の考えが、わからぬから。貴殿は、メラート……生き物とモノを同等にしか考えていないように思える。だが己の身を危険にさらし、その力で妾わらわを助けてくれもした……。それは、ただ……《素材》が惜おしいからなのか？」

　グウィンは頭を振ってから、静かに答える。

　それで、白火も少し落ち着いた。──同時に真正面からそういうふうに聞かれたことははじめてで、《封命具》に関することなのにしばし返答に窮した。

　グウィンと白火の間で、ダナが困惑して忙せわしなく双方を見る。

　白火はなんとか言葉を選び、ぎこちなく吐き出した。

「あんたとの約束を反ほ故ごにするのはいやだと思ったし、それは、こんないい《素材》を逃してたまるか、と思ったからだ」

「……そうか」

　正直に答えると、グウィンもまた短く応じた。だがその顔に、翳かげりが落ちる。──失望に似たものが浮かぶ。軽けい蔑べつとも、嫌悪とも違う。

　なぜそんな顔をされるのか、白火にはわからない。

「僕にとって《封命具》は……完かん璧ぺきなものだ。強くて、きれいで、永遠のものだ。《変幻流転》は、それをつくりだせる大事な力だ」

　白火を見る青の目が、わずかに訝いぶかしむように細められた。

　うまく言葉が出てこない喉のどをもどかしく感じながら、白火は続けた。

「《封命具》をつくることの、何がいけない？　僕はどれ一つとして手を抜いたことはない。不釣り合いな組み合わせにしたことはない。《封命具》は人間なんかよりずっと確かで、強くて、整然としてる」

「貴き殿でん……」

「《封ほう命めい具ぐ》は噓うそをつかない、裏切らない、悪意で傷つけない。自分の役目、本能にひたむきで、純粋だ。《封命具》同士で傷つけ合うこともしない。《封命具》は清らかだ。それをつくることや、《変幻流転》の力をなんで悪く言う？」

　かつてないほど頭を巡らせて言葉を続けると、グウィンの表情がまた変化した。言葉のない失望から、少し温度を取り戻して眉み間けんに迷いを表す。困惑しているようだった。

　ダナのほうもまた大きな目を丸くし、ひどく難解なものを前にしたように白はく火びを見た。

「どんなに綺き麗れいで、強い生き物であってもいずれは死ぬ。でも《封命具》になれば──ずっと留とどめておける。永遠に近づける」

　白火はそう続けて、同意を求めた。だが二人は眉まゆを寄せたまま、同意とはほど遠い表情をしている。

　その顔に、白火は驚く。なぜ同意してくれないのだろう。

　やがてグウィンが、ためらいがちに言った。

「つまり……貴殿にとって《封命具》をつくる、というのは親愛や敬愛の表現だというのか？　ずっとそこにあってほしいから、《封命具》にするというのか？　犬を、《封命具》にしたのも……？」

「そうだ。犬は、綺麗だったし、調和するものが見つかったから封じた。僕は釣り合うもの同士じゃないとつくらない」

　白火の答えに、グウィンはまた複雑な表情をした。再びまた黙ってしまう。

　今度は、ダナが口を開いた。頭痛を覚えているかのように額に手を当てる。

「な、なんだか……外道、というより斜め上の変人を相手にしているような気がしてきました……」

「……うむ」

　グウィンが重々しく同意する。

「貴殿の気持ちをどう捉えたらいいのかわからぬ。貴殿に救われたのは事実だが、そのすべてを信じていいのかどうか……貴殿のような人間ははじめてだ」

　それはそうだろう、と白火はあっさりうなずいた。《変幻流転》の力を持っているのは自分だけなのだ。他の人間とは違うに決まっている。

　白火が納得していると、荒い足音がした。グウィンやダナと同時に部屋の出入り口に顔を向けると、扉が勢いよく開かれた。

「姫様！　カナリアの姫君が、目を覚まされました！」

　大柄のアンガスが、そう声を弾はずませた。




　白火はダナやグウィンに続き、早足のアンガスの後ろをついていった。アンガスも巨体からは想像もつかないほど、素早く足音なく走る。

　白火の足音だけが、やや間の抜けた調子で響いた。

　城内の一室の前でアンガスは止まり、改まった調子で中へ声をかけた。

　白はく火びはダナとグウィンに続いて部屋の中に入った。

　室内には質素な寝台があり、その上に小柄な少女が上体を起こしていた。部屋の奥、窓際にグウィンの兄が背をもたれさせている。側そばにナイアールもいる。

　アンガスは緊張した様子でグウィンの兄に礼をした。白火がただ立っていると、アンガスに、おい、と小声で叱しつ責せきされる。

「ティーガ殿下に礼を……」

「はぁ……？」

　白火は顔をしかめた。そもそもグウィンの兄──ティーガという名らしい──とその取り巻きは、先の戦いでもまったく協力しなかった。ダナとアンガスたちの協力で足りたものの、ティーガのように協力する姿勢さえ見せないというのでは白火も冷ややかになる。

　ティーガは白火を一いち瞥べつしたが、すぐに寝台へ目を戻した。

「……目が覚めてよかった。話してくれるか」

　グウィンが寝台の側までゆき、そう話しかける。

　小柄な少女の身が震えた。

　白火はなんとなく興味を惹ひかれ、寝台の上の少女を観察した。

　その小さな頭は、積もったばかりの雪を思わせる色の髪に覆おおわれていた。白く長くさらさらと流れ、純白のドレスの裾すそのごとく寝台にうねっている。グウィンよりもずっと華きや奢しやな身は掌てのひらの上の小鳥に似て、少しでも力を入れれば壊れてしまいそうに見える。

　年は十二か、十三ぐらいだろうか。

　大きな目は丸く陽光のような色で、瞳どう孔こうは人と同じだった。小さな唇は瞳ひとみの色に似てうっすらと金色の艶つやがある。

　だが一番目立つのは、小さな肩から伸びる《腕》だった。何枚もの白い羽根が規則正しく生え、美しい光沢を放つ翼になっている。ほとんど人と同じ姿をしているのに、腕だけは大きな翼の形をしていた。

　少女は大きな目で周囲を見渡し、怯おびえたような顔になった。薄い金きん箔ぱくを散らしたような唇が震えている。その唇が開いたが、こぼれたのは言葉でなかった。

　小鳥のさえずりによく似た、高く細い、泣いているような吐息──。

「……アミラ姫よ。落ち着いておくれ。ソウガの者はあなたに害を加えたりはしない。辛つらいだろうが、カナリアの同胞たちのためにも、敵のことを教えてほしいのだ」

　グウィンが優しく声をかける。アミラというのが、少女の名前らしかった。翼を持った少女はその声にさえ細い肩を揺らす。

　だが青ざめながらも顔を上げ、必死にグウィンに目を合わせて小さな口を開いた。

「……わたしたちは、抗あらがう力を持ちませんでした。男たちの多くは殺され、女子供は捕まえられて……遠い、人間の地に、送られて、いきました。わたしと、一部の者が、あの……ウォルターという人間たちのもとに留とどめられていました。ウォルターは、わたしを、献上品にすると言っていました」

　大きな目に涙を浮かべ、カナリアの少女は語る。言葉の内容とは裏腹に、その声は小鳥の美しいさえずりそのものだった。白はく火びの心はぐらつき、《封ほう命めい具ぐ》の素材として興味を惹ひかれた。創造欲をかきたてられる。

　グウィンは形の良い眉まゆをひそめ、怒りと同情を滲にじませた。そして労いたわりに満ちた声で、静かにうなずく。

「ウォルターたちが率いていた兵は、あれがすべてだろうか。つまり、妾わらわたちが倒した兵がすべてか、という意味だが……」

「……わかり、ません。けれど、ウォルターは、兵を分けてはいなかったと、思います。すべて自分で支配したがる男でしたから……」

「そうか。ウォルターは、援軍のことなどは言っていただろうか？」

　少女──アミラは頭を振った。

「……けれど、なにかに苛いら立だっているようで、焦っていたのではないかと……思います」

「焦り、か……」

　グウィンが考え込むような顔をする。

　眉み間けんに深い皺しわを刻んでいたティーガが、ふいに這はうような声で言った。

「援軍がいつ来るのか、来ないのか。わからんのか」

　厳しく叱しつ責せきするような口調だった。












　張り詰めていたアミラの顔が歪ゆがみ、哀れなほど震え上がって、細い喉のどをひくつかせた。

　白はく火びは不快感を覚えた。

（あほかこいつ。余計に萎い縮しゆくさせてどうするんだ）

　繊細なものを力ずくで扱おうとすれば壊れてしまう。ものも《獣の末裔テイア・メンシユ》も同じである。

　グウィンも苦い表情になって反論する。

「……兄上。この姫君は囚とらわれただけで、戦士でもありません。敵の情報を問うのも酷であると思います」

「役立たずが。戦う力を持たぬばかりか、戦士の役にも立てぬとは」

　ティーガはますます不快感を露あらわにして吐き捨てた。

　カナリアの姫君はうつむき、大きな瞳ひとみからたちまち涙をこぼす。

　白火は思わず口を挟んだ。

「おいあんた。あんたより百倍は優れた《素材》を粗末に扱うな」

　怒りをこめて言い返すと、ティーガは汚物でも見るような目を向けた。

　視界の端で、グウィンが一瞬驚いたような顔をするのが見えた。

「第一、この《素材》を助けたのは僕とグウィンだ。我が物顔するな。素材を横取りするような輩やからは大嫌いだ！」

「……うむ、素材とかいうのは妾わらわの聞き間違いであろうから、とりあえず貴き殿でんも落ち着こう。な」

　諭さとすようにグウィンは言い、アンガスが慌てて白火を押さえた。

　ティーガは威い嚇かくのような声をもらした後、人間とソウガの王女を睨にらんだ。

「貴様らは、自分が何をしたかわかっているのか？」

　ティーガから尋常でない威圧感と緊迫感が滲にじみ、白火の言葉は一瞬奥に引っ込んだ。

「貴様らは、カースの先遣隊と交戦した。これは、明確な宣戦布告だ。完全に貴様らの独断で、開戦した。ソウガの命運を、貴様らの浅せん慮りよと愚行が歪めてしまったのだ」

　白火は目を瞬またたかせた。だがグウィンのほうははっきりと体を強こわばらせ、手を強く握った。

　今度は陰いん鬱うつな顔をしたナイアールが、一歩進み出る。

「殿下の仰おつしやる通り……。カースに対してどう対応するかとソウガの意見がまとまらぬうちに、あなたがたの独断で交戦すると返事をしたようなものです。それも最悪の形で。もっとも信じがたいのは、姫様、あなたにその意識がないように見えることです」

「わ、妾は……！」

「ウォルターどもはあくまで先遣隊。カース側はなるべく少ない労力でこちらを攻略しようと降伏勧告を行ったわけですが、我々にとっても好都合であったのです。最悪でも、最小の被害で戦を終らせることができた……なのに、その選択肢をあなたが潰つぶしたのです」

　グウィンの白い頰ほおが痙けい攣れんした。

「ソウガの王女ともあろう方が、同胞の命運について考えられないとは。この責任、どうとられるおつもりか。もはや、あなた一人のお命では贖あがなえぬのですぞ」

　ナイアールはたたみかける。グウィンは震える唇を開いたが、言葉は出ずに強く口を引き結んだ。その頭によぎるのが後悔なのか怒りなのか、白はく火びにはわからない。

　黙っていたアンガスがようやくといったように、重い口を開いた。

「お待ちくだされ。姫様は、力持つ者の責務として、弱き者を助けようとしたのです。そしてソウガの誇りを守ろうと……」

「誇り？　姫様の身勝手な誇りでソウガの命が救えるのですか？　この、大変な代償を払って救い出したカナリアの姫君は──我々にどう報むくいてくれるのですか」

　ナイアールに責め立てられ、アンガスはぐっと言葉に詰まる。カナリアの姫君も重さに耐えかねたように小さな顔をうつむかせ、華きや奢しやな肩を震わせる。

《獣の末裔テイア・メンシユ》たちの顔は険しく、呼吸にも力を要するような重苦しい空気が満ちる。

　──ただ白火ひとりが、その空気を心底疑問に思った。

「なんで？」

　単純に意味がわからなかったから、白火は言った。

　グウィンがはっとしたように顔を上げる。

　白火はナイアールとティーガに目を向けた。

「あんたらはカース側に降伏したかったのか？」

「──黙れ。その汚らわしい口を閉じろ、浅はかな人間が……」

「ソウガの命運がどうとか言って、結局あんたらは怖おじ気けづいてるだけなんじゃないのか。戦うのが怖いのなら最初にさっさと降伏しておけばよかっただろ。ひたすら後伸ばしにして時間を浪費しておいて、他人が行動したら非難するのかよ」

　おい、とアンガスが慌てたように声をかけ、腕をつかんでくる。だが白火は苛いら立だちのままにそれを振り払った。

「何がソウガの戦士だ。あんたは装飾だけが派手ななまくらだ。斬きれないなら黙って引っ込めよ。僕がグウィンを勝たせる」

　不信と怒りをぶちまけるように、白火は言い切った。

　グウィンが瑠る璃り色の目を大きく見開く。

　ティーガは巨体通りの大おお股またで距離を詰めると、白火の襟えりをつかんだ。

　首を締め上げられ、白火の爪つま先さきが床から浮いた。丸太のような腕を引っかいて抵抗するが、びくともしない。息ができない。

「──おやめください兄上！」

　グウィンが、白火をつかみあげる腕に飛びつく。だがティーガの腕は緩まない。

「……口ばかり回る外道が」

　雷鳴に似たうなり声が吐き捨てる。

　白火は息ができずに喘あえぎ、それでもティーガを睨にらむ。口ばかりなのはお前のほうだ、と心中で反論した。

「兄上！」

　グウィンが声を荒らげる。

　雷鳴に似たうなり声がすると、突然、白はく火びの首を絞める力が消えた。白火は床に膝ひざをつき、首を押さえてむせる。グウィンが側そばで跪ひざまずいて、支えるように体を抱えた。

「──身の程知らずが。そこまで大言壮語するなら、やってみせよ」

　頭上からそんな声が降って、白火は顔を上げた。グウィンも同じようにティーガを見上げる。

　グウィンに似た青の、だがそれよりももっと黒に近い双そう眸ぼうが白火を見下ろしていた。

「戦士でもない女を、カースどもに勝たせる──やれるものならやってみろ。いまさら撤回など許さぬ」

　ソウガの姫君は目を瞠みはった。

　白火は喉のどをさすりながら、なんとか立ち上がる。冷めやらぬ怒りのまま、ティーガを睨にらみ返かえした。

「だったら僕のやることに文句を言うな。邪魔をするな。協力なんて期待しない。僕はグウィンを勝たせるが、あんたらのことは知らない。自分のことは自分でどうにかしろ」

「──貴様……」

　ティーガがふたたび低い声で威圧する。

　傍観していたナイアールが眉まゆをひそめ、歩み出た。

「ティーガ殿下、まさか……」

「控えろ、ナイアール。いずれにせよ、この者どもが宣戦布告をしてしまった。いまさら、カースどもに対して和わ睦ぼくも降伏もない。抗戦のほかに選択肢はない」

「お考え直しください、殿下。一時の激情に流されてはなりませぬ。ソウガの命運が……」

　ナイアールは陰いん気きな表情のまま言いい募つのったが、ティーガは苛いら立だったようにそれを遮った。啞あ然ぜんとしていたアンガスが、顔に生気を取り戻して言う。

「ご英断です、殿下。ソウガの民はもともと人間ナールになど屈しませぬ。殿下のもと、戦士たちは奮い立ちましょう。このアンガスも、全身全霊をもって殿下の御おんため、民のために戦い抜きます。必ずや、殿下のもとに勝利を──」

　老将は熱心に言い募ったが、ティーガは鬱うつ陶とうしげに手で払う。

　精せい悍かんな《獣の末裔テイア・メンシユ》は妹を冷たく一いち瞥べつすると、もはやすべてが煩わずらわしいとばかりに部屋を出て行く。ナイアールがその後を追って行った。

　アンガスは二人を目で追っていたが、その後に長く息を吐いた。

「……いやはや。よもやこのような展開になるとは……」

「──嬉うれしそうではないか、アンガス」

　グウィンが言うと、アンガスは破顔した。

「儂わしはもとより、小細工の苦手な身です。ソウガならソウガらしく、力をもって決着すべきと思っておりました。ソウガの運命がかかっているのならばなおさらです。無論、王家のご意思がすべてではございますが……」

　どこか晴れやかな声でアンガスは言って、白はく火びを見た。

　その目に呆あきれたような、驚きよう嘆たんのようなものが浮かんで、白火は少し面食らった。

「まったく、よりによってこの人間の子供にたきつけられるとは」

　貶けなされているのかそうでないのかわからない口調に、白火は微妙な顔になる。

「さて、これから忙しくなりそうですな。戦の気配には、血が滾たぎります」

「──頼りにしておるぞ、アンガス」

「お任せくだされ。仮にも姫様の武芸指南役を務めた身。見苦しい姿はさらしませぬ」

　老齢の武人は一礼する。そして白火にも目を向けた。

「うむ、お主にも一応、爪つめの先ほどは期待しておく。姫様を守り、その力となれ。──先ほどの啖たん呵かは見せかけではないと証明してみせい」

　これまでに見たことのない、真しん摯しな顔だった。白火は意外に思ったが、いやな気分ではなかったので拒否せずにおいた。

　アンガスはきびきびとした足取りで部屋を出て行く。

　グウィンはその姿を見送ってから、ふう、と気の抜けたような息を吐いた。どこか落ち着かない様子で前髪をいじる。白火に目を合わせずに、言った。

「貴き殿でんはほんとうに……参ってしまうな。わけがわからん」

「……何が？」

「自覚がないとは、なおさらおそろしいものよ」

　だがふいに視線を感じて、白火は振り向く。カナリアの少女の大きな目とかち合った。とたん、少女はびくっと肩を揺らす。

「アミラ姫よ。この人間は大丈夫だ。あなたがたを虐しいたげた人間ナールどもとは違う」

「……はい」

　グウィンが労いたわりに満ちた声をかけると、幼い姫君は白い髪を揺らしてうなずいた。

　おずおずと、白火を見る。明るい夕ゆう陽ひを思わせる瞳ひとみが揺れ、ひどく幼く、儚はかなげに見えた。その瞳の無む垢くさに、白火は見入った。

「一族を代表して……グウィン姫と、あなたにお礼を言わせてください。この恩に報むくいることができなくて心苦しく思います。わたしにできることがありましたら、なんでも仰おつしやってください」

「気にすることではない。我々は、己のために戦ったのであって──」

　グウィンは非の打ち所のない武人のように微笑ほほえんだが、白火は思わず身を乗り出した。

「なんでも？　なんでもこちらの言うことを聞いてくれるか？」

「えっ、は、はい……わたしに、できることでしたら……」

　カナリアの姫君は少し怯おびえたような顔をしながらも、懸命にうなずく。グウィンが目を剝むいた。

「貴殿、何を言う……!?」

　しかし白火の頭は、新たな《封ほう命めい具ぐ》への着想でいっぱいだった。勢いに怯えているようなカナリアの少女を凝視し、距離を詰める。

「あんたはとてもいい感じだ。声も容姿も、小鳥の可か憐れんさがちゃんとある。いい《素材》になる。楽器がいい。高音が得意だよな？　低音はどこまで──、ぅおっ!?」

　いきなり襟えりが締まって、のけぞる。

「な、何す……！」

　襟の後ろをいきなり引っぱった犯人に振り向き、抗議しようとする。だが止まった。

　グウィンは微笑ほほえんでいた。だがその目元は笑っておらず、白はく火びを正面から見ている。瑠る璃り色の目は凍いてつく海のようだった。

「……ちょっと見直したらまた愚おろか者ものに逆戻りか？」

　妙な威圧感にあてられて、白火は怯ひるむ。なぜか、いまのグウィンに逆らってはいけない気がした。研がれすぎた刃の上に細い紐ひもだけでぶら下げられているような、おそろしい緊張感。

「《封ほう命めい具ぐ》《封命具》とまったく……。貴き殿でんの《素材》は妾わらわだけだ。他に目移りしたらどうなるか……」

「……どう、なるんだ？」

「妾は、簡単に言葉を翻ひるがえしたり目移りする輩やからが嫌いだ。よって控えめに言って八つ裂きだ」

「……」

　それは控えめなのか、と白火は思った。言葉とは裏腹にグウィンが爽さわやかな笑顔を浮かべているのがまた不気味だった。

　黙っている白火に納得したのか、グウィンは手を離した。威圧感が和らぐ。

　ふいに、瑠璃色の目の姫君はむくれ顔になった。

「……妾とて相応の覚悟あって、貴殿と取り引きしたのだぞ。安い代償ではない。なのにそう簡単に色んなものに目移りされては、妾の立場がないではないか」

　今度はすねたような声で言われて、白火もようやく気づいた。

（ああ、そうか）

　この突然怒り出したり、すねられたりというのは《封命具》に囲まれて山奥で暮らしていたときにも何度かあったことだ。つまり、ある《封命具》が、他の《封命具》に対して反発しているのだ。《封命具》の素材となったものが感情豊かな生き物であったときほどよく起こる。

「……嫉妬やきもちか」

　白火が言うと、なぜかグウィンは瑠璃色の目をこぼれんばかりに見開いた。白い肌が見る見るうちに朱色に染まる。

「ばっ、ばかじゃないのか貴殿!!　そんなわけない!!　ない!!　違う!!」

「いや別に、わかってるから。大丈夫、僕は《封命具》一つ一つをちゃんと見てるし。《素材》の違いや長所も理解するようにしてる。同じものがないからこそ、色んな素材に興味がわくっていうか──」

「──っこんなときだけ饒じよう舌ぜつになるな!!　この……っ、たらしめ!!　恥知らずー!!」

　白はく火びとしては冷静に言葉を尽くしたが、なぜかグウィンはますます激しい反応を示し、襟えりをつかんで揺さぶってくる。

　甲高い猫の声に似てグウィンがあれこれまくしたてる中、可か憐れんなさえずりを思わせる声がぽつりと言った。

「……勇敢なソウガの姫君も、このような可愛かわいらしい一面をお持ちなのですね」

　決して大きくはない声で放たれた一言に、グウィンがぴたっと止まった。

　慌てたようにカナリアの少女に目を向ける。

「ち、違うぞ！　これはだな……！」

　グウィンが焦ったように言いい募つのる。

（なんだ？　どうなってるんだ……？）

　白火だけが状況を理解していないようだった。





　＊






　失態。失態。失態。──何たる醜態！

　耳障りな不協和音。あるいは延々と響く獣けものの不快な遠とお吠ぼえのように、その言葉だけがウォルターの脳内に反響していた。

　辺境の蛮ばん族ぞくを労せずして征服すべく先遣隊を任され、兵を預かっていたウォルター＝スペンサーはいま、護衛の一人もなく敗走していた。

　将たる者が馬もろくな装備もなく、野の獣のように森の中を走っている。枝葉が体にこすれる音は野蛮で、手足にまとわりつく泥や夜よ露つゆは醜悪だった。貴族である人間が、将たる自分がこのような姿で野を駆けるなどあってはならなかった。

　ウォルターはうめいた。言いようのない感情が汚泥となって腹の底で渦巻き、吐き気がした。気が狂いそうだった。

　──勝利は目もく前ぜんだった。

　獣どもが神器と崇あがめる、王家の象徴である獣の遺い骸がいと王女を手に入れて凱がい旋せんするはずだった。最後の獣人の抵抗など風前の灯ともし火びに等しい──そんなものはウォルターにとって上へのし上がるための踏み台に過ぎなかった。

　だが、天から降る火矢がすべてを打ち砕いた。ウォルターが寸前で逃げることができたのは、彼の才能ともいうべき直感と俊敏さの賜たま物ものだった。

　しかし彼のような才を持たない多くの兵は、ほとんどその場で絶命した。

（馬鹿な……こんなことがありえるものか!!）

　いったい、何が起こったのか。突如として降ってきた火矢は、いったいどこから放たれたというのか。いかなる長弓でも届く距離ではない。伏兵がいたはずもない。見通しのいい平地に、獣の女と人間の子供がいただけだった。

　そして人間の子供が無造作に天を指した──それだけだった。

　悪夢──号令に応じて天から降る火はあたかも神罰であるかのごとく。

（そんなことが、あるものか……!!）

　ウォルターは砕けんばかりに奥歯を嚙かむ。未開の地をただ一人敗走しても、獣人どもに投降するつもりなど毛頭なかった。

　上着を脱ぎ捨て、徽き章しようを引きちぎり、走る。息があがり、体が軋きしむ。

　何もかもをかなぐり捨てて一心に走り、ようやく森を抜ける。とたん、視界が開けて砂浜が広がった。黄昏たそがれの色に染まった波が打ち寄せている。

　細さざ波なみの音が、せせら笑うように響く。ウォルターは肩で息をして、咳せき込こみながらも大おお股またに歩いた。砂が足をとる。底なし沼のように沈むのがひどく不快で、悪態をつく。

　波打ち際まで来て、襟えり元もとに手を入れた。肌着の下に隠していた首飾りを引きずり出す。細い絹紐ひもの先に、小さな筒状のものがつり下がっていた。

　──真っ先に捨てることになるであろうと思っていたものが、最後まで残っている。これだけが自分に残されたもので、しかも使うことになろうとは。

　ウォルターは歯軋りする。

『別に君を信用していないわけではないよ？　でも何事にも突発的な、そう、非常事態というのはつきものだ。そういったときに遠慮なく僕に知らせてほしいな』

　この首飾りを渡されたときのことを思い出す。不相応に親身で、冷ややかで尊大な目の少年。──自分よりずっと年下で、だが遙はるか上の地位にいる男。

　その傲ごう慢まんな子供に介入させず、自分の力で勝利を持ち帰るはずだった。

　だがいま自分の手元には一人の兵もない。馬さえもない。

　そして人間より遙かに発達した嗅きゆう覚かくや視力をもった獣けものどもが、追ってくる。長くは逃げられず、隠れることも難しいだろう。

　ウォルターは呪いの言葉を吐きながら首飾りを引きちぎり、小さな円筒を折った。

　とたん、火花のような光が飛び出し、空高く舞い上がる。そうして、海の遙か彼方かなたへと飛んでいった。

　ウォルターは苛いら立だち混じりに光の跡を見つめた。早く戻れと水平線の向こうの夕ゆう陽ひを睨にらむ。だが冷静に考えても、あの光が本国に届いて、そこから増援が到達するまでには少なくとも一週間はかかるだろう。運良くすべてが迅速にいってもだ。

　──増援到着までどう凌しのぐか。

　ウォルターは砂を踏み荒らし、歩き回って必死に思考を回転させる。一定の間隔で打ち寄せる波の音が耳障りで、余計に神経がささくれ立つ。

　無意識にまた水平線を見る。援軍の姿が見えるはずもない。砂に目を戻す。だがまた海に目をやる。無駄だとわかっていながら知らず知らずのうちに無意味な視線の往復を繰り返し、ウォルターの苛立ちは跳ね上がった。

　抑えきれず、惨みじめな懇こん願がんのようにまた海に目をやったとき──半身を沈ませる夕陽を背景に、黒く浮かぶ影の群れがあった。

　ウォルターは乾くほど目を見開き、その影を凝視した。

（まさか……！）

　ありえない。だがその気持ち以上に、体が震えた。

　影は急速に大きくなってゆく──こちらに近づいてくる。ウォルターの目に、やがてそれがはっきりと姿を現す。

　風にたなびく巨大な帆。帆に描かれているのは、絶対支配にして無二の神聖の証あかし──《ディセンド》皇国の国旗だった。

　軍船の群れ──。

　ウォルターの全身は歓喜に打ち震え、頭は痺しびれて止まった。奇跡としか言いようのない速さで増援が現れたことで、神々が自分を祝福しているのだと確信した。

　立ち尽くしているうちに船の群れは接近し、整列して海上に留とどまった。そこからいくつもの小舟が出て、乗員たちを浜辺へ、ウォルターのもとへ運んで来ようとする。

　その光景は勝利の名画のように映った。ウォルターは喜びに陶酔して立ち尽くし、神々が自分に与えた祝福を受け取ろうとする。

　だが突然、ドンという衝撃音が轟とどろいた。遠くで大砲が放たれたような音──そして、軍船から何かが打ち上げられたのを見る。ウォルターが放った増援要請の光に似て空へ舞い上がり、細長い弧を描いて落ちてくる。

　──狙ねらい澄ました砲弾のごとく、ウォルター目がけて。

　ウォルターは寸前で正気を取り戻し、もつれるように後ろに跳躍した。

　その直後、激しい砂の飛沫しぶきを巻き起こして何かが墜落した。

　ウォルターはその砂飛沫をまともにかぶり、咳せき込こんだ。痛む目を無む理り矢や理りこじあけ、目もく前ぜんに落ちてきたものを見る。

　そして息を止めた。

「あー、砂かよ。最悪。全然舗装されてないじゃないか。これだから蛮ばん族ぞくどもは」

　そう吐き捨てて心底不快げに歪ゆがむ顔は、ウォルターよりずっと幼かった。

　供もなく帯剣すらせず、巨大な衝突跡の中央に立っている。

　砲弾のように降ってきたのはこの少年自身だと悟さとったとき、ウォルターは硬直した。神々の福ふく音いんはとたんに消え、酔った頭から熱が失うせる。

　身軽だが際立ってきらびやかな軍服は、少年が高位の軍人であることを示していた。

　そして足には長靴──その踵かかとに、黄金の拍はく車しやがはめられている。だが、騎士が馬に跨またがるためにつけるものとはまったく異なるものだ。歪いびつなほど大きく、目を引いた。

「僕の拍車に汚い砂がつくじゃないか。ああもう、最低だよ」

　少年は吐き捨てると、左足で砂を蹴けった。その一瞬、拍車が光を放つのをウォルターは見た。

　少年の一ひと蹴けりで周囲の砂が嵐のごとく舞い上がって、枯れる。

　舞い上がった砂を、ウォルターはもろにかぶってむせた。目や鼻に痛みがはしる。

　咳せき込こむウォルターを見て、少年はようやくその存在に気づいたようだった。

「あはは。そこにいたんだ、ウォルター君。あまりにもひどい格好をしているから、浮浪者かと思ったよ」

　少年は気さくに笑う。だがその目元、唇の歪ゆがみは、ウォルターを嘲ちよう笑しようし侮ぶ蔑べつしていた。

　ウォルターはかっとなった。

「ねえ、僕の言った通りだったでしょう？　なにか突発的なことがあったんだよね？　ずいぶん手て酷ひどくやられたみたいだけど。まさか君、負けたんじゃないだろうね？」

「──なぜ……、閣下が、ここに」

　ウォルターはなけなしの理性を振り絞り、抑えた声で言った。

　自制するウォルターとは対照的に、少年は上機嫌だった。

「やっぱりね、僕って気が短いから。君の救援要請を待てなかったんだよね。それに、僕の力が必要になるって思ってたし。予想通りだった。ねえ、ウォルター君、援軍が必要になったんだよね？」

　笑顔で指摘され、ウォルターは返す言葉がなかった。神々の祝福──そんなものはもはやどこにもなかった。

　待ち望んだ援軍。違う。この男は自分が発たってからすぐに、軍を率いて追いかけてきたのだ。──はじめから介入するつもりでいた。












「ソウガのグウィン姫。元気にしてるかなぁ？」

　少年は空を仰ぎ、気軽な口調で言う。親しい友人との再会を楽しみにするかのようだった。

　そうして、呆ぼう然ぜんとするウォルターに目を戻す。少年の顔から笑みが消える。

「君はもう用済みだよ、負け犬君」

　無感情に、少年は言った。

　ウォルターは息を止めた。足が砂に沈んで、どこまでも落ちてゆくような幻覚。

（終わった──）

　積み上げてきた栄光。野心。そのすべてが、砂よりも脆もろく崩れてゆく。

　黄昏たそがれの光に年若い将校の姿が、その踵かかとの拍はく車しやが燃えるように浮かび上がる。

「《十二刃》の一人である僕をここまで来させたんだ。《テンガイ》とかいう獣けものの遺物は、相応に価値のあるものなんだろうね？」





　＊






『あははははは！　なんだよ、獣人って家畜と変わらないじゃないか!!』

　甲高い嘲ちよう笑しよう。狂気と酩めい酊ていのまじったような、その叫び。

　グウィンの目の前で、何人もの《獣の末裔テイア・メンシユ》たちが──勇ゆう猛もう果か敢かんな戦士たちが、枯れ葉みたいに宙に散った。屈強で、俊敏な戦士たちだった。赤い飛沫しぶき。受け身もとらずに地に落ちた。

　玩具おもちやが壊れるように、その腕が、足が、首がばらばらになって転がる。

　大地が《獣の末裔》の血で赤く染まる。

『お逃げください、姫様──！』

　誰だれかがそう叫んだ。ソウガの戦士。一緒に戦うはずだった同志。

　──負けるはずがないと思っていた。

　これほど勇敢な戦士が揃そろって、自分もまた勇敢な戦士だと自負していたから。

　まして目の前の相手は武器一つ持たない人間。

　グウィンは動けなかった。頭から同胞の血をかぶって座り込み、ただ震えていた。見渡す限りに存在していた《獣の末裔》たちは、物言わぬ骸むくろとなって地に転がっている。

　かちかち、と小刻みな音が聞こえた。

　それが自分の歯が鳴る音だと、グウィンはすぐにはわからなかった。

　累々と大地を覆おおう《獣の末裔》の亡なき骸がら──その向こうに見える、侵略者たちの旗。風に翻ひるがえる《ディセンド》皇国の旗。敵の群れ。

　戦え、とグウィンのわずかな正気が言った。誇り高きソウガの王族なら、勇敢な戦士であるなら、敵を目の前にして止まるなどありえない。ましてこのように、無様に膝ひざを屈するなど──。

　天が落ちてきたかのような轟ごう音おんが響く。

　大地が抉えぐれ、土と砂さ礫れきが舞い上がって土砂崩れのごとく落ちる。それにまじって、かろうじて《獣の末裔テイア・メンシユ》の姿を留とどめたものが落ちて散る。

　大地の巨大な傷きず痕あとの向こうに、小さな人間の姿が見える。

　──その足が、黄金の炎に包まれている。

『さぁ逃げなよソウガの姫君！　野良猫みたいにさあ！』

　甲高い子供の声。烈火のごとき光を放つ拍車。

　グウィンは叫んだ。雄お叫たけびでも鬨ときの声こえでもない。もっとかすれて惨みじめなほどに高い、女の悲鳴。

　立ち上がる。体が動く。だが駆けた先は、敵軍の旗とは真逆の方向だった。




「──っ!!」

　グウィンは目を覚ました。とたん、息を吐き出してむせる。全身が強こわばり、引きつっていた。硬直が解けると今度は痙けい攣れんし、寝台の上でうずくまる。

　ものもつかめぬほど両手が震えていた。必死に歯を嚙かみしめ、震えがおさまるのを待つ。

　そうしながら無意識に、髪に手を触れた。──色を失った部分。

　惨めで醜みにくい、弱者の証あかしをつかんで引っ張る。

（強く……、強くならなければ、ならぬ）

　早く、一刻も早く──もう二度と負けたくない。





　＊






　何はともあれ、《封ほう命めい具ぐ》を作らねばならない。

　白はく火びは古い武器庫の中で座り込み、埃ほこりをかぶった道具と《餓が狼ろう》や《隼しゆん雨う》が収納されている風景を見ながらぼんやりと考えた。

　グウィンを勝たせる──ティーガたちや他のソウガ戦士の力は借りないと宣言した以上、一つでも多く《封命具》をつくる必要がある。

（手持ちは、《餓狼》と《隼雨》。それをどう運用して、何をつくるか……）

　白火は脳内でいくつも検討したが、なかなかいい案は浮かんで来なかった。

（……ここ以外にも何か使えるものがないか探してみるか）

　立ち上がって、そのままふらふらと武器庫を後にする。もともとソウガの一族はまともに武器を使っていないのだ。武器庫という名の物置にあるものだけではたかが知れている。

　基材として使えるものはないか、あるいは基材の一部として使えるものはないか探しながら城内を歩く。そうしているうち、ふいに真っ白な塊かたまりが通路の壁際にあるのが見えた。驚いて目を凝らすと、その白い塊はうずくまった少女だとわかった。

　──雪のような色の長い髪、裾すその長い白のドレス。短い袖そでから伸びる、純白の翼。

　白はく火びは吸い寄せられるように近づいた。

「……えーと、アミラ？」

「!!」

　うずくまっていた少女は哀れなほどびくりと震え、白火を見上げた。とたん、淡い琥こ珀はく色の大きな瞳ひとみを揺らし、怯おびえる。

「あ、あ、わ、わたし……っ」

「……いや、えーと……」

　露骨に怯えられて、白火は困惑した。だが対人が苦手というのは白火にとって大いに理解できる感情だったので、短く息をついて言った。

「声かけて、悪かった。えっと……グウィンかダナを呼んでくるか？」

　こんなところでうずくまっているのは普通ではない。助けが必要なのかもしれないと思って白火が聞くと、カナリアの姫君の目が丸く見開かれた。ぱちぱちと瞬まばたきをする。

　それから、小さな頭をふるふると横に振った。

「……いえ、大丈夫です……。その、迷って、足を、挫くじいてしまっただけで……」

　可か憐れんなさえずりを思わせる声が言う。白火は首を傾かしげた。

「……それ、大丈夫って言わなくないか？」

「！　ご、ごめんなさ……っ」

「……いや、謝らなくていいから」

　うーん、と白火はやや言葉に窮する。すると、高くも沈んだ調子の声が言った。

「勝手なことをして……申し訳ありません」

「……僕は全然構わないし、謝る必要ないけど。どこか行きたいところがあるのか？」

　アミラはまた頭を振った。絹糸を思わせる髪が揺れる。

「お城の中を、見て回りたいと思っていただけです」

「……探険？」

「は、はい……」

　──意外に好奇心が強いらしい、と白火は思った。

　しかしそのアミラは小さな肩を落とし、明らかにしょんぼりしている。白火は少し考えて頰ほおをかいた後、提案した。

「僕も城の中を見て回るところだけど、一緒に来るか？」

　何気なく言うと、少女の大きな目がますます見開かれた。黄色の双そう眸ぼうが忙せわしなく瞬く。

「……無理にとは言わないけど。まあ、気が向いたら」

「あ、あの、ありがたいですけれど、でもわたし足を挫いてしまって……」

「……ということは自力で部屋に戻るのも厳しいんじゃ？」

「そ、それは……」

　アミラはますます縮こまる様子を見せ、項垂うなだれた。──やはり困っているらしい。

　白火はしばし逡しゆん巡じゆんした。

「えーっとさ。あんたは僕が怖いのか？　触られるのも気持ち悪いとかそういう？」

「えっ!?　そ、そんなことはありません！　あなたは、命の恩人です……！」

「……まあ、それなら」

　白はく火びは納得して、アミラに更さらに近づいた。小さな顔に驚きと緊張が見えたものの、嫌悪や恐怖といったものはない。

　そのまま、白火はカナリアの姫君を横抱きにして抱え上げた。小柄な身を包む白いドレスの裾すそが揺れる。

　小鳥の鳴き声に似た、高く短い叫びがあがった。

「あ、あ、あの……!?」

「見た目以上に軽いんだな。鳥系の《獣の末裔テイア・メンシユ》だからか？」

　これなら抱えたまま移動できる、と白火はそのまま歩きはじめた。

　激しく動揺していた少女の顔が、瞬く間に熟れた果実のような色合いになった。

「あの、こ、これは……っ」

「この重さなら、落とさない……大丈夫だと思う。たぶん」

「い、いえっ。そういうことではなくて……！」

　さえずりのような声はかすかに震え、ひどく緊張しているようだった。

　ふいに、白火の鼻は不思議な匂においを捉えた。

「？　これあんたの匂いか？」












　名状しがたい、ほのかに香ばしく陽ひだまりのような匂においがする。どこか懐かしいような、だが嗅かいだことのない匂い。思わず鼻先を寄せて嗅ぐと、ひゃっと高い悲鳴がした。

「……あ、ごめん」

　白はく火びがやや慌てて顔を離すと、カナリアの姫君は顔を隠すようにうつむいて、細い肩を震わせた。それから黙り込んでしまう。

　白火はアミラを抱えたまま城内をふらふらと歩く。

　しばらくすると、腕の中の少女がぽつりと言った。

「あの……ごめんなさい。わたし、みなさんに迷惑をかけて、ばかり……」

「……僕は、別に」

　白火は言ったが、アミラはかすかに頭を横に振った。

「あなたのお名前は、白火様……ですよね。命を救っていただいたのみならず、こうして助けていただいて……」

　そう言って、言葉に少し詰まった。

　──結構真面目まじめだな、と白火は思う。

　元からカナリアの一族を助けたいと思っていたわけではなく、感謝されてもなにか不相応で、過剰なものを受けているという感じがあった。

「わたしに、なにか……お返しできるものがあれば……」

　アミラはやや思い詰めたように言った。

　とっさに、じゃあ《封ほう命めい具ぐ》になってくれ──と白火は言いかけて寸前で思おもい留とどまる。

　カナリアの姫君は薄く黄色に染まった唇を嚙かむ。

「わたしに……力が、あれば……」

　途切れ途切れに、そうつぶやく。

　それが、恩に報むくいるという意味だけでないことは白火にもなんとなく察せられた。

　白く長い髪に覆おおわれた頭はうつむき、打ちのめされたように項垂うなだれている。

　一回りも小さく見えるその姿は、繊細で美しい造形だと白火は思った。

　──だからこそ、戦いには向かない。

　カナリアの一族がいくつもの十字架に磔はりつけにされていた光景を思い出す。アミラが無事であったということは──先に一族の仲間が次々と磔にされていく様を、目の前で見ていたということになる。

（……悪趣味だ）

　ウォルターとかいう敵将のことを、改めて嫌悪した。グウィンを傷つけただけでなく、一見して脆もろいとわかるアミラに、よくもそんな惨むごい光景を見せつけられたものだと思う。アミラはよくその惨い光景に耐えた。

　だが白火には、うつむくアミラにどんな言葉をかけたらいいのかわからない。

　だからただ──アミラの希望を聞きながら、城の中を見て回った。





　＊






「──参りました」

　老将アンガスの驚いたような声に、グウィンはふふんと笑った。それから、喉のど元もとに突きつけていた長棒をゆっくりと下ろす。

「体術ではいまだアンガスに及ばぬゆえ、搦からめ手てで攻めてみたぞ」

「いやはや、姫様がこれほどまでに棒術を極めておられたとは……いったい誰だれに教えを請こわれたのですかな？」

「むろん、独学に決まっておる」

　グウィンは苦笑いし、長棒をくるっと一回転させておさめた。

　棒術というより実は剣の練習で、それに付き合ってくれるのはこのアンガスぐらいなものだった。早朝の時間となれば、鍛錬場はほぼ貸し切り状態で他の目も気にならない。

　老いてなお、ソウガの中でも高名な勇士は目を丸くした。

「ふむ。それにしてもお見事」

「なに、それなりに鍛錬を積めば誰でもこのようになる。うまく武器を使いこなせば、ソウガの戦士たちはもっと強くなる。数的不利も補えよう。あまり前線に出られなかった者も、もっと戦いの場へ出られるようになると思うのだ」

　グウィンが言うと、アンガスは複雑な顔をした。

「……姫様をお助けしたのが、あの人間のつくった奇怪な武器であることは事実です。その力が侮れぬことも」

「そうだ。少なくともあれを敵に回したいとは思わぬだろう？」

「それはまあ、そうですが……」

　なおもアンガスは歯切れの悪い口調だった。若い頃ころより勇敢な戦士として周りの尊敬を集めてきたアンガスは、他の者への影響力も大きい。それだけに、グウィンは真まっ直すぐに老将を見つめて説得した。

「戸惑うのはわかるが、だが我らにいま必要なのは勝利。侵略者どもを退ける力だ。白はく火び殿の《封ほう命めい具ぐ》ならば、それを可能にしてくれる」

「おおむね、理解しております。しかし……」

「信じてくれ、アンガス。お主は他の戦士の模範だ。お主が率先して武器を手にしてくれたら、きっと……！」

　グウィンは言いい募つのったが、老将は重く頭を横に振った。

「姫様の命とあらば、儂わしひとりはなんとでも努力いたします。しかし、他の者の反発は……こればかりは、どうにもなりませぬ。戦士たちの気持ちもわかりますゆえ」

「それは……」

「武器を握ることのみならず、命をものに封じるということが、どうにも受け入れがたいのです」

　グウィンははっと息を吞のんだ。アンガスの苦い言葉が、胸を突く。

　──それでも白はく火びは、たった一人で助けにきてくれた。その手でつくった《封ほう命めい具ぐ》とともにグウィンの絶望ごと打ち砕き、手を差し伸べてくれた。

「……確かに特異な力だ。しかし、白火殿は悪人ではない。あの力があったからこそ、妾わらわは救われたのだ」

「わかっております。しかしソウガの戦士たちも、その特異すぎる力をすぐに受け入れることはできぬのです。いきなり武器を使えと言われても、我々にはこれまでのやり方が……ソウガの戦士としての正道、矜きよう持じがあります」

　苦悩を滲にじませるアンガスの声に、グウィンは息を止めた。鈍い痛みを感じて、とっさにうつむく。

「……ソウガの正統なる戦士たちの矜持を踏みにじるつもりはないのだが……」

　アンガスや他の戦士のように、武器や《封命具》に対して抵抗を覚えるほうが正しいのだろう。おそらくはその抵抗が強ければ強いほど、正統な戦士であると言えるのかもしれない。

　──自分がこのように武器にあっさり馴な染じんでいるのは、そもそもソウガの正統なる戦士として認められていないからだ。

　それを自覚していたから、足りないものをなんとしても補おうとして武器を使うことを考えてきた。

　だが、その自分であっても──。

（命を封じるということの意味を、妾自身もすべて受け入れられているわけでは、ない……）

　白火自身は悪人ではない。むしろ純粋に見えるし、命の恩人だ。だが、白火の持つ《変幻流転》の力をも全肯定できるのかと言われたら、まだ少しわだかまりがある。

　うつむいて黙るグウィンに気づいてか、アンガスはやや慌てたように言った。

「姫様、お気になさらんでください！　儂わしも努力はしてみますし、姫様のお考えを理解する戦士もいるはずです！」

「……うむ……」

「そ、それにその、ソウガの戦士たちは頑固であると同時に単純明快ですぞ！　要するに、あの白火とかいう子供が正当な方法で自分の力を証明すればよいのです！　いっそ、あの子供本人が他の戦士と戦うなどして力を示せば話が早いかもしれませんな！」

　がはは、とアンガスは慰めるように笑う。

　だがグウィンは足元を見つめたままだった。

（力の証明、か……）




　沈んだ気持ちで鍛錬場を後にしたグウィンは、突然思いもよらぬ話を聞いた。なにやらただならぬ様子でひそひそと立ち話をしていた侍女たちに声をかけると、侍女たちは少し後ろめたそうな、それでいて不安げな顔をして言った。

「あの、姫様の客人が……人間が、カナリアの姫君を連れ回しているようで……」

「な、何!?」

「そ、それもカナリアの姫君が抵抗できぬよう、抱き上げて捕らえているとの話で……」

　まったく予想もしなかった一撃に、グウィンは仰天した。





　＊






　いくら軽いとはいえ、さすがに一人の少女を抱えて歩き回るのは結構な労働だった。しばらくすると白はく火びは両腕に重い疲れを感じた。そろそろ探索を切り上げることにする。

　部屋まで送る、と白火が言うと、アミラはおずおずと返した。

「よろしければ……、白火様のお仕事の場を見せていただけないでしょうか？」

「……僕の？」

　思わぬ申し出に白火は目を丸くする。するとアミラは慌てたように、お邪魔でしたらいいです、と遠慮する。

　白火は戸惑った。──基本的に、制作の現場に他人を入れたくない。

「また、なんで？　面白いものじゃないと思うけど」

「……いえ。知りたいと思ったのです。わたしを救ってくださった……あの、炎の矢が、どのようにつくられたのかを」

　ぽつりとそう言ったアミラの声がなぜか少し寂しげに聞こえ、白火は迷った。

　そして自分について思わぬ発見をする。

　──どうやら、このように遠慮がちに頼まれると、断りにくいと感じるらしい。

「……まあ、少しだけなら」

　白火が言うと、アミラは明るい表情になった。

　アミラを連れて、武器庫に戻る。小柄なカナリアの姫をそっと床におろし、自分も床に座り込んだ。アミラは行儀良く両手の翼を重ね、少しでも邪魔しないようにと考えてか身を縮めて息を潜めている。

　さすがにそこまでしなくとも──と白火は思ったが、配慮に悪い気はしなかった。これならまあ、少し見られていても大丈夫そうだ。

　まずはこまごまと基材を磨き、矯ためつ眇すがめつしては、どの生き物に相応ふさわしいか、どの《封ほう命めい具ぐ》とするのがもっとも美しいかを検討する。《封命具》はものと命の調和だ。まったく同じものというのはつくれないし、とりあえずつくってみるということはできない。傍らに広げておいた羊皮紙に完成図のようなものを描いて、頭の中で試行錯誤する。

　ふと何気なく顔を上げると、アミラを見た。カナリアの少女は真剣な顔で白火の手元を見ていた。興味──というよりは、どこか思い詰めたような顔だった。

「あの、白火様……。一つ、お願いがあります」

　白はく火びは瞬まばたきをした。先を促すと、アミラは白い翼で華きや奢しやな胸を覆おおいながら続けた。

「わたしにも扱えるような武器を、つくってはいただけないでしょうか」

　白火は虚を衝つかれた。だがアミラに、冗談の気配はどこにもない。

　わずかに言いづらさを感じながらも、白火ははっきり答えた。

「無理だ。あんたのその手……翼は、武器を握るのに向かない」

「！　そんな……っ」

「悪いけど、だめだ。《封ほう命めい具ぐ》はある程度までは自分で動くけど僕の言葉しか受け付けないし、そもそも武器は使い手が直接振るうためのものだ」

　アミラの、明るい琥こ珀はく色の瞳ひとみが暗くなってゆくのを白火は見た。だがこれに関しては白火は無責任に励はげますつもりも中途半端に希望を与えるようなことも言えなかった。

　カナリアの姫はうなだれる。小さな肩が震えていた。

「では……、白火様のように、武器を作ることは？」

「……もっと無理だ。そもそも《封命具》は僕にしか作れないし、あんたは武器を作るということ自体、できないだろ」

　白火は抑えた声で言う。アミラは反論しなかった。喉のどの奥で嗚咽おえつを堪こらえたような細い吐息をこぼし、鼻を鳴らすかすかな呼吸音がした。

「わたしは……、なにもできないのですね。戦うことも、戦うための武器を作ることも……。一族みんなが、あんな殺され方をしたのに……ただ、見ていることしかできない……」

　震える小鳥のような声は、聞く者の胸を打った。

　白火は答えられなかった。口を半分開いたが、結局閉じる。

　気まずい沈黙。アミラの、嗚咽を何度も飲み込む呼吸音だけが聞こえた。

　白火は目を逸そらすと、積み上げた基材の山に手を突っ込んだ。ごそごそと探り、小さな翡ひ翠すい玉を見つける。武器の装飾に使われていた部品だ。

　軽く磨いてから、持参したポーチから小型の錐きりを取り出し、翡翠玉に切っ先をあてる。慎重に穴を開けて、息を吹きかけて削りかすを払い、出来を確かめる。同じくポーチの中から余っていた細紐ひもを取り出すと、翡翠の穴に通した。少し考えて記憶の中をあさってから、翡翠玉に籠かご状に紐をまき付け、十分な長さを保ってから端と端を結んだ。

「アミラ」

　そう呼ぶと、カナリアの少女は顔を上げた。山吹色の双そう眸ぼうは潤み、大粒の涙が縁ふちにたまっている。

　できあがったものを白火が軽く放ほうると、アミラは慌てて両手でそれを受け止めた。

　涙をためた瞳で瞬き、おずおずと白火を見て困惑する。

「──首飾り。やる」

「えっ！　あ、ありがとう、ございます……ですが、なぜ……？」

「翡翠は災難を除よけるという言い伝えがあるらしい。気休めだけど」

　アミラの大きな瞳が丸くなり、首飾りと白火を交互に見た。白火自身も首を傾かしげながら、考え考え言葉にする。

「なんていうか……《封ほう命めい具ぐ》には、つねに釣り合いと調和が必要なんだけど」

「は、はい……」

「ある素材があったとして……それと釣り合う基材がないと、つくれない。釣り合わないものを《封命具》にしたら、歪いびつで醜みにくいものになる。そういうのはだめなんだ」

　アミラは困惑しながらも、大人しく白はく火びの言葉を聞いている。だから、言葉があまり得意ではない白火でも、なんとか考えを口にすることができた。

「あんたは、戦場には釣り合わない。でも、他に釣り合うものがある」

　アミラは目を見開いたまま、息を吞のんだ。

「戦場に釣り合わないのは、あんたのせいじゃないし。特定のものに釣り合わないからといって、その素材が劣ってるなんてことは、絶対にない」

　淡い琥こ珀はく色の目をした少女は、ふいに顔を歪ゆがめた。大きな瞳ひとみから涙が溢あふれる。

「でも……、わたし、一族のみんなを助けられなか……っ」

「あんたと、仲間を戦場に無む理り矢や理り引きずり出した奴やつらが悪い。奴らの舞台で、あんたが戦うことはない。そいつらと戦うのは、グウィンや……僕に任せておけばいい。あんたには、あんたにしか釣り合わない何かをやればいい」

　白火の声に少し力がこもった。──そうだ。このグウィンとは別の意味で優れた素材を、最悪に不釣り合いな場所へ引っ張り出し、傷つけた人間が悪いのだ。優れた素材は稀少なのに、それを粗末にするなどありえない。

　アミラはか細い声をあげて泣いた。白火ははっとしてとたんに動揺する。

（な、なんでだ！　どうしたらいいんだ……!?）

　いやなことを思い出させてしまったのだろうか。謝るべきなのだろうか。

　狼ろう狽ばいしていると、アミラは何度も嗚咽おえつを抑え、大きな翼で目を拭ぬぐった。

　濡ぬれた目で白火を見て、健けな気げに微笑ほほえむ。

「ありがとう、ございます。白火様はほんとうに……、優しくて、とても……」

　アミラの頰ほおに少し血色が戻った。両の翼で、大切なものにするように首飾りを包む。

「──大切に、いたしますね」

　優しくささやくように言った。美しいさえずりを思わせる声は、白火の耳を震わせる。そのせいで妙に気恥ずかしくなって、肯定とも否定ともつかぬ返事をした。

　変にいたたまれなくなって、逃げるように基材を磨きはじめる。アミラの嗚咽はもう聞こえなくなっていた。

「さすが陰湿ですねえ!!」

「──!?」

　いきなり背後から叫ばれて、白火はびくっと肩を揺らした。急いで振り向くと、折れ耳の小柄な少女──ダナが、腕組みをして扉の前に立っている。

「お、お前っ……！　なんだよいきなり！」

「こんな古くて湿ったところに一人こもっているなんて、なんだか虫みたいじゃな……い、です……」

　ダナはふいに目を動かし、白はく火び以外の存在に気づいた。目をぱちくりさせているカナリアの少女の存在に気づいて、一瞬固まる。だがすぐに正気に戻った。

「アミラさん!?　どうしてここへ……っ!?　あっ、もしかして泣いていたのですか!?　いったいどうし……ま、まさかこの男に泣かされたのですか!?　なぜこの変人と二人きりに!?」

「えっ、えっと、わたしが迷って足を挫くじいていたところに、白火様が……」

　アミラは少し気け圧おされたようになりながらも、軽やかな声で説明する。

　だがその説明を受けて、ダナは更さらに衝撃を受けたような顔をした。

「う、動けないアミラさんを拉ら致ちしたあげく連れ回して自分の仕事場に連れ込んだんですか!?　だから泣かせて……いやぁ汚らわしい!!　最低っ!!　いやそんな言葉では足りません──!!」

「──汚れた曲解すんな！　どっちが最低だ!!」

　白火は全力で突っ込んだ。

「っていうかあんた何しに来たんだよ！」

「もちろん制作の現場を見に来たに決まっています!!」

「帰れ!!」

「いやです!!」

　不毛な会話の応酬が続き、それをアミラがおろおろと見守る。

　やがて白火の言葉はすぐに尽きて、息を乱しながら額に手を当てた。

　──まったく意味のない労力を使ってしまった。頭痛と疲労感がどっと押し寄せる。

　勝ち誇った顔のダナに向け、不機嫌を露あらわにしつつ切り返す。

「……で。ウォルターって奴やつは捕まったのかよ？」

　低い声で問うと、火を吹き消すようにダナの顔が曇った。

「……いいえ、まだのようです」

「援軍を呼ばれるとまずいんだろ」

「そうです。増援要請が届くのにも時間がかかるはずで、明日明後日あさつてに敵の援軍が来るというわけではありませんが……最悪を想定して七日と考えたほうが……」

「……そう考えておくけど、まずはウォルターを捕まえろよ」

　白火は意地悪く言った。すみません、とダナが今度は素直に謝る。援軍が到着するまでの時間。それだけの時間で、こちらは迎撃態勢を整えなければならない。微妙な時間だ、と白火は思った。

（一般の兵士に持たせる分をつくるには時間も資材も厳しい。となれば……）

　まともに最前線で戦える精鋭に、《封ほう命めい具ぐ》を持たせる。兵力差を《封命具》の力で埋める。少数精鋭の部隊をつくらせるのだ。

　そしてその部隊の中核は──グウィン以外にありえない。

（……まずはグウィンに合った《封ほう命めい具ぐ》からか）

　そう考えると、本人に会う必要があった。

「グウィンはどこだ？」

「むむ!?　あなた、今度は私の姫様に何かするつもりですか!?　許しませんよっ!!」

「……違うっつの。話すことがあるから──」

　白はく火びがややうんざりして返すと、カツ、と靴音がした。ダナとアミラがいちはやく顔を向け、白火もそれにならう。

「奇遇だな。妾わらわも貴き殿でんと話さねばならぬと思っていたところだ」

　そう言ってこちらへ歩いてくるのは、ソウガ王女本人だった。

　ダナやアミラよりも肉感的でしなやかな肢体──輝く黄金の髪に、長い睫まつ毛げの下には夜空を思わせる瞳ひとみがあった。

　グウィンは白火を見、次にダナを見つけ、そしてちょこんと座るアミラを見つけて一瞬目を見開いた。

「……ほほーう？」

　そうつぶやいて、白火に目を戻す。薄く桃色に染まった唇は淡い微笑を浮かべている。

　だがその静かな微笑に、白火は謎なぞの威圧感を覚えた。

「は、話？」

「うむ。が、まずは貴殿の遺ゆいご……用件を聞いてやろう」

　なにやら物騒な言い間違いが聞こえたような気がしたが、気のせいだと思って白火は用件を切り出した。

「まともに反撃態勢整えるのは無理……、だからまず少数精鋭で前線維持、がいいと思う」

　グウィンは驚いたような顔をしたが、すぐに難しい表情に変わった。

「……少数精鋭、か。なるほど。が、基本的に兵力の順次投入は悪手で……」

「わかってるよ。あんたと他のやつが《封命具》で前線を維持してくれれば、その間に後方支援型の《封命具》を作る。《隼しゆん雨う》をもっと作るでもいい。とにかくこの町に敵を近づけるのはよくないんだ。数を作るのにはどうしても時間が必要になるから……」

　白火がなんとか言葉を尽くして説明すると、グウィンはなるほど、と納得するような声をもらす。それから少しして白火を見ると、またあの得体の知れない微笑を浮かべた。

「ところでだな白火殿。なぜアミラ姫がこのようなところにいるのかな？」

「えっ……？」

「ああ姫様！　それがですね、この変態鍛冶屋ときたら……っ!!」

「──言うな！　あんたは口を開くな!!」

　いやな予感がして、白火は思わず全力でダナを遮った。が、グウィンの不穏な態度に火を注ぐがごとく、ダナは曲解に曲解を重ねた解釈を披露する。

「あ、あのグウィン姫……！　白火様は、わたしのお願いを聞いてくださっただけで……」

「うん、うんうん、よいのだぞアミラ姫」

「……待て、グウィン。よくない。なにか絶対に勘違いしてる」

「何がだ？　貴き殿でんはかいがいしくずーっとアミラ姫を抱き上げて城内を回っていたという話ではないか。妾わらわとはじめて会ったときはあんなに言葉足らずで抵抗するわ喚わめくわ文句だけは言うわ、だったのになー。すごいなー。もう慣れたのだなー。それともアミラ姫が相手だったからかなー？」

「……ま、待て、なんかよくわかないけど、話せばわかる……」

　なぜかとてつもなく不吉な気配を感じて、白はく火びは言いながら一歩後じさった。

　だがグウィンは白火を見て、更さらににっこりと笑った。思わずたじろぐぐらいに完かん璧ぺきな笑顔だった。

「ところでな、ソウガの戦士たちには貴殿と貴殿の《封ほう命めい具ぐ》に抵抗を持つ者が多い。まぁ、妾も完全に《封命具》への抵抗がなくなったわけではなくてな」

「……あ、ああ……？」

「かといって小手先の言葉を弄ろうしても、頭の中で考えをこねくり回しても答えは出ぬ。ソウガの戦士も納得せぬ。戦士としての力を証明しない限りは」

　白火は怪け訝げんに思った。話の流れがわからない。

「──で、貴殿はアミラ姫に不ふ埒らちな行為をはたらいていないと言うが」

「！　あ、当たり前だろ変なこ……」

「ソウガの戦士に小手先の言葉など無用だ。まあ、貴殿の潔白をついでに証明するためにもだ」

　白火が混乱しつつも言いい募つのるのを遮って、グウィンは笑顔のまま言った。

「貴殿、妾と決闘せよ」

「…………!?」

　白火のみならず、ダナやアミラも驚きよう愕がくした。






四章　急転直下






　──決闘。

　白はく火びであってもさすがにその言葉の意味は知っている。つまり、力で物事の白黒を決めようとする行為だ。殴り合いの喧けん嘩か、の上品な表現でもある。

　夜の酒場に行けば似たような騒ぎをいやというほど見ることができるし、昼の広場ではもうちょっと格式張った一対一のそれがたまに見られたりする。

　が、いま白火が当事者になっているものは、そのどちらとも微妙に違っていた。

　左右を見回すと、少し距離を置いてから囲むようにできた聴衆の壁があった。鍛錬場ということで決して狭くはない空間に、人が集まって狭く見える。

　白火はげんなりした。決闘というより見世物になった気分だった。

　だがグウィンの言葉を借りれば、これがいいらしい。

『ソウガの戦士たちを妾わらわが代表するので、妾と戦って貴き殿でんの力を示せ。他の戦士たちには一人でも多く立会人になってもらい、貴殿の力を見せよ』

　──つまり、この決闘はあえて見世物にする、ということだ。

「……準備はよいか、白火殿」

　そう声をかけられて、白火は視線を戻した。数歩の距離を置いて、正面にグウィンが立っている。大きな人垣の輪の中にいるのは、自分とグウィンだけだった。

　グウィンはまったく武装していない。防具はむろん、武器の一つも手にしていない。

「……本当に素手でいいのか」

「よい。本来ソウガの戦士は武器を使わぬ。貴殿こそ、もう準備はできたのか」

　できた、と白火は端的に答えた。

　グウィンに決闘を申し込まれ、それを受けてから少し時間をもらった。戦士でもない白火が決闘を受けるには代理人をたてるのが普通だが、そんな人間もおらず、《封ほう命めい具ぐ》をつくって自分で出ることを選んだ。それ以外に方法はなかった。

　白火の足元には大きな包みが置かれている。屈かがんで包みを解くと、布の中から現れたのは、鉄くずの山だった。

　人垣がざわつく。友好的とは言えないざわつきだった。

「なんだあれは──」

「……グウィン姫を愚弄しているのか……？」

　場の空気がにわかに険悪なものになる。グウィン当人はわずかに目を歪ゆがめたが、訝いぶかしんでいるような表情をしていた。

　形の良い唇から静かに息が吐き出されると、青い目の姫君は軽く腰を落とした。軽く右手を差し出すような構えをとる。

「決闘においては力での決着がすべて。相手が誰だれであろうとも一切手心は加えぬ。貴殿もそのつもりで参られよ」

　グウィンの言葉に、白はく火びは無言でうなずく。──こちらは《封ほう命めい具ぐ》を使うのだ。むしろ相手には全力で来てもらわなければ困る。

　開始の合図を待って、白火は人垣に目をやった。立会人代表となったダナが一歩出て、白火とグウィンを見て両手を胸のあたりに持ち上げる。

　それを見て、白火は静かにつぶやいた。

「──立ち上がれ、《軍ぐん蜂ほう》」

　その言葉に応じるかのように、鉄片が一度身震いした。そして羽音をたて、鈍にび色いろの欠片かけらは一まとまりの巨大な鉄塊となって宙に浮かび上がる。

　聴衆の動揺した声──ダナの驚きよう愕がくの顔。

　グウィン一人が冷静だった。

　少ししてダナが正気を取り戻し、慌てるような様子を見せる。だが深呼吸の後、パン、と音高く両手を打ち鳴らした。

「ソウガ＝ルリ＝グウィン、推して参る！」

　凛りんとした名乗りと同時、黄金の髪の姫君は床を蹴ける。音はほとんどなく、軽やかな跳躍。

（──速い!!）

　ほとんど一息に距離を詰められる。白火の目だけが追いつく。

　グウィンの拳こぶしが、たやすく鳩尾みぞおちを捉える──。

　だが蜂はちの羽音が響き、突如分厚い鉄の盾が現れた。拳を阻はばまれ、青い目が見開かれる。グウィンは俊敏な獣けものの動きで後方へ跳躍して距離をとった。

　白火は反射的に身を硬くしていたが、それだけだった。避よけたわけでも、攻撃を受け止めたわけでもない。

　密集して分厚い盾をつくった《軍蜂》は、敵が距離をとったのを察知してまた疎まばらになる。宙に浮かぶ数多あまたの鉄片は、遠目には蜂の群れによく似ていた。

　事実、《軍蜂》は鉄くずと蜂が融合した《封命具》だ。

　それは敵を察知すると、まるで一つの生き物のように寄り集まって盾となり武器となる。

　一つ一つは弱くとも、ひとたび連係すれば全く別の巨大な生き物と化す。その芸術的な団結に、白火は状況も忘れて見入る。蜂がこれほど美しく、強固な《封命具》になったことに喜びを感じる。

（……《封命具》は僕を裏切らない）

　自分では一撃ともたなかったであろう猛攻を受ければ受けるほど、その思いは強まる。

　ふっ、とグウィンがかすかに息を吐いた。とたん、足音もなくその身がばねのように跳躍し、飛びかかる。

　白火の反応は追いつかない。気づいたときには、またも大きな羽音と衝突音がし──《封命具》となった鉄の欠片が盾を形成し、顔を狙ねらった一撃を防いでいた。

　飛びかかった一撃が防がれるや否いなや、グウィンは腰を落として顎あごを狙う。鉄くずは即座に反応してそれを防ぐ。すると次の瞬間には更さらに屈かがみ、蹴りで白火の足を薙なぎ払はらおうとする。それも阻はばまれるといったん後ろへ飛とび退のき、再び突撃。

　呼吸さえ惜おしむような連打、連打、連打──。

　白はく火びの目は、部分的にしかその動きについていけなかった。だがグウィンの流れるような一連の動きは、完成された演舞のようだった。本気で殴られようとしているのに、それも忘れるほど見とれた。しなやかな肢体──内に秘められた筋肉の躍やく動どう。

（ソウガの一族……、すごい身体能力だ）

　己の身だけを武器とする生き物。その中でも、グウィンの肢体の美しさと、そこから繰り出される体術の見事さは筆舌に尽くしがたかった。

　──この美しい生き物を永遠に留とどめておきたい。強いまま、壊れぬように、この美しい姿を残したい。

　白火の腕が疼うずく。

　グウィンの、青い目が残光を曳ひく。

《軍峰》は羽音を響かせ、疲れを知らぬ護衛のようにただ攻撃を防ぎ続ける。

　それは奇妙な光景であるに違いなかった。見るからに戦士ではない人間が棒立ちになったまま、俊敏な《獣の末裔テイア・メンシユ》は何度打ち込んでも変幻自在の盾に防がれている。

　グウィンの顔が一瞬歪ゆがむのを、白火は見た。

　そして、鋭く息が吐き出される音。グウィンが何度目かわからぬ突撃をする。握り締められた右みぎ拳こぶし。迫る右腕に、力のすべてが集中しているのが白火の目にもわかった。真正面から、敵を倒すべく打ち込まれる一撃。

　ガツン、とこれまでにない重い音がする。

　観衆の誰だれかがあげた、細く高い悲鳴が響いた。

　白火は棒立ちのまま息を吞のむ。密集した《軍峰》は、雷雲の色をした盾となってグウィンの右拳を受け止めていた。

　グウィンが歯を食いしばる。かすかなうめき──。

　鋭い気迫の声をあげ、右手を全身で振り抜いた。《軍ぐん蜂ほう》が耐えかねて一瞬散開する。グウィンはそのまま体ごと突っ込んでくる。

　それはこれまでの連打に比べればはるかに遅く、時の流れが止まったかのようにさえ見える一撃だった。

　だが、その双そう眸ぼうは青い炎のように輝いて、白火を魅了する。

（……きれいだ）

　白火は避よけなかった。

　とっさに逃げようとする足を、意志の力で踏ふみ止とどめた。

　左ひだり頰ほおに灼しやく熱ねつを押しつけられたような感覚──そして体が一瞬宙に浮く。

　吹き飛んで床を転がる。熱の後、頰に痛みを感じた。口内に鉄の味が広がる。むせて、なんとか体を起こそうとする。

　カツ、と靴音がする。間近に人の気配を感じた。

「……なぜ、避よけなかった？」

　怒りを抑えたグウィンの声が降る。白はく火びは頰ほおの痛みに顔をしかめながら目を上げた。

　グウィンは右腕を庇かばいながら、目に怒りを露あらわにして見下ろしていた。《軍ぐん蜂ほう》を無む理り矢や理り破った腕は無数の細かな傷が刻まれている。

　口内に溢あふれた血を吐き出しながら、白火は言った。

「……戦ったのは、僕の《封ほう命めい具ぐ》だ。《封命具》が破られたら、僕が敗れたのも同じ」

　切った口の痛みに耐えながらなんとか言うと、グウィンが目を瞠みはった。

　足元に散らばって鉄くずに戻った《軍蜂》を、白火は恭うやうやしく撫なでた。

「僕にとって、《封命具》はそういう、ものだ。ただの武器や、ただの道具じゃない」

　なんとかそう続けて、痛みに顔をしかめた。何度か呼吸をしてやりすごし、大きく息を吐いた。

「……それとさ」

　白火が何気なく言うと、なぜかグウィンは少し改まった表情になった。大事なことを言われる、とでも思っているかのように。

　一方の白火はほとんど力の抜けたまま続けた。

「やっぱり、あんた本当にきれいだな」

　──最高の《素材》だ。

　白火は心からそう思った。

　だが、ソウガの王女は長い睫まつ毛げに縁ふち取られた目を大きく見開く。そしてややあって、ピンと立っていた三角の耳が、ふにゃりと倒れる。──白い顔が瞬く間に赤くなった。

　更さらにダナの悲鳴のようなものが聞こえる。

「ばっ……、ばっかじゃないのか貴き殿でん!!」

「な、なんだよ」

「それはこちらの台詞せりふだ!!　なぜこの状況で、その言葉が出てくるのだ!!　わ、妾わらわをからかっているのか!?」

「いや別に。ただ、最高にきれいな──」

「ゃ──っ!!　待て待て待て待て!!　さすがに!!　恥ずかしい!!」

　──最高にきれいな《素材》だ、と言おうとしたのをなぜか激しく遮られ、白火は訝いぶかしむ。

　だがグウィンは顔を赤くしたまま、頭の上の耳を手で折って塞ふさぐ。それ以上白火の言葉を聞いていられないとでも言うように。

　呆ぼう然ぜんとする白火に、ふいに見物人たちのささやきが聞こえてきた。

「……あの姫様が動揺しておられる……」

「人間の若造が、なかなかやりおる……」

　なぜか感心しているような声で、白火は疑問符を浮かべた。

　グウィンがはっとしたように正気に戻り、わざとらしい咳せき払ばらいをする。












「とっ、ともかく手当てだ！　行くぞ!!」

「痛っ！　引っ張るな！」

　勢いよく引っ張られて白はく火びは立ち上がり、そのままグウィンとともに場を後にする。ダナが走ってその後を追いかけてきた。




「い、痛っっっ!!」

「──我慢するのだ。多少は染みる」

　あまりの痛みに、白火の目から反射的に涙がこぼれた。すぐ間近にグウィンの顔があり、その手には軟なん膏こうの入った小こ壺つぼと木き匙さじがある。グウィンの右腕は包帯をあてられていた。

　決闘の後、白火はグウィンとダナに別室へ連れてこられた。

　ダナがグウィンの手当てを先に済ますと、今度はグウィンが白火の手当てをはじめた。

　グウィン本人の希望で手当て役を交代したダナは、いまは壁際に立って大人しくしている。が、どこか恨めしげな目を白火に向けていた。

「うう、姫様の美しい腕に傷を……この恨み、忘れません」

　ぶつぶつとそんなことをつぶやき、更さらに物騒な言葉が続く。白火は身じろぎした。

　グウィンが苦笑いした。

「やめよダナ。妾わらわと白火殿は正式に決闘した。いわば名誉の負傷なのだ」

「ですが姫様！　この鍛冶屋は突然女たらしめいた戯たわ言ごとまで……」

「そっ、それについては言うでない!!　ま、まぁ妾わらわが美しいのは事実だからな!!　うん!!　ダナが妾を美しいと言ったのだから間違いないであろう！」

「それはもう!!」

　白はく火びを無視して二人は会話し、なにやら納得したようだった。

「よーし。ほら、白火殿、口をあけるのだ」

「……」

「歯を食いしばってもだめだ。こじあけるぞ。もっと痛いぞよ」

「もっと痛くなりますように！」

　──などとダナがグウィンに追随する。

　白火はおそるおそる口を開けた。

　ソウガの姫君は更さらに顔を近づけてきて、白火の口の中をのぞきこむ。

　ほのかな、甘い果実のような花のような香りがした。白火の意識はそちらに引きつけられる。

「……なんか匂においがする」

「うん？」

「あんたから。いい匂いだけど、」

　それを嗅かぐように鼻を鳴らし──なんか果物か花でも食ってるのか、と白火が続けようとしたとたん、ゴッと音がした。

　グウィンの手から小こ壺つぼが滑り落ちて床に落ちた音だった。小壺を落としたままの姿でグウィンは一瞬固まったかと思うと、頰ほおに赤みが広がった。

「だ、だから、貴き殿でんはさっきから……ッ!?」

「？　いや、だって……」

「わあああああああもう我慢なりません！　何なんですかこの不ふ埒らち者は!!　私の前で私の姫様に不埒をはたらくとはなんと厚かましい……!!　成敗──っ!!」

「うわっ!?」

「ま、待てダナ落ち着け！　妾は気にしてない！　断じて尾の先ほども気にしてないぞ──っ!?」

　ダナが猫のように飛びかかり、グウィンが慌ててそれを押さえる。白火は椅い子すから落ちてしたたかに腰を打った。

「ま、まったくもう！　貴殿は口を閉じ……いや開けて黙っているのだ!!　何も言うでないぞ!!」

　グウィンは取り繕うように言って、白火を再度座らせた。喋しやべるでないぞ、と念押しして口を開けさせ、小壺を拾い上げて切れた口の中に軟なん膏こうを塗る。

　ダナの不穏な視線に、白火は気付かぬ振りをした。

（何なんだよ……！）

　憤ふん慨がいし早く終われと念じながら、白火は視線をさまよわせる。

　必然的に、また間近にあるグウィンの顔を見る。

　肌は混じりけのないミルク色で、艶つやがあって柔らかそうだった。思わず触ってみたくなるが、ダナが目を光らせていたのでなんとか耐えた。

　瑠る璃り色の瞳ひとみのまわりに、淡く光る長い睫まつ毛げが生えている。目に入るのではないかと思わず心配になるような長さだ。

　それに金色の髪の毛──間近で見ると、いっそう光に透けていた。光の輪ができ、冠のようだ。とてつもなく毛並みの良い猫を連想した。

「よしよし。これでよかろ。あとはものを食すときに気をつけるのだ」

　軟なん膏こうを塗り終わり、グウィンが少し身を離す。言われずとも──と白はく火びが内心で言い返したとき、ふと金色の髪の中に歪いびつな色を見た。

　左の首の後ろ側に、ほつれた髪がある。その髪が変色していた。

　光の加減ではなく、色のない一房。際立って美しい金髪だったから、色あせたその部分が悪目立ちする。

「……白髪？」

　ごく何気なく、白火は思ったことを口にした。

　間近にある瑠璃色の目が見開かれる。だが次の瞬間、ガタッと音がした。

　グウィンは変色した髪を手で庇かばい、飛とび退のいていた。小こ壺つぼと木き匙さじが床に転がっている。

（え？　な、何だよ……）

　ただ、白髪があると言っただけだ。

　先ほどみたいな反応をされるのかと思ったが、今度はグウィンの顔は赤くなるどころか青ざめている。

「あ、あなた……!!」

「──ダナ。後を頼む」

「は、はい姫様……!!」

　グウィンは顔を逸そらし、髪を手で庇ったまま部屋を出て行く。

　白火は目を瞬またたかせてそれを見た。いったい何なのか──。

　入れ替わるように今度はダナが白火の前にどかっと座った。眉まゆがつり上がり、大きな目の中の瞳どう孔こうはぎゅっと絞られている。

「あなたどういうつもりなの!?　姫様に手当てしてもらっておきながら、いきなりあんな……最低じゃない!!　正式な決闘までしておきながら侮辱するなんて……!!」

　真剣に面と向かって罵ば倒とうされ、白火は更さらに困惑する。

「いや……、わけわかんないけど、何で？」

「何言ってるの!!　最低最悪の侮辱じゃない！　姫様がお優しい方でなければ叩たたき斬きられていたところよ！」

　ダナは本気で腹を立て、怒っているように見えた。だがそうするほど、なぜ怒られるのかわからない白火との温度差は開いていく。

　白はく火びが顔をしかめていると、ダナが怪け訝げんそうな顔になる。

「……もしかして、ほんとにわかってないの？」

　白火はうなずく。

「侮辱って何だよ。なんで僕が、グウィンを侮辱しなきゃ、いけないんだ」

　痛む口内に耐え、言葉を絞り出す。

　するとダナは困惑と疑いがまじったような表情をして、渋々説明した。

「人間ナールだからわからないってことなのかしら……。あのね、ソウガの一族にとって、毛並みの美しさはとても重要なことなの。王家の方々にとっては特にそうよ」

「……なんで？」

「なんで、って……」

　すぐさま聞き返した白火に、ダナは呆あきれ返ったようだった。

「王家の方々は神獣《テンガイ》の末まつ裔えいなの。この地に最初に降臨し、あらゆる獣けものの守護者であり支配者となった偉大なる獣。《テンガイ》は鋼はがねをも切り裂く爪つめと、岩をも砕く牙きば──そして絹のごとき光沢を持つ、非常に美しい体毛に覆おおわれていたの。《テンガイ》の末裔は、いかなる武器よりも己の爪と牙を、そして美しい体毛を備えていて当然なのよ。あなたたち人間だって、支配者の階級は見目を気にして飾り立てるんでしょう？」

　白火は首を傾かしげた。人間の王族貴族と接したことはないが、言われてみればそうかもしれないと思う。

「白髪っていうのは……体毛の褪たい色しよく。老いと弱さの証あかしなのよ。老いて戦えなくなった者の証、あるいは戦士として恥ずべき、恐怖に支配された者に現れる烙らく印いんなの。だから、白髪があるなんて冗談でも、口が裂けても言ってはだめ」

　顔をしかめたダナに強く言い聞かされ、白火は気け圧おされてうなずくしかなかった。

　白火にはいまいち実感がなかったが、そもそも人間のこともよくわかっていないのだ。《獣の末裔テイア・メンシユ》に至っては謎なぞの塊かたまりでしかない。だから、そんなものかと納得することにした。

（でも……、グウィンには白髪があったんだよな）

　老いが原因とは思えない。だとしたら、別の原因なのか。

　決して口には出さなかったが、ダナもどことなく気まずく、事実から目を背けているような、あえて触れないようにしているようにも感じられた。

（……何があったんだ？）

　ただ、そんな疑問を抱いた。

　だが眉まゆをつり上げたダナが叫ぶ。

「……理由がわかったなら、さっさと姫様に謝ってきなさい！　誠心誠意、心から、めりこむぐらい跪ひざまずいて謝りなさい!!」

　白火は部屋から叩たたき出だされた。




　白火は仕方なくダナの言葉に従い、グウィンを追いかけた。部屋から叩たたき出される際にダナが付け足したのは、たぶん屋上、という短い一言だった。

（……そういえば僕は怪け我が人にんじゃなかったか？）

　あまりの扱いにそんなことを思ったが、怪我人だからといって優しくされた記憶はなかった。他人が気遣われる様子を見たことがあるぐらいだ。

　白はく火びは手当てされた頰ほおを無意識に撫なでつつ、屋上に向かった。

　階段を上って扉を抜けると、グウィンの姿はすぐに見つかった。白いマントのたなびく背を向けて、遠くの風景を見ている。

　白火はわずかにためらったが、無造作に近づいた。

「……あのさ、グウィン」

　そう声をかけるが、この距離なら聞こえているはずのグウィンは振り向かなかった。

「悪いこと言ってるつもりはなかった。けど……、なんか、悪かった」

《封ほう命めい具ぐ》以外のこととなると、とたんにもつれる言葉をなんとか絞り出す。

　グウィンはこちらを見なかったが、ん、と肯定とも否定ともわからぬ曖あい昧まいな返事をした。そして無意識にか、白髪のある箇所を手で押さえる。だが少ししてそれに気づいたのか、手を握りしめて下ろした。

　長く深いため息が聞こえた。

「……いや、すまぬ。これも、妾わらわがまだ弱い証拠だ」

　やや落ちついた声が言って、再び長い息を吐いた。

　白火は困惑した。

「……弱い？　グウィンが？」

　つい先ほど、渾こん身しんの右みぎ拳こぶしを文字通り体で味わった白火としては、大いに疑問を感じる言葉だった。

　グウィンが息だけで笑う。

「……聞いてくれるか。つまらん話になってしまうのだが」

　ぽつりとそんな言葉をこぼす。

　白火は数度瞬まばたきをすると、返事の代わりにもう少し歩いて、グウィンの隣に立った。

　そのまま、グウィンが話し出すのを待つ。だが隣の王女はすぐには切り出さなかった。

　しばしためらうような沈黙があり、白火はぼんやりと遠くの景色を眺めた。

　そうしてようやく、グウィンは口を開いた。

「二年前……《トゥーレス平原》で大きな戦いがあった。知っているか？」

「……知らない」

　素直に言うと、グウィンが少し笑った。

「貴き殿でんはずっと山奥に引きこもっていたのだったか……。我々《獣の末裔テイア・メンシユ》の住むこの《神獣降りし大地フオアフアーレン》の北に小さな島がある。この地を侵略すべく南下してきたカースの軍勢と、《獣の末裔》の戦士たちがそこで戦ったのだ。当時、レーヴェの一族さえも我々と一緒に……《獣の末裔》の連合軍として共に戦った」

　初めて耳にする話に、白はく火びは興味を引かれた。

「……妾わらわも参加した。大きな戦いはあれがはじめてだった。異なる部族の《獣の末裔テイア・メンシユ》たちがあれほど集まり、一時とはいえ味方として戦うなどかつてないことだ。妾は奮い立った。感激した。それで、愚おろかで浅せん慮りよなことに……勝利を確信した。負けるはずがない、あとはいかに多く手柄をたてるか、武ぶ勲くんをたてて勇敢な戦士と認めてもらうかということばかり、考えていた……」

　語る声はやがて別人のように沈んだ。長い睫まつ毛げが伏せられ、翳かげった瞳ひとみは足元を見る。

　最後まで聞かずとも、白火にはその戦いの結末が察せられた。

「負けたのか」

「そうだ。いまでも信じられぬところがある。数で多少劣っていたとはいえ、平原での正面衝突、人間よりはるかに強きよう靭じんな《獣の末裔》の戦士たちが集まっていたというのに……」

　白火は眉まゆ根ねを寄せる。──なら、なぜ。

「《皇帝の十二刃》……そのうちの三人ほどが、敵側にいた。そしてそのたった三名に、我々は壊滅的な打撃を受けたのだ」

　白火は目を瞠みはった。

「《皇帝の十二刃》……？　なんだそれ？　でも、たった三人だろ？　何があった？」

　いかに凄すご腕うでの戦士であっても、三名で大軍に大打撃を与えることはできない。《獣の末裔》相手ならなおさらだ。あるいはよほど有能な将なのか──。

　グウィンの声が一段と沈んだ。

「カースが玉座について間もなく、十二人の騎士を選んだと言われている。カース直属の騎士、それが《皇帝の十二刃》だ。たった十二人しかいない……、だがその十二人の人間が現れてから、カースの征服は加速し、ことごとく勝利した。我々《獣の末裔》側も例外ではなかった」

　たった十二人。その言葉にこめられたものを感じて、白火も知らず口を閉ざした。

　その十二人すべてが卓抜した武人であったとしても、征服を突然加速させることなど可能なのか。ましてそのうちの三人で《獣の末裔》相手に圧勝できるものなのか。

「妾は、《トゥーレス平原》での戦いにおいて、十二刃の一人……《跳躍》のオースと対たい峙じした」

　いや、と抑えた声で付け足して、グウィンは首の後ろに手をやった。首筋の髪を隠そうとするかのように。

「対峙、とも言えぬな。妾は何もできなかったのだ。ただ……惨みじめに、愚かに、傍観していた。オースは人間とは思えぬ脚力を持っていた。人間どころではない、我々ソウガよりも、他のどの《獣の末裔》よりも高く飛び、早く駆ける足──地を抉えぐる蹴けりを放つ足だ」

　グウィンが、髪に触れる手に強く力をこめた。

「──あいつの一ひと蹴けりで、大地が爆はぜた。舞い上がった土、砂さ塵じん……仲間だった戦士たち。強靭な体が、ちぎれてもののように飛ぶのだ。あいつは馬にさえ乗らず、武器らしい武器は一つも手にしていなかった」

　白はく火びは言葉を失った。グウィンの、必死に感情を抑える声がかえって薄気味悪く聞こえた。にわかには信じられない表現だった。だがグウィンの顔に戯たわむれはない。

　グウィンの表現が、過剰ではないとしたら。

（……まさか）

　ある疑念が、白火の頭に浮かぶ。だがそんなことがあるはずがない。

　瑠る璃り色の目が歪ゆがんだ。

「妾わらわは……妾は、その丸腰の人間相手に、恐怖した。立ち向かっていけなかった。仲間が殺されているのに、重い怪け我がを負って地に伏している仲間がいたのに、背を向けた。敵オースの前から、逃げたのだ。誇り高く勇敢なソウガの一族……その王家の人間でありながら！」

　抑えた声が、堪こらえきれなかったようにかすれる。鋭く吐き捨てた言葉は、だがどこか悲鳴のようにも聞こえた。

「妾はずっと……勇敢な戦士でありたいと思ってきた。たとえ女の身であっても、実力で認めさせる、自分ならそうなれると、あの戦いまで傲ごう慢まんにも思い込んでいた。だが、結果はこの様ざまだ。妾は兄上のように恵まれた素質もなく、勇敢ささえもない……無力な臆おく病びよう者ものだと、思い知らされた」

　王女は唇を嚙かむ。そして、首筋のあたりで髪をつかんでいた手を解いた。その手で、髪をまとめていた留とめ具ぐを引き抜く。

　輝く蕾つぼみが花開くかのように、金色の髪が解ほどけて広がった。ごく淡い芳香が漂う。

　白火は思わず、艶あでやかな髪の見事さに見入った。

　グウィンの指が、髪を一房つまみあげる。その色を見て白火ははっとした。

「……貴き殿でんの言う通り、妾の髪は、一部白くなっている」

　白火は黙る。やはり、見間違いではないらしかった。

　そして、ダナが渋々ながら教えてくれた意味──。

「トゥーレスでの戦いでこうなった。これは臆病者の証あかしだ。心底恐怖し、怖おじ気けづいた者を糾弾する烙らく印いん。強く美しく誇り高い、《テンガイ》の末まつ裔えいにあってはならぬ印……」

　長い髪が風をはらんで揺らめく。見事な金色の鬣たてがみにも見える。

　瑠璃色の目が白火を見た。

「あの戦いから、妾は強くなろうと努めてきた。だがあの日の、弱く卑ひ怯きような自分を克服できているのかどうかわからぬ。もっとも重要な場でまた怖じ気づいたら？　動けなかったら？　あまつさえ──逃げ出すようなことがあったら？　……そう思ってしまう」

　ためらい、吐き捨てるように言ってグウィンは唇を嚙んだ。

「……貴殿に指摘されてとっさに背を向けるようでは、妾はまだ……未熟にすぎるようだ」

　白火は返す言葉を持てなかった。気の利いた言葉を返せるほどの経験も、頭の回転も持ち合わせていない。誰だれかに、こんなふうに打ち明けられるのもはじめてだった。

　息苦しいな、と思う。こういう話は好きではない。

　白はく火びはぎこちなく息を吐いた。ただ、思ったことを口にする。

「……あのさ。実は僕もあるんだけど」

「？　何が……」

　白火は頭こうべを垂たれ、グウィンに頭頂部が見えるようにした。髪を適当にかきわける。

　グウィンが息を吞のむ気配がした。

「白髪。普通にあるぞ」

「な……っ!!」

「だから、白髪がなんか悪いとか言われてもよくわからない。僕は気づいたら結構あったし」

　グウィンは目を見開き、言葉を失っていた。

「……といっても、特別に臆おく病びよう者ものってわけじゃない。ただ、むかつくこととか嫌なことを沢山経験すると白髪になりやすいってだけだ」

《封ほう命めい具ぐ》に関すること以外はどうでもいいとはいえ、無駄に臆病者と思われるのも癪しやくなので一応付け足す。

　グウィンがまともに返してこないので、白火はまた困惑した。なんとか言葉を探して、口にする。

「……《封命具》を使えば、いいだろ」

「な、何……？」

「だから、《封命具》。武器。それがなかったから負けたんだ」

　負けた、という言葉にグウィンが敏感に反応する。

　白火は続けた。

「手っ取り早く強くなるには、強い武器を使えばいい。もちろん、持つだけじゃだめで、使いこなすための技量が必要になるけど」

「……それは、わかるが、妾わらわが言っているのは、そういうことでは……」

「じゃあ、あんたは何のために僕と取り引きしたんだ？　何のために、僕の《変幻流転》を必要としたんだ？」

　白火がやや苛いら立だって言うと、グウィンははっと息を吞んだ。

「そもそも武器は、所有者の能力を補うものだ。持ち手の心のあり方を反映するものでもある。能力を過信したり、無駄に気が大きくなったりする反面──弱さを補い、臆病者にも戦う力を与えてくれる」

　瑠る璃り色の目が大きく見開かれる。瞳どう孔こうが丸く膨らんで、あどけない少女の顔になるのを白火は見ていた。

　その表情を見て、白火は不思議と考えがまとまった。自然と、そうしようと思えた。

「あんたに武器を作ってやる。僕の《封命具》を使え。最前線で戦って勝って、負けたことなんて忘れろ」

　グウィンを真正面から見て、宣言する。

　ソウガの王女は、一瞬水でも浴びせられたかのような顔をした。深い青の瞳ひとみが、波紋を描くように大きく揺れる。だが次の瞬間その頰ほおに熱がのぼった。

　グウィンは薄桃の唇をきゅっと引き結び、白はく火びの言葉を深く飲み込もうとするかのようにうなずく。

　王女でも戦士でもなく、純粋な少女のようなその仕草に、白火はますます狼ろう狽ばいした。

　出会ってすぐに押し倒してくるような女に、こんな繊細な一面があるとは思いもしなかった。

（……そういえばグウィンは女だった）

　別に男と思っていたわけではないが、はじめてその意味を強く実感した。

　動揺する白火とは裏腹に、グウィンは赤い頰を、手で忙せわしなく拭ぬぐう。

「貴き殿でんには本当に……、参ってしまうな」

　なんだか照れているような声だった。少しして、くびれた腰に両手を当て、白火を見た。

「いまのはなかなか、かっこよかったぞ。貴殿もなかなかの自信家ではないか」

　少し悪戯いたずらめいてそう言い、えへへ、と笑った。ただの少女みたいに無む垢くな笑顔だった。

　白火はなぜかますます混乱した。──しばらく動どう悸きが止まらなかった。




　まずグウィンの武器をつくる、と決めてからの白火の行動は早かった。むしろ、どうしていままでそうしなかったのかと自分でも不思議なほどだった。

　前線部隊の核となるグウィンの《封ほう命めい具ぐ》を起点として、あとはそれを補完する形で他の《封命具》を作っていけばいい。

　意外に悩みの多いらしいグウィンのためにも、ちょっと気合いを入れようと思った。

　そんな中、白火をひどく不機嫌にさせる事件があった。

「……基材がなくなった？」

「め、面めん目ぼくない。その、どうやら紛失したようで……」

「紛失？　どこで。誰だれが。あんたら、武器なんて使わないんだろ」

　思わず攻撃的な声になって反論すると、白火のもとへ基材をかき集めてくる係らしいソウガの民がうなだれた。耳が垂れ、尾が萎しおれている。

　目の前の男本人が紛失したのではないだろう、と白火の頭は理解する。だがそれで苛いら立だちが収まるものでもなかった。

「あのさ、これがはじめてじゃないよな。もう三回目ぐらいだろ」

「……まことに申し訳──」

「いや謝るんじゃなくてさ。原因を知りたいし、同じ失敗を繰り返してほしくないだけだ」

　白火は不機嫌なまま黙り込んだ。

（……もしかして、誰かに邪魔されてんのか）

　かつて他人の下ではたらいていたとき、兄弟子とかいう立場の見習いに基材を隠されたり、制作途中のものを隠されたり壊されたりしたことがある。

　とっさに、グウィンの兄──ティーガの顔が浮かんだ。自分を敵視していたし、それゆえにいやがらせをしているのではないか。──そうかもしれないという気持ちと、それはさすがにないのではという気持ちがせめぎあう。

　白はく火びは苛いら々いらと頭をかいた。

　グウィンの《封ほう命めい具ぐ》だけでなく、前線部隊のものや、最低限テンペル防衛のために備えるための武器も作らなければならないというのに。

　山奥に引きこもってから久しく感じたことのなかった焦りと怒りだった。

　落ち着かず、室内を歩き回る。

「進しん捗ちよくはいかがですか！　……ってあれ、鍛冶屋さん何を徘はい徊かいしてるんですか？　不審者になったんですか？」

　ほとんど足音なく走ってきたダナが部屋の入り口に立っていた。白火は一いち瞥べつだけすると、無視してまた歩き回った。

「む、むむ？」

　ダナは訝いぶかしげな顔をした後、肩身が狭そうに立ち尽くす調達係に話しかけた。ぼそぼそと二人の間で声をひそめた会話が交わされる。ダナの大きな目が見開かれた。それから、難しい顔になる。

　白火は一人うろうろと歩き回っていたが、やがて立ち止まった。

（腹が立とうが、誰だれかを疑おうが、作らないと間に合わない）

　そう思い直して、並べて積み直しておいた基材の囲いの中に座った。もう一度深呼吸をして、雑念を払うべく基材を磨きはじめた。




　だがしばらくして視線を感じ、白火の集中は一時中断した。恨めしげに目を上げると、尻尾しつぽをゆらゆら振りながら手元を覗のぞき込こんでくる少女の姿がある。大きな目はより丸くなりきらきらと輝いていた。

「……気が散るんだけど」

「お構いなく！　私は大丈夫ですので！」

「いやだから、僕の邪魔をするなっていう……」

　白火は脱力しそうになった。心を落ち着かせて集中を高めたいというのに、横でうっとうしいぐらいに観察されては気が散る。

　なんのために、一室まるごと作業部屋としてもらいうけたと思っているのだろう。

　──しかも気づけばダナの傍らにもう一人いる。

「……アミラ？」

「は、はい……っ」

「なんであんたまで。というかいつの間に……」

　気づけばダナの隣で息をひそめて見守る白く小柄な姫君がいて、白火はなんとも言えない顔になった。アミラは焦ったような顔をする。

「ご、ごめんなさい。白はく火び様の仕事場を見学できると聞いて、つい……」

「そうですよ！　私が一緒に見に行きましょうとお誘いしたんです！　けちなことを言わずにどどーんっと見せてください！」

「アミラはともかくあんたは帰れ。いますぐ帰れ」

「いやですっ！　アミラさんを贔ひい屓きするならわたしも贔屓してください！　そもそも邪魔なんてしていませんよ!!　あなたが極めて集中していそうなときは遠慮しているじゃありませんか！　流れ作業のようなことをしているときにだけ見学しているのです！」

　白火は思わず黙った。辟へき易えきしたのもあるし、少し意表を突かれたからでもあった。

（……なんでそういうことだけ目め敏ざとく見分けるんだこいつ）

　グウィンの《封ほう命めい具ぐ》を作っているときは確かに誰だれにも邪魔をさせないが、いまは基材を磨いたり、防衛用の《封命具》を作っているところだった。前者はともかく、後者も見るからに手癖で作るというようなことはしていない。

　アミラが、おずおずと言った。

「あの……、わたしにも、お手伝いできることはないでしょうか……？」

「そうです！　一人より二人、二人より三人！　《封命具》に取り組む人間は一人でも多いほうがいいでしょう！　私もいずれはあなたのように──」

「……いや無理だからそれ」

　白火は反射的に突っ込んだ。それから少しむっとする。

「《変幻流転》は誰にでもある能力じゃない。僕は、僕以外にこの力を持った人間を見たことも聞いたこともない」

「そ、それは……確かにそうかもしれませんが……っ」

「無理。鍛冶屋になることはできても《封命具》をつくるのは無理。絶対無理。諦あきらめろ」

「そこまで断言しなくてもいいじゃないですか──!!」

　ダナが叫び、うわぁんと露骨に泣き出す真ま似ねをする。

　何を言われようと無理なものは無理であるし、《変幻流転》の力にそれなりの自負を持っている白火としては譲れなかった。

（……そういえば、グウィンはどうやって僕の力のことを知ったんだ？）

　白火は表舞台に立ったことがなく、名前さえも出たことはない。

　ダナよりも年下のカナリア少女はおろおろと視線をさまよわせた後、腕の代わりに生えた翼を伸ばし、泣き真似をするダナの頭をぎこちなく撫なでる。うわーん、とダナがアミラに抱きつく。アミラはびっくりしたように瞬まばたきをしたが、おずおずとダナを受け止めた。

　小柄とはいえ、少女の大きさの翼がダナを包み込む様に、白火は思わず目を奪われた。その羽根の大きさや色いろ艶つやの美しさもさることながら──。

「……もふもふ」

　いや、ふさふさだろうか。なんという魅力的な羽毛だろう。とても温かそうだ。

　ふいにダナが顔を上げ、勝ち誇った顔で白火を見た。












「いいでしょう！　とってもあったかくて滑らかでうっとりです!!」

「……あのさ、アミラ？　一回でいいから僕も──」

「なっ、何言おうとしてるんですかこのド変態!!　ド変人という罵ば倒とうだけでは飽き足らず変質者と言われたいのですか!?」

「いや一回でいいんだ、それだけきれいな翼の羽毛ってどんな感じか味わってみたいから──」

「にっ、にじりよるなこの変質者──!!」

　ダナが背に庇かばったアミラに、白はく火びは熱心に言いい募つのって距離を詰める。

　アミラは一瞬怯おびえたような顔をしたが、罵倒するダナと一心に迫ってくる白火を戸惑いながら見比べた。そしてためらいがちに、小鳥がさえずるような声で言った。

「あ、あの、わたしの翼に興味がおありということでしたら……」

「おお」

「おお、じゃないですよこの変態鍛冶屋!!　アミラさんも負けちゃダメです！　断固拒否するんですよっ！」

　ダナの全力の防衛を突破すべく白火がにじり寄ったところで、笑い声がした。

「何やら賑にぎやかではないか」

　そんな声が聞こえて、白火は部屋の扉のほうへ顔を向けた。グウィンが入ってくる。

　なぜか白火は、ぎくっとした。

「ひ、姫様ぁ！　助けてください！　この変態鍛冶屋ときたら、いたいけなアミラさんを弄もてあそぼうと……っ！」

「何？」

「違う！」

　白はく火びは全力で遮ろうとしたが、ダナの早口かつ高い糾弾の声に敗北した。

　白火としては大いに異議を唱えたい説明を聞くうち、ソウガの姫君の気高い三角耳が、一、二度ぴこっと動いた。それからピンと立ち上がる。端整な顔から一瞬笑みが消える。

「……つまり白火殿はアミラ姫に無む体たいをはたらこうとしたと」

「ち、違う！　ただ翼のふさふさ具合というか、感触とか保温性を確かめたかっただけだ!!　美しい構造や優れた機能には興味を引かれるだろ!?　触りたくなるだろ!!」

「触り……、そんなにふさふさは魅惑か。抗あらがいがたいか、ふさふさ。貴き殿でんはふさふさのためなら欲望剝むき出だしに迫ってしまうド変態であったか。ふさふさ」

「悪意しかない曲解はやめろ！」

　ダナには抗議され、グウィンには冷ややかな目で見られ、白火の味方はいなかった。アミラ一人がおろおろと三者を見ている。

「……あーもう、とにかく本題！」

　面倒くさくなって白火は無む理り矢や理り話題を変えると、グウィンはまだ疑惑の目を向けつつも、いったん息を吐いて、言った。

「……前線部隊はなんとか組めそうだ。心配ない」

　白火の案を実行するため、グウィンは率先して、《封ほう命めい具ぐ》を持って最前線へ出る精鋭部隊を組織している。これはと思う者に声をかけ、《封命具》への抵抗がある場合は説き伏せる、ということをして回っていた。

「して、貴殿も妾わらわに用件があるのだとか？　あいにく、妾にふさふさはないぞ」

　どことなくすねたような声で言われ、白火は黙った。無言で手招きする。グウィンが不思議そうな顔をしながら、素直に近づいてくる。腕を伸ばせば届く距離で立ち止まった。

　白火は両手を伸ばした。おもむろにグウィンの両肩に触れる。

　細い肩がびくっと震えた。体が硬直する。

（……結構細いな）

　ダナがなぜか悲鳴をあげる。

　それに構わず、白火は手を下ろしてゆき、肩から肘ひじ、肘から手、そして脇わきの上から下にも──

「ば、ばかもの──っ!!」

　グウィンが突然叫び、白火を突き放して後ろに飛とび退のいた。腕で自分の体を抱き、庇かばうようにする。

　白火は訝いぶかり、逃げるなと言おうとした。だが脇腹に不意打ちを食らい、うおっ、と声をあげた。体を折りつつ抗議しようとする。

「……なんですかあなたは？　突然死にたくなったんですか？　ずいぶん遠回しな自殺方法ですね？　アミラさんだけでは飽き足らず私の姫様に無礼をはたらくなんて、よほど苦痛に満ちた死がお望みのようですね？」

　犯人──ダナが右手を握ったまま底冷えするような声で言った。大きな目に輝きはなく、こめかみに青筋が浮くのがまざまざと見えるようだった。小さな手をぼきぼきと鳴らしている。

　白はく火びの本能は危機を訴えた。

「ちょっと、待て……誤解するな」

「誤解？　遺言はそれだけですか？」

　ダナが足音もなく距離を詰める。開いた指の先から、長い爪つめが伸びていた。──獲物を狩るために振るわれる、獣けものの爪だった。

　白火はたじろぐ。いったい何だ、なぜダナはいきなり自分を攻撃しようとしているのか。こんなときにすぐに言葉が出てこない喉のどがもどかしかった。

「……ま、待てダナ。一度、白火殿の言い分を聞こう」

「ですが、姫様！」

　他ならぬグウィンが正気を取り戻したように言って、白火はほっとした。振り向くと、ソウガの姫君は落ち着いて白火を見ていた。端整な顔には慈愛に満ちた微笑さえ浮かんでいる。金色の産毛に覆おおわれた耳はピンと立っている。

　──そしてダナよりも音高く拳こぶしを鳴らしている。

「理由があるなら聞こうか？　もっとも、聞くに堪たえない言い訳であった場合はどうなるか、貴き殿でんならわかっていような？」

　白火の頰ほおが引きつった。グウィンの目は笑っていなかった。




「……寸法をはかる？」

「──のようなもんだ。個人専用の武器をつくる場合、そいつの体や能力に合わせる必要がある。服や、鎧よろいと同じ」

　だからグウィンの体や筋肉の付き方などを確かめていたのだ──と白火が懸命に説明すると、グウィンは少し眉み間けんに皺しわを残しながらも、いからせていた肩から力を抜いた。

「ふむ、そう言われれば理にかなっているようだ」

「姫様！　それは方便かもしれませんよ！　この鍛冶屋ときたら、とんでもない下心の持ち主ですし！」

「……あのさ、あんた、今度から僕の仕事を見学するの禁止な。一切。絶対」

「な、何でですか!?　理不尽です!!　納得できません!!」

「それ一言一句全部、僕の台詞せりふだよな？　あんたの台詞じゃないよな？」

「──まあまあ。それで、妾わらわ専用の……《封ほう命めい具ぐ》はいつできる？」

　語尾に行くにつれ、その声がどこか弾はずんだような響きになる。期待と興奮を隠しきれないようだ。

　白はく火びは少し考えて答えた。

「試作品、というような形になるけど、明後日あさつてぐらいにはできると思う」

「お、おおおお!!　楽しみにしているぞ!!　では何を封じるかは事前に教えてくれ！」

　獣けものの姫君はぱっと顔を明るくし、瑠る璃り色の目を輝かせた。先ほどの怒りはもうなくなったらしい。

　率直な期待と喜びように、白火のほうが少し面食らってしまう。グウィンの目には、一切の皮肉も疑いもなかった。

（……こういうふうに全力で期待されるってこと、なかったな）

　人間の鍛冶屋にまじって働いていたときは、まず向けられたのは疑いであり、蔑さげすみだった。見世物小屋の、珍しくて醜悪なものを見るような目。あるいはこちらを利用することしか考えない狡こう猾かつな目。

　だからグウィンの反応は、なんだかこそばゆい。

「……そういえばさ」

「ん？」

　グウィンは小さく首を傾かしげる。

「あんたは、なんで僕が《変幻流転》の力を持ってるって知ったんだ？　僕が山奥にいることも、なんで知ってた……？」

　白火が言うと、グウィンは瑠璃色の目を瞬またたかせた。金色の三角耳もかすかに動く。その横で、ダナもそういえば、といったような顔をする。

「ああ、それはだな。叔お父じ上うえの日記に書いてあったのだ」

「……叔父？」

「うむ。叔父上は変わったお方でな。ソウガの中では唯一武器の重要性を考慮していたお方で……更さらに知見を広めるといって、人間の世界を旅した方だ。それを日記に書き残しておられたのだが、これがまたすごく面白いものでな」

　深い青の目が好奇心できらきらと輝く。

「叔父上の日記には、貴き殿でんのことが書いてあったのだ。《異なる二つのもの、命なきものと生物とを融合させ、驚きよう嘆たんすべき道具をつくりあげる力……更に驚くべきことは、その力の持ち主はまだ幼い少年である》と。貴殿は、叔父上のことを覚えておらぬか？　ソウガの者と以前、会ったのでは？」

「……知らない。覚えてない」

　白火は頭を振る。他人の名前や顔を覚えるのはあまり得意ではないとはいえ、《獣の末裔テイア・メンシユ》のように目立つ存在を見かけたら少しは覚えているはずだ。

　ダナが大きな目を輝かせ、身を乗り出した。

「……ということは、あなたは幼くして、自分の工房を持っていたりしたのですか!?　あるいは弟子がたくさんいたのでは……!?　その力があれば、財も名誉も地位も思いのままではないですか！」

　興奮したように言う。

　白はく火びは思わず眉まゆ根ねを寄せた。苦さを口内に感じた。──だが、そんな自分に驚く。まだこんな感傷を覚えるのか。

　浅くため息をついて、余計な感情を追い払おうとする。

「……別に、そういうことはなかった」

「えっ！　ですがそんな力を持っていたのに……！」

　ダナは素直に驚き、反論してくる。グウィンもまた驚いたような顔をしていた。

　白火はじわりとした苛いら立だちを感じた。

「あんたの仲間と同じ。得体の知れない力、って馬鹿にされてまともに扱われなかった。それか、ちょっと頭の回るやつは僕の作品を横取りして、自分の作品だって言って貴族たちに取り入ったりしてたけど」

　グウィンとダナが息を吞のむ。

　見たこともない奇妙な力を持った子供──家族も友人も金もない子供が、外に放ほうり出だされたらどうなるかは考えなくともわかることだった。

　それでも白火が生き残ったのは《変幻流転》の力ゆえだった。

「……僕は、クソみたいな職人の見習いや下働きとしてはたらいて、工房を転々とした。たいがいの親方は盗用野郎に成り下がっていったけどな。あんたの叔お父じはたぶん、それを見抜いたんじゃないのか」

　白火は無感動に言った。

　だが腹の底で、薄暗いものがうごめくのを感じた。──グウィンの叔父とやらを知らないのは、たぶん、会ったことがないからだ。

　それはつまり、グウィンの叔父は、こちらが搾取される様を見抜いて──ただ見ていただけということになる。

　助けてはくれなかったのだ。

　白火はそんなことを思い、怒りが熾おき火びのように燃えるのを感じた。そんなものは、とうに隠居前に置いてきたと思ったのにもかかわらず。

（──誰だれも助けてはくれない。当たり前だ。いまさら怒るようなことじゃない）

　通りすがりの《獣の末裔テイア・メンシユ》に助けを期待するのもおかしな話だ。人間でさえ助けてはくれなかった。怒鳴り、脅おどし、ときとしてなだめすかし、監禁まがいのことをする者にしか会ったことはない。

　グウィンは重く口を閉ざしていた。ダナも気まずそうに目を逸そらしている。

　白火は肩をすくめる。

「まあ、《変幻流転》は僕にしかない力だから。盗用したくなる気持ちはわからないでもない。絶対に許さないけどな」

　うむ、とグウィンが低い声でうなずいた。

「……叔お父じ上うえは貴き殿でんにたいへん興味を持っておられた。この少年一人の力で世界が変わるかもしれない、と書いておられたのだ。だが途中で貴殿を見失ったらしくてな。その後、世界を旅しながら貴殿を探したらしいのだが、どこにも貴殿の姿も名も、噂うわさも聞かなかったというのだ」

「……ふうん……」

「貴殿ほどの才が噂にも出てこないのはおかしい。この世を去ったか、もしかしたら人の噂にのぼりようのない別天地──つまり《獣の末裔テイア・メンシユ》の地へ行ったのではないか、と叔父上は推測されていた」

　白はく火びは奇妙な心地でそれを聞いた。同じ人間でさえ誰だれも自分に興味を持たなかったというのに、《獣の末裔》がそこまで興味を持っていたとは。しかもこちらが知らぬ間に、と考えると少し気持ち悪いようにも感じる。

「……あんたはその憶測を信じて、僕を探したのか」

「うむ！　何度も城を抜け出してな、野の獣けものたちの協力も得て探し回ったのだ！　山奥に小屋を見つけたときは、それはもう毛が逆立つほど嬉うれしかったのだぞ!!」

　グウィンはとたんに得意げな顔になって笑う。何度も城を抜け出して、というところでダナが驚いて焦ったような顔をする。

　グウィンの脳天気で晴れた空のような笑顔に、白火はふっと毒気を抜かれた。

『ずっと貴殿を探していたのだ!!』

　初対面のときの、嬉しそうな叫びが耳の奥に蘇よみがえる。

　白火は、当時とは少し違った気持ちでそれを思い起こした。

（……そうか。こいつは、ずっと僕のことを探してたのか）

　改めてそう思うと、不思議に感じた。それは決していやな気持ちではなかった。
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　歩ほ哨しように立つと言って、彼らはテンペルの外──城壁の周りを歩いた。敵カース軍の姿は既になく、彼らにとっては他のソウガの目がない城壁の外こそいまもっとも安全な場所だった。

　昼時の明るい日光が地を照らすも、彼らの表情は陰いん鬱うつだった。

　ソウガの男たちが三人──みな難しい顔をし、見回りをしながら声を潜めて言葉を交わす。

「……あの姫君ときたら、目障りなだけでなく余計な真ま似ねを……」

　一人がそう言うと、もう二人もうなずいた。それぞれ、ソウガ＝ルリ＝グウィンに向かって呪いの言葉を吐く。

　想定外の事態に、彼らは焦っていた。

「……どうすればいいのか」

　一人が言い、他の二人も同意するようにうめいた。

　──こんなはずではなかった。

　ソウガの一族は血を流さずに人間側に降伏し──新たな秩序を得るはずだった。

　その秩序のもとで、彼らは新たな地位を得るはずだった。血統に恵まれず、ティーガという絶対者が生まれてしまった時代で、彼らが上へのぼりつめる方法はそれしかなかった──逆に言えば侵略者たちを利用することで、のぼりつめるための千載一遇の好機が生じたのだ。

「人間共の増援はいつ来る？」

「わからぬ。しかし、こちらの前線部隊とやらが態勢を整えるほうが早い」

「少数なのであろう？　整ったところで、大した問題にならぬのでは？」

「……あの鍛冶屋まがいが、動いている」

　一人が鍛冶屋まがいと苦々しげにつぶやいたとたん、他の二人も顔をしかめた。

「グウィンが連れてきた人間か……。わけのわからぬ力を使う。ティーガもはじめは邪道と言って反発したくせに、懐柔されおって……情けなや」

「──その鍛冶屋を妨害することはできんのか」

「資材をいくつか紛失させた。だがあまりにも動くとこちらの手の者であることが露見する。それに最近は、グウィンの侍女……ダナが間に入って監視のようなことをしている」

「子供一人の目ぐらい誤ご魔ま化かせるのでは？」

　軽く言い返した《獣の末裔テイア・メンシユ》に、もう一人の《獣の末裔》が疎うとましげな顔をした。

「あの子供は妙に目め敏ざとい。鍛冶屋に入れ知恵されたのか、いちいち執しつ拗ように点検して確かめおる」

　一人が忌いま々いましげに吐き捨てると、もう一人がうなった。ではどうするべきか、他に打つ手はないのか──話は結局元に戻る。

「……だが我らの計画は露見しておらぬ。ともかく露見しないように立ち回り、人間共がソウガ王族を再び降くだすところまで傍観していれば……」

　他の二人が同意する。打つ手に悩むとはいえ、彼らはそこまで切迫していなかった。まだ安全な立場にいることは変わりなく、あとはいかに機を見計らって行動するかということだけだった。

　現状維持、状況の観察──しばらくは動きを潜めるということで彼らの意見は一致する。歩ほ哨しように偽装した密謀を終え、城へ戻ろうとする。

　だがふいに、頭上高くに鳥の影が見えた。生来が獣けものの狩人かりゆうどである彼らは、本能で反応する。しかしその獲物は彼らの頭上で不自然に旋回し、何かを落とした。

　彼らの目の前で、それは地に衝突する。重いものではなかったためか、衝突音もさほどせず、地に転がった。

「何だ……？」

　彼らは警戒する。明らかにただの野鳥ではない。やがて一人がはっとしたように口を開く。

「人間側からの伝達では……？」

　そう言うと、他の二人も緊張を強めた。周囲を見回し、余人の目がないことを確認して落下物を拾い上げる。手にしてみると、それは小さな筒であり、中には小さな羊皮紙が入っていた。そこに書かれていた内容は簡潔だった。

　しかし彼らは一様に目を見開き、息を吞のんだ。

『増援来たれり。神器を持参し即刻脱出すべし。南の森奥にて待つ』

　三人の《獣の末裔テイア・メンシユ》たちは互いに顔を見合わせる。それは先ほど決定したばかりの現状維持という選択とは真逆のものだった。

　彼らは再び議論を交わし、そして今度は異なる結論に至る。

「……神器は、地下霊れい廟びようにある。だが我らではそうたやすく足を踏み入れられぬ」

「正面突破も無理だ。どうする？」

　一人が聞くと、もう一人の《獣の末裔》が嗤わらった。そして指でこめかみを示す。

「我らは頭を使うのだ。戦士を打ち負かすのは、必ずしも力だけではない」
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　テンペル城の地下には、霊廟がある。

　ソウガ王族の始祖たる神獣《テンガイ》の遺物が祀まつられ、その魂が眠っている。

《テンガイ》の神聖なる遺物はソウガの魂とも言えるものだ。そしてソウガ王族の正統性を証明する神器でもある。これがある限り、《テンガイ》の加護はソウガにあり、戦士たちは奮い立ち、戦えなくなった者も心を強く保てる。

　その神聖なる霊廟に足を踏み入れられるのは、大いなる武ぶ勲くんをたてた真の戦士か、ソウガの王族だけだ。

　遠く《テンガイ》の血を引き、ソウガの王族たるソウガ＝ルリ＝グウィンも、足を踏み入れる資格を持っていた。

　──二年前の、あのトゥーレス平原での戦いまでは。

　グウィンは霊廟入り口にある柱の前に立ち、テンガイの頭部を模したレリーフを見た。だが雄々しい神獣の眼まな差ざしに耐えかねたように、顔をうつむける。知らず、白髪を隠した部分に触れた。

　ティーガやアンガスといった前線部隊の戦士たちは、勝利を祈願するためにこの先へ進んだ。神器──《テンガイ》の魂に、勇敢に戦うことを誓い、加護と勝利を願うのだ。本来なら前線部隊を率先してつくった自分こそ一番にそうしなければならなかった。

　しかしグウィンはわざと遅れて他の者を先に行かせ、自分は後に続かなかった。

（……妾わらわにはまだ、ここに足を踏み入れる資格がない）

　それでも、神獣の魂に祈ることができなくても、これまでのような悲観はなかった。不安や焦りを誤ご魔ま化かすためにがむしゃらに自分を奮い立てなくてもいい。

（妾わらわには、《封ほう命めい具ぐ》がある。──白はく火び殿がいてくれる）

　作ってやるから、戦って勝てと彼は言った。自分にそんなことを言ってくれたのは、白火がはじめてだった。同情でも皮肉でも過剰な自信でもない。

（……不思議な男だ）

　兄のティーガのように完かん璧ぺきな戦士でもなく、精せい悍かんな男というわけでもない。むしろグウィンが担かつぎ上あげてしまえるほど、瘦やせ気味で非力な少年だった。舌がよく回る人間でもなければ、とりわけ優れた容姿をしているわけでもない。ソウガの平均的な男から見れば、むしろ白火という少年は弱者だ。

　だが白火には強い芯しんがあるとグウィンは感じていた。《封命具》に関する頑固さ、一いち途ずさとも言えるもの。少し間違えば狂気にも思えるほど、並のソウガの男ではかなわぬほど、強固なものだ。

　なのにその強さは、グウィンを少し安心させる。

　グウィンは顔を上げ、神獣のレリーフを見つめる。

（……勝つ。勝って、ソウガを護まもり、必ず誇りを取り戻す）

　──トゥーレス平原で失った誇り。いまも耳の奥に残る、オースの甲高い嘲ちよう笑しよう。それを打ち破り、乗り越える。

　そうして、《テンガイ》の魂の前にもう一度立つのだ。

　ふいに気配を感じて、グウィンは勢いよく振り向く。するとこちらに駆けてくる同胞の姿があった。何かが起こったのだと直感する。

　走ってきた男はグウィンに気づいて止まり、片かた膝ひざを折った。

「姫様……！　ご無礼のほど、どうかお許しを！　ティーガ殿下やアンガス殿に至急申し上げたき情報がございます！」

「兄上やアンガスは中だ。緊急の用件なら妾が聞く。何があった？」

　青ざめた顔の《獣の末裔テイア・メンシユ》が、かすれた声で言った。

「カースの援軍が現れました！　南の森の先にまで迫っております!!」

　ソウガの姫君は愕がく然ぜんと目を見開いた。




「──早すぎる。見間違いではないのか」

　会議の間の、上座に立ったティーガが険しい顔をした。片膝を折った姿勢で報告を終えた男が、かすかに震える声で、間違いございません、と答える。

　グウィンの他に、長い円卓を囲んで集まっているのは、ティーガやアンガスや数名の戦士たちだった。ソウガの中でも特に勇ゆう猛もう果か敢かんといわれた戦士たち──白火の要請をうけて、グウィンが前線部隊として説き伏せて組織した者たちだった。

（……確かに早すぎる。ウォルターはいかにして本国と連絡をとったのだ）

　グウィンも思わず心中でそうつぶやいた。顔が険しくなる。ウォルターはほとんど丸腰で、しかもたった一人で逃げたのだ。その男が、どうやって援軍を要請したというのだろう。あるいは先遣隊の後の本隊が来たのだとしても、やはり早い。

（だが、いまは考える暇もない）

　ともかく援軍が来たということがわかったのだ。

　グウィンはティーガを見た。

「兄上。敵をこれ以上進ませるべきではないと考えます。予定より早くはありますが、ここは我々の役目──前線部隊として打って出るべきかと」

「差し出がましい口をきくな。お前ごときに言われずとも、このティーガがそれしきのことに考えが至らぬと思うか」

　ソウガ戦士の理想とうたわれる兄はひどく不快げな顔をし、グウィンを睨にらみ返かえす。

　グウィンは思わず肩をすくませたが、辛しん辣らつな返答に少し安あん堵どした。この兄がしっかりと戦う気でいてくれることは心強い。

「前線部隊とやらを組織しろと喚わめいたのは貴様だ。しかもあの邪道な鍛冶屋の作ったものを使えと言った。──当然、ものは仕上がっているのであろうな」

　辛辣な口調のまま、ティーガは続ける。

　グウィンは一瞬言いい淀よどんだ。想定した最悪の予定よりも早い──白はく火びはどれだけ《封ほう命めい具ぐ》を作ってくれているだろう。白火ならと思う反面、あまりにも都合良く頼っているのではとも思う。

「……それについては、当人から説明を聞く所存です」

　知らず、声にためらいが滲にじむ。それを見透かしたように、ティーガの顔が歪ゆがんだ。

　グウィンは手を握る。

（白火殿に非はない）

　力を貸してくれというこちらの要望にこたえ、たった一人で《封命具》を作ってくれているのだ。たとえティーガであっても、白火を責める資格はない。

　そう強く自分に言い聞かせると、まるで応じるかのような間で、来訪者を告げる声があった。

　会議の間に集った戦士たちの視線が、一斉に扉へと向く。

　まさしくいま話題にのぼったばかりの人間の少年が入ってくるところだった。眉まゆ根ねに不機嫌を漂わせ、どこか遊びの最中に邪魔された子供のような顔をしていた。

　グウィンはどきりとした。もともとあまり日に焼けていない白火の顔は更さらに青白く、頰ほおは少しこけているように見える。──無理をしているのではないか、と思わず心配になる。

「人間。貴様の邪道な道具はどれほど完成した」

　威圧的に腕を組んだティーガが、グウィンに先んじて言う。

　白火は露骨に顔をしかめた。

「あんたがいま邪魔しなければもう一つ完成した。最近、基材の紛失がよく起こるけど、もしかしてあんたが嫌がらせして──」

「聞くに堪たえん戯ざれ言ごとにつきあう暇はない。道具が完成したのかと聞いている」

　ティーガはあくまで下げ僕ぼくを責め立てるような口調で言う。

　一方の白はく火びはそれを嫌ってか余計に不機嫌な顔になった。

　グウィンは割り込んだ。

「邪魔をしてすまぬ、白火殿。実は緊急事態なのだ。カースの援軍が現れた」

　早口に説明すると、少年は目を瞠みはった。

「予定より早くはあるが、戦線を下げないためにもこちらから打って出たい。それで……《封ほう命めい具ぐ》の数はどうだろうか？」

　グウィンはおそるおそる聞いた。少数で迎え撃てるかどうかは、文字通り白火の腕に──《変幻流転》の生み出す《封命具》の有無にかかわっている。

　戦局の鍵かぎを握る少年は、難しい顔をした。ああやはり、とグウィンは思う。ただでさえ時間がないところに、更さらなる切り上げとなったのだ。十分な数ができているわけがない。

　白火はため息をついた。

　そしてその口元にごくわずかな笑みが浮かぶのをグウィンは見た。瞬まばたきの間だったが、確かに自信に満ちた者の微笑だった。

「運がいいな。ついさっき、残り一つというところまで来たところだ」

　今度はグウィンが目を見開いた。興奮のあまり、白火の手を取った。

「すごいすごい！　さすがだ!!」

　興奮で声が上ずる。突然手をとられて振り回された白火は、驚いた後にいやそうな顔をした。グウィンは慌てて手を離す。それから周囲の視線に気づき、慌てて咳せき払ばらいをした。

「──では、《封命具》について説明をお願い致す。その後、作戦会議と参りましょう」

　アンガスが笑いを堪こらえながら言った。





　＊






　白火はさぼりたがる喉のどをなんとか動かして、前線部隊用の《封命具》の説明をした。

　説明と言っても、さほど複雑なものはない。基材の乏しさに加えて使える素材、時間が限られているため、長剣や手て斧おの、棍こん棒ぼうといったわかりやすく単純なものが中心になった。

　単純とはいえ、《封命具》は使い手の不慣れを補って余りある。

　くわえて、ソウガの一族はもともと人間よりも身体能力が高い。単純に、戦闘力の素質という意味では倍以上の差があるだろう。そこへ《封命具》の力が乗算されるのだから、戦力の跳ね上がり方は二倍ではきかない。

　異論の声はほとんどなかった。ティーガでさえも黙っている。完全に信用してはいないのだろうが、それは実戦で解決すればいいと白火は思っていた。

　説明が終わった後は、やや痛む喉を休ませつつ棒立ちになる。

　グウィンやアンガスたちは地図を広げ、敵をどう迎え撃つかという話をしている。

《封命具》が重要になる以上、白火も会話の内容を聞き、《封命具》への過信や過小評価があった場合は訂正して作戦を修正させなければならなかった。

　少し議論になったものの、会議は速やかに終わる。

　敵は迫っていた。




　完かん璧ぺき──とは言えぬまでも、白はく火びはやや満足感を覚えた。

　鍛錬場には、《封ほう命めい具ぐ》を振るう戦士たちの姿がある。実戦の前に多少なりとも使い心地を確認しているのだ。

　だが白火の目に際立って見えるのはグウィンだった。しなやかで均整のとれた体──その白い腕が握るのは、細剣レイピアだ。

　もとはひどく古い、儀礼用のものであったらしい剣だった。《獣の末裔テイア・メンシユ》の持つ武器とはつくりが違ったから、おそらく戦利品の一つか何かなのだろう。

　その古い剣はいま、毒針を有した巨きよ大だい蜂ばちと融合して真新しい《封命具》に生まれ変わっている。持ち主の戦意に反応し、振るわれるたびに蜂の羽音が響き──硬化して、剣先に毒を滲にじませる。

　白火は自分の手に視線を落とす。掌てのひらほどもある大きな蜂が、自分の手の上でじっとうずくまる姿を思い出す。獰どう猛もうで毒針を有すると言われたその巨大蜂は抵抗しなかった。

　掌に感じた命の重さと感触に、白火は敬意を抱いた。蜂と心が通じ合ったような気がした。そして恭うやうやしく手を握った。

　白火はグウィンに目を戻す。思った通り、グウィンは剣を持っているとは思えぬほど軽やかで、本人も驚いたようにたびたび細剣を見ている。

　刺突に特化した分、どれほど浅い突きでも相手の皮膚にかすりさえすれば、死をもたらす毒が回る。

　持ち手の性格には多少合わないかもしれないが、グウィンの柔軟さ、素早さを損なわず、活かす《封命具》に仕上がった。

　──それにしても。

（……思ったよりずいぶんと上う手まい）

　グウィンの、剣の使い方がだ。ソウガの一族はもとより己の体を武器とし、人間が扱うような武器はほとんど使ってこなかったという話だ。

　ソウガの戦士たちが優れた運動神経を持っているのはわかるが、それと武器の扱い方はまた別だ。だがグウィンの動きを見ているとこの場にいる誰だれよりもはやく順応し、手に馴な染じんでいるように見える。

　グウィンは白火の視線に気づいて目を合わせると、剣を鞘さやにおさめて小走りに駆け寄ってくる。

「白火殿！　これは……、すごいな！」

「……まあ、うまく使ってくれ。並の剣よりは遙はるかに硬いし、鍔つば迫ぜり合あいになっても負けないぐらいの強度はあるから」

「うん！」

　グウィンは輝くような笑顔で言い、白はく火びは虚を衝つかれた。思った以上の喜びようだ。

「《封ほう命めい具ぐ》はすごいな！　なんだか、自分が強くなったように感じる」

「……まあ、実際よほど下手うたなきゃ強くなってると思うけど」

「はは！　そうか！　では大勝利を持ち帰って、貴き殿でんへの手土産にするぞ！」

　無邪気に言うグウィンになんともいえない面おも映はゆさを感じた。

「……ていうかあんた、ずいぶん剣の扱いがうまいな。《獣の末裔テイア・メンシユ》って武器を使わないんだろ？」

「む？　そう褒められるとなんだか照れくさいぞ！」

　グウィンの耳がぴこっと動き、細長い尻尾しつぽが得意げに揺れた。

「叔お父じ上うえにならって、妾わらわもはやくから武器というものの重要性について考えていたのだ」

「叔父って……世界を旅して、僕のことを日記に書いていたとかいう？」

「そうだ。叔父上は幼い頃ころ、事故でちょっと足を悪くされてな。戦士として、完かん璧ぺきとはいえぬ体になった。だが叔父上はそこで腐ることなく、どうすれば元のように戦えるかを考えられたのだ。それで、武器で補うことを考えた」

「……ああ、当然だな」

「た、容易たやすく言ってくれるな！　ソウガの中でそのような決断をするというのは、たいへんに勇気の要ることなのだぞ！」

　白火は二、三度目を瞬まばたかせた。で？　と先を促す。

　するとグウィンは横目で白火を少し睨にらんだ後、やや調子を落として続けた。

「……まあ、それでだ。たとえ女の身であっても……妾でも、武器を使うことで、身体能力の差を補えるのではないかと思ったのだ。少しでもソウガの戦士たちのように戦えるのではないかと」

「……でも、あんたらの持ってた武器じゃ……」

「無論。実戦で使えるものではなかったよ。でも思い描いてはいたし、往生際悪く練習はしていた。それがいま、このような形で実を結ぶことになって……妾はとても嬉うれしい！」

　グウィンの曇りのない笑顔は、白火に真まっ直すぐに飛び込んできた。

　それが眩まぶしいほどで、光を放っているようで──なぜか鼓動の音が速まる。

　グウィンは全身で、白火の《封命具》と出会えたことを喜んでいる。

　白火は目を逸そらした。心音はやけに速く、うるさい。

（……なんか、変だな）

　気を逸らすようにちらと他のソウガたちにも目をやる。やはり、戸惑いを払ふつ拭しよくしきれていない者が多かった。とはいえ、嫌悪感や恐怖を覚えていないだけましだろう。慣れる早さに多少の差異はあっても、極端に不得手そうな者はいない。

　あのティーガも、《封命具》となった戦せん斧ぷを一応手にしている。動きを止めてそれを見つめたかと思うと、いかにも渋々といった顔で振るい、試している。

　抵抗のせいもあってか、危うい扱い方だ。

　もっと丁寧に扱え、と白はく火びは腹を立てたが、隣のグウィンに押さえられた。

「……あの兄上が《封ほう命めい具ぐ》を手に持つということ自体、たいへんな譲歩だ。兄上は徹底したお方で……望まぬものを受け入れるのに時間がかかるのだと思う。どうか汲くんであげてほしい」

　グウィンの必死さに、白火はむすっとしつつも自制した。グウィンのほうに擁護させるなど、いよいよもってティーガを好意的に見ることはできない。

　だが揉もめているだけの猶ゆう予よもないというのはわかる。

　それにティーガ相手でも、最適なものをと想定して作ってやったのは自分だ。ここは自分の腕が良かった、と思って溜りゆう飲いんを下げておく。

　戦士たちが《封命具》をおさめた。

　確認と軽い準備運動を終えると、盆を手にした《獣の末裔テイア・メンシユ》たちが入ってくる。盆の上には大きな杯さかずきがあり、ティーガたちのもとへ運ばれていく。

　白火は怪け訝げんに思った。

「？　何だあれ？」

「……ああ、《戦士の杯》だ。大きな戦いの前に、あの杯をみなで回し飲みする」

「……もしかして酒とかじゃないよな？」

「違うぞ！　《神獣の血》という……超強い酒だ」

「酒かよ！」

　白火は思わず突っ込んだ。そして顔をしかめる。

「酔っ払って動きが鈍くなったりしたら……」

「それはない。酔うほどの量を口にしない。体を温め、戦意を高揚させるためのものだからな」

　巨大な杯をまずアンガスが受け取り、恭うやうやしく傾けて一口だけ飲んでから次へ回す。

　白火は苦々しい気持ちで眺める。

　それからふと気づいて、グウィンに目を戻した。グウィンもまた杯を傾ける男たちを見ていたが、その横顔には少し寂しげな諦てい観かんが漂っている。

「……あんたは？　あんたも、同じ戦いに行くんだろ。というか率先して行くだろ」

「うむ。しかし、妾わらわは女だ。ソウガの正統な《戦士》とは見なされぬ」

　グウィンは苦笑いする。だか必要以上に抑えた声色が、複雑な感情を滲にじませた。

（……グウィンが戦士として劣ってるようには見えないけど）

　白火は思った。性別によって身体能力に差が出るのは当然だが、それが戦士としての質に関かかわってくるのかと言えば、そうではない。《封命具》の使い方次第でいくらでも補えることだ。

　今度はいくつもの小さな杯を盆に乗せた給仕が現れ、こちらに近づいてきた。

　盆が差し出されると、グウィンは当然のように二つ取る。白火が疑問を感じていると、グウィンは一つを白はく火びのほうへ差し出した。

「ほら、貴き殿でんの分だ」

「……何だ。《神獣の血》とかいうやつか？」

「いや、これは全員に配られる戦勝祈願の小杯だ。《テンガイ》が好んだという果実からつくられている。飲む人数が多ければ多いほど、《テンガイ》へ祈りが届く。とても弱い酒なのでほぼ酔わん」

　結局酒なのか、と白火はげんなりした。酒にはいい思い出がない。多くの親方は酒が入るとことさら暴力的になったし、その被害を受けるのは弟子たちだった。とりわけ白火は多く被害を受けた。

「……僕は要らない。というか、あんたも飲まなくていい。酒はとにかく頭や体を鈍らせるし」

「あ、あのなあ……！　浴びるように飲むわけでもなし、これは大事な儀式なのだぞ！」

「いやだ。飲まない。無理」

「こっ、子供か貴殿は！　駄だ々だをこねるでない！」

　グウィンが杯さかずきを押しつけようとしてくるのを、白火は頑かたくなに拒む。不毛な攻防を繰り広げていると、突然、ガシャン！　と耳障りな音がした。

　白火とグウィンは振り向く。

「な……っ!?」

　グウィンが声を失う。その手から小杯が滑り落ちて床に転がった。

《戦士の杯》と言われた大きな杯もまた、砕けて床に転がっていた。その周辺で、杯を傾けたはずの戦士たちが膝ひざを折り、あるいは倒れてうめいている。アンガスもティーガも、他の戦士たちも苦く悶もんの表情を浮かべていた。

　白火は愕がく然ぜんとした。

「兄上！　アンガス！」

　グウィンが駆け寄って兄の側そばで膝を折り、支えようとする。ティーガはそれを振り払ったが、立ち上がることができなかった。

「お、のれ……！」

　ティーガが顔を歪ゆがめて獣けものの威い嚇かくに似たうなり声を発する。

（……毒か！）

　白火の頭にその言葉が浮かんだ。

　グウィンがばねのように立ち上がる。

「薬師を呼んで参ります!!」

　そう叫んで、部屋から飛び出す。白火は動けずにいたが、悲鳴が聞こえてはっとした。

　グウィンの後を追って部屋を飛び出す。そして再び息を吞のんだ。

　──廊下に、点々と倒れる《獣の末裔テイア・メンシユ》の姿があった。

　グウィンが傍らに跪ひざまずき、必死に呼びかけて体を揺さぶっている。

「噓うそ……噓だろう！　みな、どうしたのだ!!」

　応答はなく、グウィンがひどく青ざめた顔で立ち上がり、忙せわしなく周囲を見回して駆け出す。

「──おい待て！」

　白はく火びは叫び、グウィンの後を追った。

　ソウガの王女はひどく動揺して、白火の声も聞こえていないようだった。足音もなく、白火が追いつけない速さで走る。それを必死に追いながら、白火は更さらに累々と倒れる《獣の末裔テイア・メンシユ》たちを目にした。

（これ……まずいぞ！）

　まずい、などというものではない。《獣の末裔》でもソウガの一族でもない自分でさえ血の気が引く。

「──ダナ！　アミラ姫！」

　悲鳴のような叫びをあげ、グウィンが立ち止まる。膝ひざを折ったその先に、カナリアの姫君と小柄なソウガの少女とが折り重なるように倒れていた。

　グウィンが侍女を抱え起こす。白火もまたアミラを抱え起こした。

「アミラ……！」

　アミラの体は羽根のように軽く、いまにも消えてしまいそうで、ぞっとした。かすかな呼吸はあるものの、目も開けず白火に答えない。

　白火が顔を上げてダナとグウィンを見ると、ダナの顔は紙のような色になり、唇の端から滴しずくか唾だ液えきかわからぬものが垂れていた。

「ひめ、さま……」

「ああ、ダナ……！　しっかりするのだ！」

「……ごめ、なさ……」

　謝るな、とグウィンが泣き出しそうな声で遮る。

「小杯、を……飲ん、だら……苦し……」

「──っ、わかった！　わかったから喋しやべるな！　すぐに、薬師を呼ぶから！　大丈夫だからな!!」

　血の気を失った顔で必死に状況を伝えようとする侍女を、グウィンは一瞬だけ強く抱きしめる。だがその腕は震えていた。

　ダナをそっと床に横たえ、グウィンはまた立ち上がる。おそろしいものを振り切ろうとするかのように駆け出す。

　白火もまたアミラをそっと横たえた。いまにも途絶えそうな弱い呼吸をする二人から目を逸そらし、グウィンを追った。

「薬師！　薬師はどこだ!!」

　グウィンが叫びながら走り、柱廊へ出る。

（……この様子じゃ、薬師ってやつも……）

　白はく火びの頭はいやでもその考えに至り、険しい顔になる。

　中庭を通り抜けようとしたとき、グウィンが急に止まった。

「お主たち！　無事であったか!!」

「──ひ、姫……!?」

　声をかけられた男たちが大仰に驚いたような顔をする。

　三人の男が中庭を通り過ぎようとしているところだった。足取りも確かで、顔色も普通だ。難を逃れたらしかった。

　──だが、白火は激しい違和感を覚えた。

　三人の驚きは、グウィンの驚きとは違う。無事な仲間の姿を見て安あん堵どしているのでも、喜んでいるのでもない。

「無事で良かった！　薬師を見ていないか!?　みなが倒れて……！」

「あ、ああ、我らも、仲間を助けて回っているところです！　薬師はあちらにおります！」

「そうか！　わかった！」

　グウィンはよほど気が動転しているのか、素直に応じて駆け出そうとする。

「──待てよ。おかしいだろ」

　白火の口から這はうような低い声が出た。グウィンが足を止めて振り向く。

　だが白火は三人の男たちを睨にらんだ。

　──違和感。

　男たちは怯んでいる。なぜグウィンが無事でいるのか、というような驚き。

　思い出す。

　自分の《封ほう命めい具ぐ》をかすめとり、奪い去ろうとしていた盗人ぬすつとたち──その盗人たちと目が合ったときと、同じ。

「薬師が向こうにいるなら、なんであんたらはそれを放ほうってどっかへ逃げようとしてるんだ？　──その後ろに隠し持ってるものは何だよ」

　白火が吐き捨てるように言うと、グウィンが大きく目を見開いた。瑠る璃り色の目が、信じられないものを見るように男たちを見る。

　男たちは明らかに動揺した。焦ったように声を荒らげて白火を指さす。

「に、人間が何を言う！　貴様こそ怪しいではないか！　得体の知れぬ人間が、のうのうと無事で……！」

「──お主、その後ろ手に持っているものを見せよ」

　グウィンが凍えるような声で言い、一歩踏み出す。その横顔がいっそう白く、冷たい怒りで強こわばるのを白火は見ていた。

　後ろ手に何かを持った男は怯ひるみ、一歩後じさる。

「ひ、姫様！　惑わされてはなりません！　この人間は、我々の混乱につけ込んでよからぬことを──」

「──白火殿を糾弾するならまず己の潔白を証明せよ。やましいことがないなら、その手のものを見せるがよい！」

　グウィンが強い怒りも露あらわに叫ぶ。だがそれでもなお、男は手を前に持ってこようとはせずに後退した。後の二人も同様だった。

　グウィンの横顔が歪ゆがむ。そしていきなり地を蹴けって男に飛びかかった。

　不意を突かれた男はとっさに腕で顔を庇かばい、手にしていたものが地に落ちた。

　それは布の包みだった。落ちて布が解ほどけ、中のものが露出する。

　水を打ったような沈黙が生じた。

（なんだ……？）

　白はく火びは一瞬状況も忘れて見入る。それは一見、短い象ぞう牙げのようなものに見えた。長さ以外には大きさも色も、緩い弧を描く形もよく似ている。一方で長い時の流れを思わせる古びた感じがあった。

　よく見ると象牙よりもずっと鋭く、荒削りな諸もろ刃はの剣にも見える。それでいて並の剣よりもよほど鋭い切れ味を秘めているように思えた。

　何か、抗あらがいがたいものが白火の目を惹ひきつけた。この《牙きば》を持った生き物の息吹を感じた。猪いのししでも象でもない。もっと鋭く、無慈悲な牙だ。もっと峻しゆん厳げんで、苛か烈れつな狩人かりゆうど。

　グウィンは瑠る璃り色の目を乾くほど見開き、つぶやく。

「《神器》──」

　その言葉に、白火は息を吞のんだ。

　──《神器》とは、ソウガの一族がとても大切にしている宝ではないか。

　先遣隊の将スペンサーがグウィンの身と共に要求してきたときも、ティーガたちはグウィンを差し出してでも《神器》は渡すまいとしていた。

　白火は冷ややかに男たちを睨にらんだ。

「──裏切り者か、あんたら」

　吐き捨てると、立ち尽くしていたグウィンの肩が揺れた。正気を取り戻したように動く。

「お主らは……っ!!」

　そう叫びながらも、《神器》めがけて飛び込むように手を伸ばす。

　だが男の足が《神器》を蹴り飛ばし、もう一人の男の足が地面を蹴り上げた。

「ぅぐ……っ!!」

　砂さ塵じんが舞い、グウィンの目を直撃した。

　白火も駆け出したが、男たちが《神器》を拾い上げるほうが早かった。たちまち三人は俊敏な獣けものそのものに逃げていく。

　三人は即座に壁を乗り越え、屋根を走って遠ざかってゆく。すぐに白火の目では見えなくなった。

「お、のれ……っ！」

　そううめく声に、白火はグウィンを振り向いた。

　グウィンは必死に目を拭ぬぐいながら立ち上がる。こじあけた目から、痛みのためか涙がこぼれていた。目を赤くしながら、言う。

「あの者たちは……!?」

「……逃げた」

「だめだ!!　《神器》を取り戻さねば……っ!!」

　グウィンは我を失って、男たちを追いかけようとする。白はく火びはとっさにその腕をつかんだ。

「……ちょっと、待てって。落ち着け」

「落ち着いてなどいられるか!!」

「あいつらの行く先は多分、敵のところだ。だから……」

「だったら尚なお更さら早く追わねばならぬ！　離せ……っ!!」

　腕を振り払い、駆け出そうとする。

　白火は息を吸った。

「落ち着け!!」

　ソウガの王女はびくっと体を揺らし、瑠る璃り色の目を大きく見開いて白火を振り向いた。

　白火は少しむせてから、続けた。

「いいか、丸腰で飛び出していくな。追いついても相手は三人。相手が人間ならまだしも、まともにやり合うのは無理だろ」

「……だが、《神器》が……っ！」

「奪い返す。逃げ回る敵より、動かない敵から取り返すほうがやりやすい」

　白火はなだめるように言葉を重ねたが、グウィンの顔がふいに歪ゆがんだ。

「どう、やって？　みな、倒れた……前線部隊の者でさえ、みな倒れてしまったのだぞ！　ソウガの者がみな……こんな……ああ、薬師を呼ばないと──助け、ないと」

「しっかりしろ！　全部一度にやろうとするな、まずは仲間の様子を確かめることからでいい」

　自分にも言い聞かせるように白火が強く言うと、グウィンは潤んだ目を瞬またたかせた。そして唇を引き結び、子供のようにうなずいた。




「杯さかずきに混入していたものは……致死毒、では……ない、ようです……」

　息も絶え絶えになりながら薬師は言った。

　彼もまた小さな杯を呷あおったらしく、側そばに小さな杯が転がっている。

　致死毒ではない──その言葉に、グウィンの張り詰めていた横顔がわずかに緩み、震える息を吐く。

「しかし、いつ、これが抜けるかは……わかり、ません」

「……わかった。感謝する。いずれ治るとわかったならそれでよい。お主も休め」

　グウィンは心から労いたわるように言って、弱った薬師の体を寝台に横たえてやった。

　少し落ち着いたように見えるものの、グウィンの顔は不安と焦燥で強こわばっていた。

「信じられぬ……。ソウガの者が同胞を裏切り、敵につくなど……、あまつさえ《神器》を奪うなどというような……」

「……裏切る奴やつはどこにでもいる」

「我らは誇り高き《テンガイ》の末まつ裔えいだ！　人間ナールとは違う!!」

　グウィンは白はく火びに振り向いて叫び、それからはっとしたように口元を覆おおった。

「す、すまぬ、決して貴き殿でんのことでは──」

　取り乱すグウィンに、白火はひらひらと手を振った。別に気にしてない、と短く答える。

　ソウガの王女は唇を引き結び、無意識にか首筋の髪をつかんだ。

「いま、敵に攻め込まれたら終わりだ。《神器》もなく、まったく抵抗できずに負ける」

　白火は答えなかった。──確かにグウィンの言う通りだと思った。宝を持ち去った内通者たちは、当然こちらの惨状も相手に報告することだろう。

　白火は一度息を吐いた。それから深く吸って、口を開いた。

「──こちらから、打って出る。敵の頭を潰つぶして、《神器》を取り戻す」

　はっきり宣言すると、グウィンが目を見開いた。耳を疑う、と言わんばかりの顔で白火を見る。

　だが白火は本気だった。

「貴殿……本気か!?　動けるのは妾わらわしかいないのだぞ!!　たとえ妾が《テンガイ》の加護を受けられたとしても──」

「……僕もいる」

「なっ……！」

　グウィンは絶句する。

「僕も──僕の、《封ほう命めい具ぐ》がいる。奇襲を仕掛けられればなんとかなる。人間相手なら、よほどの大多数じゃなきゃ《封命具》の数と性能で補えるし、叩たたくのは敵の頭だけでいいはずだ」

「し、しかし……！」

「──逆に、いま《神器》を取り戻して、相手をここに攻め込ませないためには、僕とあんたと《封命具》で何とかするしかない」

　白火は腹に力を込めて言ったが、声にするには思った以上の力が要った。──実際には、五分五分といったところだ。

《封命具》を信じているし、戦力を補えるのは事実だ。だがこんな状況は想定していなかったし、前線部隊用の《封命具》は個人に合わせて作ったのがあだになって、当人以外が使いづらくなっている。

　──それでも、いまのグウィンの前で弱音を吐くことはできなかった。

　こちらが動揺すれば、グウィンはたちまち崩れてしまう。

「逃げるわけにも、ここに攻め込ませるわけにもいかない。だから敵に気づかれないうちに打って出るしかないんだ。やれるか」

　白はく火びは険しい顔で言う。

　瑠る璃り色の瞳ひとみが一瞬大きく揺れた。だが次の瞬間、ソウガの姫君は唇を引き結び、細い眉まゆをつり上げる。

「やる。妾わらわはソウガの戦士──敵を前にしたら、牙きばを剝むくのが定め」

　白火はうなずいた。






五章　戦士と邪匠






　白はく火びとグウィンは《封ほう命めい具ぐ》だけを供としてテンペルを出た。二人だけの行軍に、ほとんど会話はなかった。言葉を交わす労力さえ惜おしみ、すべて前へ進むための力に変えた。

　だがどちらも丸腰ではない。グウィンの腰には《封命具》である細剣レイピアがあり、白火は荷を背負っていた。そして双方とも手には槍やりを持っている。

　やがて敵が布陣しているはずの森が見えてくる。敵の姿はない。ここに至るまで、敵に見つかることもなかった。

　白火とグウィンは森の中に足を踏み入れる。だがいったんそこで止まった。グウィンは周囲を見回した。

「──貴き殿でんは、ここでいったん隠れていてくれ」

　振り向いて小声で言う。白火は思わず反発した。

「……貴殿では足音がしてしまうし、忍ぶには向かぬ。妾が先に進んで、敵を探してくる」

　白火は納得し、うなずいた。荷を抱えたまま大木の影に隠れる。グウィンは持参した槍を白火の側そばに置いた。

　そして《獣の末裔テイア・メンシユ》の少女は深くしゃがんだかと思うと大きく跳躍した。木々の枝に飛び移り、次の枝へ、更さらに別の枝へと移る。ほとんど音がしない。瞬く間にその姿が見えなくなる。驚異的な身体能力を目の当たりにして白火は息を吞のんだ。

　周囲を警戒しながら息を殺して待つうち、行った時と同じようにグウィンは音なく戻ってきた。

「……どうだった」

「森を抜けた先に、敵の本陣があった。武装も充実しているようだ。とても、急いで援軍に駆けつけたとは思えぬ……」

　そう告げるグウィンの顔は険しかった。

「敵将のものと思われる天幕もあった。裏切り者どもが、謁見しているに違いない」

　吐き捨てる声に皮肉と嫌悪がまじる。

「……敵はすぐにでも進軍しそうだったか？」

「いいや。あの三人が敵に内情を話したとすれば即座に発たちそうなものだが……。そもそもソウガが脅威と見なされていないのかもしれん……」

　端整な顔に複雑な翳かげりが落ちる。

「ところでさ、ソウガの一族って夜になると動けなくなるとか、体が鈍くなるとかいうのある？　逆に夜のほうが活動的になったりとか……？」

　白はく火びが言うと、グウィンは意表を突かれたような顔をした。

「夜のほうが体が軽いぞ。それに闇やみでも目が見える。ソウガの者は、闇に強いのだ」

　グウィンは少し誇らしげに言う。

（……完全に猫じゃん……）

　白火は思わず突っ込んだ。まさか、本当に猫のような特性を持っているとは。

　──だが、それならば都合がいい。

「敵の状態をできるだけ詳しく調べてくれ。後は夜を待つ」

「む……!?　体が軽い夜に戦って少しでも有利に進めようということか？」

「……いや、というより……」

　白火は、二人と《封ほう命めい具ぐ》での襲撃の仕方を説明する。グウィンが、驚きと納得のまじった声をあげた。





　＊






　夜の歩ほ哨しように立つのは嫌なものだが、今回はとりわけ最悪だ。

　ロブは大あくびをした。

　片手に持った槍やりを立て、一応直立して周囲を見回す振りをする。しかし闇夜にうっすらと木々の影が見えるだけで、異変はない。夜の森というのは何か不気味な、化け物でも出そうな風景だが、ロブは恐怖など感じなかった。

　背には、頼もしい味方の天幕も篝かがり火びもある。

　それにあの異様なほど若い将校殿もいる。味方を消耗品の駒としてしか見ず、そもそも味方の援護など必要としていない──それほど傲ごう慢まんで、強大な力を持った子供。

　加えてここは蛮ばん族ぞくの未開の地とはいえ、ほとんど征服したようなものだった。

　二年前のトゥーレス平原での戦いで、人間は獣人側に大勝している。それ以来、獣人側は人間に恐怖するようになり、むやみに戦いを挑んでこなくなったらしい。

　──しかも、いまから攻めるはずのソウガとかいう獣人の都は、内通者の盛った毒のためにほとんど無力化されているという噂うわさだ。

（うまく略奪しねえとなあ……）

　ロブの頭は、入城後にいかに多く略奪するかという考えでいっぱいだった。たぶん隣の見張りの者も、同じように明日の略奪のことに気を取られているに違いない。

　早く交代の時間になれ、とロブは欠伸あくびをしながら思った。

　篝かがり火びの燃えるかすかな音と、梟ふくろうに似た野鳥の鳴き声、そして欠伸の声だけが聞こえ──。

　唐突に、ドスッと鈍い音がした。うめき。重いものが地に落ちる音。

　ロブは欠伸を止め、音のほうへ振り向く。

　──歩ほ哨しように立った仲間が、倒れている。

　その胸の中央に、長いものが突き刺さっていた。

（槍やり……!?）

　ロブの全身は総毛立ち、森を振り返った。深い闇やみに沈んでほとんど見えない。物音一つなかった。まして視界も足場も最悪な森の中から、一撃で人を倒す正確な投とう擲てきなどできるはずがない。──それも槍を投擲するなど。

「て──」

　敵襲とロブは遅れて叫ぼうとした。だが突然、周囲の闇が増した。篝火が消えた。内臓がねじれるような恐怖。おそろしい闇がいきなり牙きばを剝むいたかのようだった。

　どん、と胸に重い衝撃があって声が途切れる。

　ロブの目に、箒ほうきの柄が見える。ひどく近くて、まるで自分の胸から生えているみたいだった。

（なん、だ……？）

　なんでこんなところに箒が、と思った。だが、違う──槍だ。その柄つかが、自分の胸から突き出ている。

　ロブは数歩よろけ、堪こらえきれず背から倒れる。

　まったく見えなかった。どこかから突然現れた槍。

　意識が薄れ、最後にすべてが消える寸前、同じように槍が刺さる音がたて続けに聞こえた。仲間の体が崩れ落ちる音を聞いた。そしてロブに永遠の闇が訪れた。





　＊






《餓が狼ろう》に視覚はない。代わりに元となった犬の優れた嗅きゆう覚かくをもって相手を捉え、追う。それはどれほど深い闇の中でも臭においさえ辿たどれれば敵を仕し留とめられることを意味していた。優れた腕力を持った者に投とう擲てきされれば更さらに飛距離も威力も伸びるが、いまは主あるじに命じられた猟犬のごとく、自らの力で飛んで敵を次々と倒した。

　一人、二人とまた見張りが消える。

　見張りを一掃したあと、白はく火びとグウィンは互いの顔を見る。うなずきあい、今度はそれぞれ真逆の方向へ進み出す。白火は天幕の左側へ、グウィンは右側へ──それぞれ円を描いて敵陣を囲むように歩いて行く。

　白火の手には、大きな包みがあった。背負ってきた荷だ。

　なるべく天幕が密集している地点に位置取る。そして篝かがり火びの配置を確かめた。

（……よし）

　包みを開く。一見、鉄くずの山に見える《封ほう命めい具ぐ》──。

「──立ち上がれ、《軍ぐん蜂ほう》」

　白火が低い声でささやくと、沈黙していた鉄くずの山が身震いした。独特の羽音をたて、ゆっくりと浮かび上がる。

「行け。火を倒せ」

　素早く命ずると、《軍蜂》は密集して黒煙のような姿になった。そして篝火へ向かう。──火の支えを取り囲んだかと思うと、引き倒す。

　地に転がった火に一斉に押し寄せて消すと、次の獲物めがけて飛ぶ。

　瞬く間に照明が消えていく。兵士たちが異変に気づき、ざわつく。

　やがて、倒れた火のいくつかは、側そばにあった天幕の裾すそに引火した。とたん、火はすさまじい勢いで天幕をかけのぼる。

「敵襲──!!」

　よく通る大音声が、場をつんざいた。

　兵士たちは一瞬で混乱した。装備も食料もうち捨て、悲鳴をあげて散り散りになっていく。

　白火は身を潜めてそれを見ていた。

　──敵襲、と叫んだのはグウィンだ。

　互いに囲むように敵陣を回って篝火を一掃し、闇やみの中から敵襲と叫ぶ。

　混乱で兵が散り散りに逃げていった後、グウィンは敵将の天幕めがけて踏み込む手はずになっていた。

　大方の敵兵が逃げていった後、白火は動いた。

　出番を待って身震いしている《餓が狼ろう》の残りと、手元に戻ってきた《軍蜂》を従えてグウィンのもとへ向かう。

　敵将の天幕は炎を逃れていた。護衛と思おぼしき人間の姿もない。

　グウィンに合流しようと白火が更に一歩踏み出したとき、突然目の前の天幕が爆発した。爆風に煽あおられ、顔を手で庇かばう。

（なんだ……!?）

　天幕は、まるで内側から弾はじけ飛とぶように爆発した。

「グウィン!?」

「……ここだ」

　すぐにそう答える声があり、声のほうへ振り向く。グウィンは片手を地に着け、地面を擦って留とどまったような姿勢でいた。立ち上がるその姿へ白はく火びは駆け寄る。

「何があった……!?」

「わからぬ。踏み込んで、敵将らしき者の姿がおぼろげに見えたとたん──」

　グウィンの顔はひどく険しかった。

　──ふいに、炎の音にまじってカシャ、とかすかな金属音がした。

「あーあもう、やかましいなあ。誰だれだよ？」

　燃え盛る炎の中、突如として少年の声が響いた。

　白火は顔を向ける。巨大な篝かがり火びと化した燃える天幕を背に一人の少年が立っていた。火に照らされ、その姿が赤く浮かび上がる。

　肩章も華か美びな衣装はボタンまで金色で、身にまとう一切が高級な布地からなっている。軍服──それも将校級のものだとはっきりとわかる装いだった。

　だがきらびやかな軍服をまとう体は細く、その顔はずいぶんと若い。少なくとも白火より年下であるのは間違いなかった。

　細くとも鍛えられているとわかる脚は長靴に包まれ、泥など踏んだこともないかのように艶つやを放っている──そしてその踵かかとに、金色に輝く拍はく車しやがあった。

　なぜかその拍車がひどく白火の目を引いた。ぞわぞわと肌が粟あわ立だつ。

　若い将校は、二人の襲撃者を認めて目を丸くした。この場にはそぐわぬ純粋な驚きの表情で、ますます幼く見える──。

「グウィン姫じゃないか！　わざわざ会いに行く手間を省いてくれたんだね！」

　明るく気さくな声だった。

　白火は眉まゆ根ねを寄せる。グウィンに目を向ける。

「知り合い──」

　なのか、と言おうとして言葉が途切れた。

　ソウガの王女は、その瑠る璃り色の目を見開いていた。異様なまでに若い将校に目を奪われて白火の存在を忘れてしまったかのようだった。

　そうして、偵察も敵将への襲撃も一人で行った少女が、怯おびえたように一歩下がった。

「オー、ス……!!」

　白火にもわかるほど、驚きよう愕がくとおそれのまじった声が言った。

　──オース。

　その名を一瞬怪け訝げんに思い、間もなく思い当たった。少年に振り向く。

（こいつが……？）

　グウィンの因縁。二年前《獣の末裔テイア・メンシユ》の軍を大敗させた一人。こんな、剣さえ佩はいていない小柄の子供が。グウィンが語った過去と同じ、いまも丸腰のままだ。

　カシャ、とまたかすかな金属音がした。少年──オースの、拍はく車しやがたてた音だった。

「そう！　十二刃が一人、第十二刃《跳躍サルト》のオース。覚えていてくれたんだね？　二年前、追いかけっこしたからねえ！」

　耳をつんざくような甲高い声が、炎の爆はぜる音にまじって響いた。嘲ちよう笑しよう。兵は逃げ、拠点を炎に荒らされているこの状況でオースはけらけらと声をあげて笑った。

「あの時は逃げられちゃったね。だから今回は捕まえる。遊びであっても負けっ放しは性に合わないんだ」

　丸腰の少年は無造作に一歩踏み出す。

　グウィンは、巨大なものに押し迫られているかのようにまた一歩後退した。

「はじめようか──さあ、逃げなよグウィン姫！　薄汚い野良猫みたいにさあ！」

　オースの叫びが開戦を告げる。

　白はく火びは少年の正気を疑う。だが、傍らのグウィンから引きつったような呼吸が聞こえた。その顔は恐怖で強こわばり、か弱い女のようにまた一歩下がり──次の瞬間にでも、敵に背を向けて逃げ出してしまいそうに見えた。

　白火はそれに呆ぼう然ぜんとし、同時に苛いら立だった。

「しっかりしろ！　逃げんな!!」

　腹の底から必死に力をかき集めて叫ぶ。

　なんのためにここまで来たのか。こんなところまで来て怖おじ気けづくのか。

　グウィンは、頰ほおをはたかれたような顔をした。ようやく白火を見、目を合わせる。はっとしたように一瞬目を見開く。それから唇を強く引き結んで、顔を歪ゆがめた。

「──すまぬ。危うく、貴き殿でんに見放されるところだった」

　硬い声で言いながら、白い手が腰の《封ほう命めい具ぐ》の柄つかに触れる。その手にあったかすかな震えを、柄ごと握って止めるのが見えた。玲れい瓏ろうとした鞘さや走ばしりの音をたて、細い刀身を持った剣が引き抜かれる。

　グウィンは剣を手に、敵に向き直った。

　敵オースはひどく不快げな顔をしてそれを見た後、ようやく白火にも目を向けた。

「はあ？　人間？　なんで人間のガキがいるんだよ」

　いま白火の存在に気づいたかのように言う。

　──お前もガキだろうが、と白火は内心で毒づく。

「……貴殿は下がってくれ。妾わらわが、逃げぬよう……そこで見ていてほしい」

　グウィンは抑えた声で言った。張り詰めた顔が、ぎりぎりで自制しているのだと無言で伝えてくる。

　白火は黙ってうなずき、数歩下がった。

　グウィンはオースに向き直る。剣を握る手に、強く力がこめられた。

「何？　逃げないの？　もう諦あきらめた？」

「──妾わらわは、もう逃げぬ。死ぬつもりもない」

　オースの不機嫌な声に、グウィンの低い声が応じる。

　白はく火びは《餓が狼ろう》の残りと、《軍ぐん蜂ほう》が足元にあることを確かめた。

　──いざとなれば、この《封ほう命めい具ぐ》を放つつもりだった。

　グウィンは一対一で敵と向き合いたいのだろう。それで敵を破ることでしか、刻み込まれた屈くつ辱じよくの記憶は消えないとわかる。

　だがそう理解できても、これは白火と行ったような決闘とはわけが違う。

　グウィンは敵に目を据えたまま、厳しい声で言った。

「《神器》を返せ」

「はあ？　ああ、あれ？　君たちのほうからわざわざ献上してきたのに、なんで返さなきゃいけないんだよ？」

「献上などしておらぬ！　あれは薄汚い裏切り者が盗み出しただけだ！」

「うるさいなあ。あれはもう僕のものになった。どうせ滅びる獣人が持ってても仕方ないだろ」

　オースはひどく白けた様子で言い、それからふと気づいたように笑った。

「そんなにほしいなら力ずくで持って行けば？　《神器》はここにある」

　そう言って、少年将校は自分の左胸を指さした。

　ソウガ王女の目が細くなるのを、白火は見た。

「──言われるまでもない！」

　鋭い応答と同時、グウィンは地を蹴けった。一瞬白火が見失いそうになるほどの速さで距離を詰める。肉薄した敵に、狙ねらい澄ました刺突を放った。

　白火の目には、急所を捉えたように見えた。

　だが空ぶった。

「へえ。二年前よりは多少速くなったみたいだね？」

　また、あの金属音がした。

　いつの間にか、オースは距離をとったところに立っている。ステップを踏むように爪つま先さきで地面を叩たたいている。

　──まるで見えなかった。とっさに後方に飛とび退のいたにしては距離がありすぎる。

　白火は、得体の知れぬ気持ち悪さを覚えた。

　グウィンは人間よりも遥はるかに瞬発力、跳躍力に恵まれた《獣の末裔テイア・メンシユ》だ。その《獣の末裔》に一息に距離を詰められたというのに、それを上回る速度で回避するなどというのはありえるのか。──丸腰の、人間の子供が。

　疑問と違和感で白火は不吉な胸騒ぎを覚える。だがグウィンは無表情のまま、疾駆する。再び、狙い澄ました一撃を放つ。愚直なまでに速く、同じ動き。

　オースは身を反らして切っ先を躱かわす。

　とたん、グウィンの左足が振り上げられた。反れた相手の身を刈り取ろうとする。驚異的な柔軟性と俊敏さが可能にする一連の動き。

　しかしそれさえもオースは瞬時に避よける。

　グウィンは振り上げた左足の勢いを利用して、左足が地に着くと同時に体をひねって右足で回し蹴げりを見舞う。

　オースは寸前で対応する──だが距離を離しきれず、グウィンの爪つま先さきがかする。

　右足が地に着く瞬間、グウィンは深く前傾する。突き出した右腕だけでは届かない──だがその手が握るのは、白はく火びの与えた《封ほう命めい具ぐ》だった。

　切っ先が確かにオースを捉え、胸のすぐ下に接触したように見えた。

　オースの身が突如、宙に舞い上がる。そのまま宙返りをして、離れたところに優雅に着地した。

（な……んだ!?）

　白火は愕がく然ぜんとする。オースの動きが見えなかった。わずかに足が跳躍の前動作を見せたような気がしたが、こんなに大きな宙返りが可能なわけがない。大道芸人でも、こんな跳躍をすることはできない。

　距離をとったオースは、細剣の切っ先を受けた部分に目を落とした。服の一部に穴が空いているのを見つけ、心底不快げな顔をする。剣は寸前で皮膚に到達していなかった。

「最低。最悪だよ。服が破れた。その剣は何だよ？」

　オースは強い苛いら立だちを表し、グウィンの剣を見る。

「ひどい粗悪品……中途半端で、気持ち悪い」

　汚物を見るような目だった。

《封命具》を手て酷ひどく侮辱され、白火はかっとなる。

「おい……!!」

　殴りかかろうと一歩踏み出す。

「──ならばその身で確かめてみるがよい！」

　グウィンがそう言い放つなり、再度地を駆けた。

　だが今度はオースも応じた。その爪先が軽く地を叩たたいたかと思うと、いきなりその姿が消える。

　白火は息を吞のむ。

　次の瞬間、金属同士が嚙かみ合あう耳障りな激突音がした。

　グウィンは剣でオースの蹴けりを防いでいる。

《封命具》となった細剣は見た目以上の強度を誇り、通常の鍔つば迫ぜり合あいではほとんど折れない。逆に相手の武具を折る。──それが長靴と拍はく車しやを履いただけの足なら尚なお更さらだ。

　だがグウィンは圧力を感じているかのように必死に押し返している。

　おかしい、と白火は耐えがたい違和感を覚えた。

　人間の蹴りを《封命具》の剣が防ぐなどということはありえない。

　オースが更さらに力をこめて蹴り飛ばす。グウィンは弾はじかれ、地を擦って後退した。

「やっぱりその剣、気持ち悪い。最低最悪。下劣だよ、苛いら々いらする──ああ、もう全部なくなれ」

　オースは吐き捨て、ゆっくりと足を下ろす。

　そして、踵かかとを強く踏みならした。──拍はく車しやが、重い音を響かせた。

「起きろ、《黄金飛翔オロ・サルタル》」

　凍いてつく声がその名を呼ぶ。

　とたん、白はく火びの全身は粟あわ立だった。

　オースの声に応じて、踵の拍車が突如光を放つ。爆発が起こり、土が舞い上がる。やがて光はオースの足そのものを包み込むように収束した。

　その両足の踏む地面は、隕いん石せきが落ちた後のように大きく抉えぐれていた。

　白火の頭は一瞬真っ白になる。炎のように揺らめく拍車から目を逸そらせない。嫌悪感、吐き気にも似たものを覚えているのに、目を奪われる。

　オースの足を包む光はかすかに明滅し、脈動しているかのようだった。白火の両手──《変幻流転》の力を宿した手がうずきを訴える。

「噓うそ、だろ……」

　白火は呆ぼう然ぜんとそうこぼしていた。

　──まさか。

　オースは軽けい蔑べつと冷笑に満ちた目でグウィンを睥へい睨げいする。

「《アニマ》ってこんなに綺き麗れいなんだよね。綺麗じゃなきゃ《アニマ》じゃない。──ねえグウィン姫。そんな粗悪品、どこで手に入れたの？」

　グウィンは答えず、ただ剣を握る手に力をこめる。

　だが、白火のほうが狼ろう狽ばいしていた。混乱。青せい天てんの霹へき靂れき。

（アニマ？　違う、なんだそれ……ありえないありえない！）

　そんなはずがない。──だが現にそれは目の前にあり、頭よりも先に感覚で理解する。

　封命具。

　オースが履いている拍車。黄金の光を放ち、足を包むそれは、強大な力を放つ《封ほう命めい具ぐ》だった。

　しかし白火はあんなものを作っていない。いままで作った《封命具》のことはほとんど覚えているが、あんなものは知らない。

　これほど強大な力を放つ《封命具》ならば尚なお更さらだ。

　──だから、これは。

「僕以外の人間が作った、《封命具》……」

　白火はほとんど茫ぼう然ぜん自じ失しつしながらつぶやいた。ありえない。

　そんな人間がいるはずがない。白火は見たことも聞いたこともないし、噂うわさにもなっていない──世界中を旅したというグウィンの叔お父じでさえ、他に見たことがないと書いていた。

　自分のこの《変幻流転》の力は、自分だけの能力であるはずだ。他に同じ力を持っている人間がいるはずがない。

　それともこのオースという子供が、同じ能力を持っていて、作ったのか。

　グウィンの横顔は怒りを強くする。

「粗悪品などと言ったことを後悔するがよい！」

　凜りんとした叫びと共に、剣を握りしめた王女は疾駆する。

「グウィン！」

　白はく火びは焦燥のまま叫んだ。だめだと全身が警鐘を鳴らしている。

「そいつの《封ほう命めい具ぐ》……!!」

　あれはおかしい。何かが違う。言いようのない気持ち悪さ、嫌悪感。

「あっは！　そんな粗悪品で僕の《アニマ》に立ち向かおうって？」

　オースの嘲ちよう笑しように、重い金属同士が衝突する音が続く。

　グウィンは呼吸さえ許さぬ猛攻を仕掛ける。だがオースは避よけなかった。拍はく車しやの光に包まれた足で地を抉えぐって即席の壁とし、かと思うと剣をすべて受け止め、弾はじき返かえす。ソウガの《獣の末裔テイア・メンシユ》であるグウィンについていけるほどの体術。だがその体術を爆発的に高めているのは《封命具》だ。

　どれだけ質がよくても所しよ詮せんは革でできただけの長靴が、ことごとくグウィンの《封命具》の一撃を受け止め、傷一つつかない。

「へーえ。粗悪品だけに頑丈さだけはある感じなのかなあ？」

　息一つ乱さず、オースは言う。

　粗悪品と罵ののしられても、白火はもう怒りを覚えなかった。体を焼く焦りと違和感──不安。

　逃げろとグウィンに叫びたかった。逃げるなと言ったことを後悔さえした。オースの《封命具》はまずい。

　グウィンを見る。険しく、戦意に満ちた横顔。

　だがその手が強く剣の柄つかを握っている。白火が与えた《封命具》を握りしめている。

　白火はそこに言葉よりも雄弁なグウィンの意思を感じた。

　臆おくすることなく、逃げることなく、ただ《封命具》を強く握りしめて敵に何度も立ち向かっていく。

「ねえグウィン姫！　そんな粗悪で汚いもので僕と戦うつもりなの？　正気？　持ってないほうがまだましじゃないか！」

　弄もてあそぶようにグウィンの攻撃をすべてさばきながら、オースは大声で笑った。

　グウィンは答えない。唇を引き結んだまま、相手の急所を狙ねらう。

　振るわれるたび、グウィンの手の中で《封命具》は低い羽音を奏でる。封じられた巨大な毒どく蜂ばちが、触れる相手に毒を注ごうとして鳴いている。

　白火は息が詰まった。

　無む垢くで恐怖を覚えぬ《封命具》と、真まっ直すぐに敵を見据えるグウィンの横顔──信じていると、無言で伝えてくるようだった。

　答えぬグウィンを見て、オースの顔から笑みが消えた。ひどく興ざめしたような表情。

　ガキン、と何度目かわからぬ重い音が響く。拍はく車しやを帯びた長靴と細剣レイピア──《封ほう命めい具ぐ》同士が衝突し、膠こう着ちやくする。

「そんな粗末な代物でも、気を大きくさせるだけの効果はあるんだねえ。まぁ一応は武器だし──頭が麻ま痺ひしてるだけなのにさ」

　オースは無表情に言い、グウィンは顔を歪ゆがめて受け止めた長靴を押し返そうとする。だがすぐに分が悪いと悟さとったのか、グウィンは自ら距離をとった。同時に再び地を蹴けり、敵に肉迫する。

「鬱うつ陶とうしい。潰つぶれろ」

　少年とは思えぬ凍いてついた声が唐突に言った。

　白はく火びに見えたのは、オースが振り子のように右足を大きく後ろに振り下げる姿だった。──黄金の火に包まれた右足を。

　グウィンは真正面から、それに向かっていく。毒どく蜂ばちを封じ込めた細剣は大きな羽音を響かせた。

　白火の直感が危険を訴える。言葉にはならない、吐き気がしそうなほどの戦せん慄りつ──何かの予感。

　爆発音──衝突。

　直後、バキッと奇妙に乾いた音が耳を打った。

　グウィンが瑠る璃り色の目を見開く。

　白火は息を止めた。時の流れが一瞬止まったようだった。

　火の赤い光に、細長い鉄片がきらめいて舞った。鈍い音をたてて地に落ちる。

　グウィンの剣が、真っ二つに折れて地面に転がっていた。

　その刹せつ那な、グウィンは完全に無防備になっていた。手は、半ばから刀身の折れた剣の柄つかを握ったままだった。

　高く鳴っていた羽音はもう聞こえない。

　そうして、白火の《封命具》は完全に沈黙していた。

（壊れた──）

　白火は全身から血が失われてゆくような感覚に襲われる。折られた。壊れた。所有者の過失でもなく、《封命具》としての寿命がきたのでもなく──。

　同じ《封命具》とぶつかって、壊された。

　負けた。

　だが地に横たわる刀身を、音高く踏み潰す足があった。折れた刃やいばは断末魔のようなか細い音をたて砕け散る。

「ああ、すっきりした。こんな粗末なものは見ていられないし」

　砕けた破片を執しつ拗ように踏みにじり、オースは歪いびつに晴れ晴れと笑う。

　とたん、白火に血気が戻った。目の前が赤く染まり、体が震える。

　だが、視界にグウィンの姿が映った。折れた剣を手にしたまま、オースに襲いかかる。

　オースはわずかに驚いたような顔をした。だが軽く踊るようなステップを踏み、黄金の光をまとった足が振り上げられる。そのままグウィンめがけて落ちた。

「──っ《餓が狼ろう》！」

　白はく火びはかすれた声で叫ぶ。控えていた槍やりは、一斉に飛んだ。その後を、鉄片の群れである《軍ぐん蜂ほう》が追う。敵オース一人に集中した。

　直撃。

　小爆発が起こり、粉ふん塵じんが舞い上がる。

　白火はグウィンの元へ駆けつけようと一歩踏み出す。だが止まった。

「うわ、なんだよこれ。なんて粗末で醜悪な……僕の拍はく車しやが汚れるじゃないか！」

　粉塵の煙幕が消える。

　オースは傷一つなくそこに立っていた。強い光を放つ足元に、残ざん骸がいがあった。

　へし折れた柄つか。逆に穂先だけになった《餓狼》の残骸。その合間に見えるのは、鈍にび色いろの欠片かけら──砂粒ほどに砕け散った《軍蜂》の亡なき骸がら。

　白火は硬直する。

　たった一瞬で、オースの《封ほう命めい具ぐ》の一撃で、白火のつくった《封命具》は塵ちりになった。

　その残骸をオースは再び執しつ拗ように踏みつけ、砂利に似た音を鳴らす。

　黄金の光を放つ足が進む。その先に、膝ひざをついて左肩を押さえるグウィンの姿があった。

　それが白火の正気を引き戻す。

　グウィンは無防備に片かた膝ひざをついて歯を食いしばっていた。青ざめた顔には汗が流れ、左腕は力なく垂れている。

《餓狼》が襲いかかる寸前、オースの踵かかとを左肩に受けていたのを白火は見た。

　瑠る璃り色の瞳ひとみがオースを見上げ、大きく揺れる。なんとか立ち上がり、後退しようとする。

　オースが、無造作に地を蹴けった。遊ぶような軽い足取りだった。一瞬でグウィンに迫り──なんの予備動作もなく、横よこ薙なぎの蹴りが脇わき腹ばらを捉える。

「か、……っ！」

　白い喉のどから奇妙な咳せきが出た。グウィンの体が折れ、吹き飛ぶ。受け身もとれず転がり、うめいてうずくまった。

　無力に体を折る身に、オースが再び近づいていく。

「あはは！　だからちゃんと逃げろって言ったのにさあ！　もうちょっと生き延びられたかもしれないのに、野良猫より無謀だなんて失望したよグウィン姫」

　耳をつんざく、不自然なほどに甲高い声。子供の嘲ちよう笑しよう。

　白火は走った。言葉にならない叫びをあげてオースに突進する。

　オースが振り向き、汚らわしいものでも見るように白火を睨にらむ。

　白火が腕を伸ばしてつかみかかる寸前、オースは右足を軽く振り上げた。だがその膝は、白火の腹に重くめりこむ。《封命具》に強化された一撃。

　灼しやく熱ねつの塊かたまりを腹にぶつけられたような感覚に、白はく火びの視界が反転した。体が宙を飛び、そのまま地面に叩たたきつけられる。

　内臓がねじれるような痛みがきて、白火は吐いた。あまりの激痛に、目から涙が溢あふれた。

（なんだ……あれ……っ!!）

　自分以外が生み出した《封ほう命めい具ぐ》。拍はく車しや。気持ち悪いほどにわからない。

　あの拍車はどんな生き物と融合したのか。ひどく騒がしく、複雑で、自分の知っている《封命具》ではなかった。調和も釣り合いもない。

　あんなものが、《封命具》であっていいはずがない。

　うずくまって目も耳も塞ふさぎたくなった。だが白火は奥歯を嚙かんだ。

（逃げんなって、お前が言ったんだろうが……!!）

　グウィンにそう言った。《封命具》があれば戦えるとさえ言って──なのに、その《封命具》は壊れた。

　自分のせいで、グウィンはこれ以上の痛みを味わっている。

　白火はむせながら、体を引き起こした。おかしなぐらい膝ひざが笑う。一度も戦場に立ったことのない体は、全身で悲鳴をあげていた。

　無意識に周囲を見渡した。なにか武器になるものは、《封命具》にできるものはないか探した。だが闇やみと炎があるばかりで、他の生き物の姿さえ見当たらない。

　あるのは残ざん骸がいばかりだった。《封命具》として生まれ変わったのに、一瞬で壊されたものたちの残骸。──そして、灰ばかりが。

　何もつくれない。

　うずくまるグウィンに、オースが玉遊びでもするように足を振り上げる。

　白火は叫び、オースに向かって走った。

　黄金の拍車を履いた少年は億おつ劫くうそうに振り向き、かすかに舌打ちしたようだった。戦いも何もなく、白火はただ止めようと再びつかみかかろうとする。

　グウィンを狙ねらった足が、標的を変えて白火の胸を直撃した。

　──一瞬、心臓が爆はぜるような衝撃。

　白火は吹き飛び、再び地に崩れ落ちる。うめく。だが、声が出なかった。獣けものの鳴き声じみた短い音が出る。息が途切れ途切れになり、立ち上がれなかった。

「あれ？　もしかしてグウィン姫……」

　狂気を感じるほどに明るい声が響いた。白火は胃液を吐きながら顔を上げる。

　オースが屈かがんでグウィンを覗のぞき込こんでいた。そして次の瞬間、耳障りな高い笑い声をあげた。

「っあははははははははは!!　グウィン姫、震えてる!!　野良猫じゃなくて仔こ猫ねこみたいだねえ!!」

　白火は息を止めた。蹴けられた腹部と胸に──もっと奥の部分に、焼きごてを押しつけられたような痛みがはしった。

　オースの手が伸び、力加減のわからぬ子供のように金髪をわしづかみにしてグウィンの顔を無む理り矢や理り持ち上げた。

　白はく火びの視界が揺れた。

「や、め……触んな!!」

　立とうとして膝ひざから折れ、隙すき間ま風のような声がこぼれた。

「また髪が変色しちゃうね？」

　オースは顔を近づけ、痛みに歪ゆがむグウィンにささやく。

「髪の色が抜けるのって、獣人からしたら死ぬほど恥ずかしいんじゃなかったかなあ」

　無邪気に首を傾かしげ、少年将校は言った。

「それにグウィン姫は、ソウガとかいう獣人の誇り高い王族なんじゃなかったかなあ？」

　瑠る璃り色の目の姫君は何も言わず、抵抗もせず──ぎゅっと強く目を閉じる。

　そのすぐ側そばに、白火が与えた《封ほう命めい具ぐ》の残ざん骸がいが転がっていた。刀身が折れ、ただの剣ですらなくなった惨みじめな鉄の滓かす。

　食いしばった歯の間から、白火はうめいた。体が熱かった。頭の中が焼き切れそうだった。──こんな気持ちを味わったことはなかった。

（僕のせいだ……僕の……っ!!）

　グウィンに戦えと言って、勝たせると言って、《封命具》を与えたのにオースの《封命具》に負けた。壊された。グウィンをひどく傷つけた。

　手元の《封命具》もすべて無残な残骸と化した。

「何か言いなよ。ねえ」

　オースは不機嫌に言い、グウィンの髪をつかんだまま乱暴に揺さぶった。

　だがグウィンが頑かたくなに唇を引き結んだままでいると、突然手を離した。

　オースは立ち上がる。

「もういいや。飽きた」

　乾いた声が、平板に言った。踵かかとを軽く打ち鳴らすと、拍はく車しやの放つ光がまた強くなる。

　白火は立ち上がろうとした。吐き気がこみあげて力が入らない。なんとか足を立たせると、膝が壊れたかのようにひどく震えた。よろめき、足を引きずりながら進む。

　倒れていたグウィンが、こちらを見た。

　深い海のような目が白火を見つめる。

「すまぬ。どうか……」

　逃げてくれ、と消え入りそうな声が言った。

　周囲の炎が爆はぜる音よりもなお、その声は白火の耳に響いた。

　グウィンの目はただひたすらに白火を案じ、逃げ延びろと訴えていた。

　白火の喉のどが詰まる。

（違う……そうじゃない!!）

　激しい感情が体を駆け巡る。

　──美しい《素材グウイン》を、こんな形で失うためにここまで来たのではない。こんな結末を迎えさせるためにここまでやってきたのではない。

　白はく火びの喉のどから獣けもののようなうめきがこぼれた。目は武器を探した。《封ほう命めい具ぐ》にできるものを探した。何か何か何か何か──。

　破壊された《封命具》のなれの果て。生き物は敵とグウィンと自分だけ。

　勝利をもたらすはずだった細剣の残ざん骸がいが、冷たい沈黙をもって白火の視界に映った。

　オースが足を振り上げる。《拍はく車しや》が力を誇示するように光を放つ。その先にあるのは、無抵抗なグウィンの顔だった。

　──直撃すれば、小さな頭は弾はじけ飛とぶ。

　そう理解したとたん、白火の中で何かが焼き切れた。

　頭が白くなる。痛みが意識から消え、走った。

　オースが振り向くのと、白火が折れた細剣を拾い上げるのは同時だった。

「まさかそんなもので僕とやり合うつもり？」

　折れた剣を握る白火を見て、少年はせせら笑う。その爪つま先さきを白火に向ける。

「──一瞬だけ足止めしてくれ!!」

　白火は叫ぶ。オースが目を見開く。

　グウィンがオースの足をつかんだ。

「！　触るな雌猫っ……!!」

　オースが激げき昂こうし、蹴けり飛ばそうとする。だがグウィンは自分を省みずオースの腰にしがみついた。

　白火は左手に折れた剣を持ったまま走り、右手を伸ばす。そして、オースの手首を摑つかんだ。驚く程細く、吐き気がするほど生々しい人の体温がはね返ってくる。

　オースが驚きよう愕がくしたように白火を見る。その顔へ向かって、白火は吐き捨てた。

「──僕は、戦士じゃない」

　全身の力をかき集め、両手に力を集中する。腕が白く光りはじめると、オースははじめて動揺の声をあげた。更さらにもがき、グウィンを蹴り飛ばそうとする。

　白火は叫んだ。

「その身、その魂／重なり交わり／研ぎ尖とがれ──消えてなくなれ！　《変幻流転》！」

　声を振り絞ったその言葉に応じ、両腕の白い光が夜明けをもたらすかのごとく閃き──手を伝って、折れた剣の柄つかに、そしてオースの手に移った。

　白い光は瞬く間にオースの全身を駆け上がる。

「ぅあっああぁあぁああああああ!!」

　十二刃の一人と言われた少年の絶叫──その全身が白い炎で燃え上がる。だがその脚だけは黄金の光が抵抗していた。

　グウィンが崩れ落ちる。

　真白き炎は音をたてて少年の身を焼き尽くす。












　白はく火びは、手から逆流してくる力によろめいた。

　オースのほうから何かが押し返してくる──抵抗。黄金の拍はく車しやの、言葉にならぬ断末魔。オースの感情。無数の絵画のように流れていく、記憶の断片。

　オースを構成していたものに直じかに触れ、白火は脳を直接かき回されるような不快感に襲われる。

　やがて炎と共に、少年の体が消えた。

　中身だけを抜き取られたかのように服と長靴が落ち、光を放っていた拍車が地に落ちた。

　だが拍車は突如として激しく燃える。主に遅れて白い炎に包まれ、一瞬で灰も残らずに消滅した。

　少し離れたところに《神器》の包みが落ちていた。グウィンが手を伸ばす。

　もはやどこにも少年の姿はなかった。

　白火は膝ひざから崩れ、両手をついて嘔おう吐とした。内臓ごと攪かく拌はんされたような感覚。視界が歪ゆがんで、耳鳴りがする。鼻の奥に感じるのは奇妙な生温かさと錆さびた鉄の臭におい、土の臭い、人の皮の臭い──。

　五感が反乱を起こす中、金属を擦る不快な音が耳をつんざく。

　胃の中のものを吐ききってなお、壊れたように唾だ液えきを吐きながら白火は顔を上げる。

　たった今自分がつくりだした──つくりだしてしまったものを見た。

　それは、ひどく奇妙で歪いびつな剣だった。

　はじめからそうであったように刀身が半ばで消え、だが他には傷一つない真新しい剣。刺すことも切ることも困難なその剣は、悲鳴をあげるように甲高い金属音をたてていた。ひとりでに身震いし、地面の上を無造作に転がっている。──必死に、立ち上がろうとしているかのように。

　グウィンは、化け物でも見るようにその真新しい剣を見つめていた。

　白はく火びは四肢をついてまた嘔おう吐とした。体の中で別の何かが暴れているようだった。

　──気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い。

　歪いびつな剣が、ゆらりと立ち上がる。

　ひときわ大きな不快音を発し──見えざる手に持ち上げられるかのように振りかぶられる。そして立ち上がることもできない白火に急降下する。

　白火は避よけなかった。避けられなかった。

　突然横から衝撃を受け、転がって倒れる。

　──刺された、と一瞬思った。

　だが違った。間近に気配を感じ、青ざめた顔を上げる。

　グウィンが見下ろしていた。そして、その足が踏みつけているのは白火を狙ねらった歪な剣だった。剣はグウィンから逃れようとするかのように激しく振動している。

　ソウガの王女は、唇を引き結んだ。

　その右手に、手よりもなお大きな象ぞう牙げ色の牙きばが──《神器》と呼ばれる神獣の牙が握られていた。

　瑠る璃り色の目が、闇やみ夜よに光った。

「《獣の末裔われら》の怒り、思い知れ!!」

　無骨で巨大な牙が、渾こん身しんの力で振り下ろされた。

　その切っ先は、歪な剣──《封ほう命めい具ぐ》の刀身の根元に突き刺さる。歪な剣が発する甲高い擦さつ過か音が夜にこだました。

　やがて短い刀身に亀裂が走り、一瞬の静寂があった後、音をたてて砕け散る。

　後には柄つかだけが残った。

　完全なる沈黙。その姿は、壊れたただのものだった。

　それを見届けたとたん、白火の全身から力が抜けた。自分の体が地面に崩れ落ちる音を、他ひ人と事ごとのように聞く。

「白火殿……っ!!」

　頰ほおに感じるざらついた土。グウィンの切迫した呼び声が奇妙にねじれて聞こえた。

　その呼び声さえも、瞬く間に遠のいていく。

（──やっちまった……）

　薄れてゆく意識の中、白火は深く冷たいところへ体が落ちてゆくのを感じた。

　喪失感。

　一切の敬意も愛もなく、ただ消すために、無力化するためだけに──《封命具》を作った。

　遠く遠く──冷たく星の瞬く夜。灰色の犬の温かな記憶を思い出す。その淡い記憶にひびが入る。

　大きな蜘く蛛もの巣に似て急速に広がる。そして、砕け散った。

　白はく火びは意識を手放した。






六章　汚れた腕でも






　それは最古の、覚えている限りで一番古い記憶だ。

　星の美しい夜だった。夜の空気は、吸い込んだ瞬間から体を凍いてつかせるような冷たさだった。手がかじかみ、真っ赤になって、指先の感覚がなくなりかけたのを覚えている。

　瘦やせて飢えた体の最後の力をかき集めて熾おこした火は、もう消えてしまった。

　その燃え滓かすの側そばで、小さな白はく火びは泣いていた。大声で泣き喚わめき、懇こん願がんした。

　──死なないで、と叫んだ。

　だが白火以上に瘦せて薄汚れた犬は四肢を投げ出して地面に横たわり、舌を出してかろうじて呼吸しているといった姿だった。閉じかかっている瞼まぶたの下で、夜そのもののような目が白火を見る。いつも人なつこく、愛情に満ちていた目。

　まるで、詫わびるような目。

　──死なないでよ！　お前まで僕を一人にするな……っ!!

　はじめてできた、たった一人の友達。家族。他の人間に石を投げられ追われていた野良犬は、白火が助けて無二の友になった。どんなに寒くて空腹の夜も、寄り添いあって眠れば温かかった。

　なのに、その友であり唯一の家族はいま、白火を置いて遠いところへ行こうとしている。

　白火の手の届かない、遠い遠いところへ行こうとしている。

　くぅん、と犬がか細く甘えるような声を出す。そして瘦やせた首を持ち上げ、白はく火びにすり寄せる。白火は必死にその首を抱きしめ、死ぬなと懇こん願がんした。目の奥は熱いのに、頰ほおを濡ぬらす涙は凍りそうなほど冷たかった。

　やがて、犬の呼吸がひどく遅くなっていった。

　──いやだ！　いやだいやだいやだ！　いなくなるな……っ!!

　緩慢な呼吸は更さらに途切れ途切れになる。

　犬がいなくなってしまう。冷たくなって、二度と起き上がらなくなる。そうしてどんどん形をなくして、最後には塵ちりに──土になってしまう。

　白火はそれを理解していた。誰だれよりもそれを恐怖した。

　どうしてなくなってしまうのか。そんなおそろしいことがあっていいわけがなかった。

　こんなにも犬が大切で、必要としていて、信じて──愛しているのに。

　か細い呼吸が小さくなっていく。

　犬が力を失ってゆくのを、白火は体で感じた。命の火が揺らめいて消えようとしている。

　──ああぁあああぁああああああああっ!!

　喉のどが潰つぶれるほどに叫ぶ。

　だめだだめだ絶対にだめだ。いなくなるなんて許さない。崩れるなんて認めない。

　ずっとずっと、一緒にいるのだ。決して死なず、崩れず──愛したものを失わない。

　絶叫が嗄かれた後に、白火の頭の中で何かが爆はぜた。遠くで、自分のひきつれてかすれた声が、虫の羽音のようにつぶやくのを聞いた。

　──だめだ。ぜったい……ずっと、一緒に。

　このままで。

　朦もう朧ろうとする中、白火は唐突に、両腕が炎に包まれたような熱さを感じた。焚たき火よりもずっと熱く、近く──そして、白くまばゆかった。

　体の内側から燃え上がったかのような白い炎は両腕を包み、白火を衝つき動かした。

　右手で犬の首を抱いたまま、左手を地面にさまよわせる。そうして、杖つえがわりにしていた長い木の棒をつかんだ。

　腕を包む白い炎は、犬に、木の棒に移って光で包む。腕の延長となって抱きしめる。

　どこからかやってきた言葉が、白火の口をついた。

『永遠になれ』

　そうして白い炎は犬と棒の姿を光に溶かした。溶けた光は絡み合いながら一つになり、収束して白火の目の前に落ちる。

　白火は半ば朦朧としたまま、それをそっと拾い上げる。ただの木の棒であったはずのそれは真新しい命となって艶つやを放ち、太く、強くしなやかになった。

　新たな命は白火の手の中で小さく震えた。──まるで犬がすり寄ってくるかのように。

　ああ、と白火は声をもらし、また泣いた。

　形を変えて戻って来た、寸前で犬を繫つなぎ止められたのだと強く感じた。

　その杖つえを抱いて、ひたすら涙した。

　──ここにいる。もう、崩れない。

　いま生まれたばかりの杖は、温かかった。犬により添って眠った夜に感じた温ぬくもりがそのままあった。

　それがはじまりの記憶。

　白はく火びの小さな世界の、最初の記憶だった。




《封ほう命めい具ぐ》は時を止める。おそろしい死を回避できる。

　美しいものを美しいままに、愛いとしいものを愛しいままに留とどめておける。

　だから白火は寂しさを感じなくなった。人間よりもずっと確かで、誠実で、ものよりも温かで、表情豊かな《封命具》に囲まれて白火の世界は完結していた。

《封命具》は白火の友であり家族であり、一つの世界そのものだった。




　だがその小さく完かん璧ぺきな世界に、突然、折れた細剣の姿が浮かぶ。

　生き物のように振動し、甲高い音をたて──白火を殺すために振り下ろされる。

　オースの、少年の絶叫。




　白火は目を覚ました。とたん喉のどがひどく引きつり、瞼まぶたに重い痛みを感じた。全身がうるさいくらいそれぞれに痛みを訴える。

「白火殿!!」

　よく通る声に呼ばれ、はっきりと意識が戻った。鈍い痛みに顔をしかめながら左に向くと、身を乗り出してこちらをのぞきこむ瞳ひとみがあった。澄んだ冬の夜空のような目。金の細い眉まゆが不安げに歪ゆがんでいる。白い肌、端整な顔立ち──頭の上に生える金色の三角耳。

「グウィン……？」

「そうだ！　どこか痛むか？　苦しいところは!?」

　勢いの良すぎる声が頭に響き、白火は顔をしかめた。とたんにグウィンがびくっと硬直し、両手を浮かせ、猫によく似た耳が倒れる。そして突如立ち上がった。

「や、薬師を呼んでくる!!」

「……別に大丈夫。ただ、静かにしてくれ」

　額を押さえながら白火が言うと、グウィンははっとしたような顔をした。両手で口を覆おおって、何度も首を縦に振る。

　その姿が子供のようで、白火の体から力が抜けた。

　周囲を見回す。どうやら寝台で寝ていたらしい。広く、厚い敷き布の敷かれた上等な寝台だ。

　自分の家ではない。

　寝台の側そばにはグウィン一人しかいなかった。白火はやや混乱する。いつから寝ていたのか、なぜグウィンが側そばにいるのか。少し考えて、一気に思い出す。

　──夜の闇やみ。炎の音。オースの絶叫。《封ほう命めい具ぐ》の壊れる音。

　あの体中をばらばらにされるような衝撃が蘇よみがえってきて、反射的に口を手で覆おおった。何度も息をしてやり過ごす。

「……あれから、どう、なった？」

　かすれた声で、なんとか聞く。

　答えは返ってこない。訝いぶかしく思って左を見ると、グウィンが口を両手で押さえたまま忙せわしなく瞬まばたきをしていた。頭の上で、耳だけがぴこぴこと左右に動き、何かを必死に訴えようとしている。

「……いや、喋しやべっていいから。普通の音量で」

「う……うむ！」

　白はく火びの言葉でグウィンはようやく手をどけた。

「で……どう、なった？」

　うむ、とグウィンは一瞬ためらうように咳せき払ばらいして、抑えた声で続けた。

「オースは……討った。貴き殿でんのお陰だ。オースが引き連れていた軍も散り散りになり、一部は本国に逃げ戻ったり、船に乗れずにこちらに投降してきたりした。《神器》もちゃんと取り戻せたぞ！」

　グウィンの声が明るくなる。

　だがそれに反するように、白火の気分は沈んだ。──やはり夢ではなかったらしい。

「す、すごいことをしたのだぞ！　ほとんどは貴殿の力だが、妾わらわと貴殿だけでカースの軍を、しかも《十二刃》の一人を退けたのだ！　貴殿は正真正銘の英雄だ！」

　グウィンは励はげますように言う。

　白火にはうなずく気分も気力もなかった。全身が重かった。自分の体ではないような気がした。肉体の疲労よりももっと重く、澱よどんだものにまとわりつかれている。

　グウィンはしばらく賞賛の言葉を投げかけてきたが、すべて白火の耳を素通りしていった。

　やがてグウィンも口を閉ざし、息苦しい沈黙が流れた。

「……どうしたのだ、白火殿。どこか具合が悪いのか？　もしそうでなかったら……、いったい、何が貴殿にそんな顔をさせるのだ」

　怒るでもなく、グウィンは不安げにぽつりと言った。

　白火は宙に視線をさまよわせる。しばらくして重い口を開いた。

「はじめてだった」

「え？」

「……人間を、《封命具》にするのは」

　グウィンが息を吞のんだ。

　白火は、寝具の上に力なく投げ出した自分の手を見る。細かな傷やたこのある手。日焼けしていない体の割に、手は骨張っていて指も太い。どんな泥を浴びてもどんな塵ちりにまみれても、この手を汚いと思ったことはなかった。

　──だがいまは、泥はね一つないこの手が汚れて見えた。

「僕は……、《変幻流転》を汚した」

　そうつぶやいた声が情けなくかすれ、白はく火びは息を止めた。

　これまで一つも妥協せず、敬い、丁寧につくってきた。唯一の友であり家族だったから。

　──だが、あの時は違った。

　ただオースを消すために、敵を倒すためだけに《封ほう命めい具ぐ》にした。

　そして、オースはいなくなった。

（……僕が、殺した）

　悲しむ涙ではなかった。

　だが戦場に出るはずのなかった自分が、《変幻流転》を使って人を殺したという事実が、どす黒い血のように胸に広がっていった。

　事故ではない。不可抗力でもない。

　自分の意思で、《変幻流転》を使って人を殺あやめたのだ。

　目に映る手は、まるで自分のものではないようだった。美しい《封命具》をつくるためでなく、ただ敵を封じるために《変幻流転》を使い、《封命具》を汚した手。

　無む垢くで絶対的に正しかった《変幻流転》に、まったく別の意味を与えてしまった。

　投げ出した白火の手に、ふいに白い指が重なった。

　その温かさと柔らかさに、白火は目を見開く。

「……すまぬ。謝罪など意味がないとはわかっているが……」

　恭うやうやしいものに触れるように、グウィンは両手で白火の左手を包み込んだ。

「貴き殿でんの力を汚したのは、妾わらわだ。だが妾は貴殿の力で、命を救われた。妾だけでなく、ソウガの民も」

　染み入るような声が言う。

　包み込んでくる手に力がこめられるのを感じた。

「だがオースは敵だった。戦場に出る以上、あらゆる者が等しく生死の境に立たされる」

　その口調は静かだったが、強固な意志を感じさせた。

　──自分とは違う、グウィンは戦士なのだと白火は強く感じた。

　なんと答えたらいいかわからなかった。たとえ自分が望まなかったとしても、こんなはずではなかったと誰だれかを恨もうとしても、もう遅い。

「……オースを殺あやめたのは貴殿ではない。妾だ。妾はこの手で、《封命具》となったオースを破壊したのだから」

　白火の喉のどはかすかに引きつった。違うと言おうとしたのか、そうでないのかわからなかった。ならグウィンを恨めばいいのかという考えが一瞬脳裏をよぎり、すぐに消えた。

「貴殿が敵を殺めたことを心苦しく思うなら……こうも、思ってはくれないか。妾と貴殿は、その咎とがを共にするのだと。貴き殿でんが罪に感じるのなら、それは妾わらわの罪でもあるのだ」

　白はく火びは目を見開き、顔を上げてグウィンを見る。

　グウィンは静かに微笑ほほえんだ。

「貴殿一人に背負わせるつもりはない。妾の肩は、貴殿一人を背負うぐらい余裕なのだ」

　その言葉が白火の体に温ぬくもりを与えた。なぜか、はじめて出会い──文字通り担かつがれて、崖がけを駆け下りていったときのことを思い出す。少し、笑ってしまいそうになった。

　冷たい指先に少しずつ温度が戻っていく。

（共に、か……）

　グウィンは、精一杯自分に寄り添おうとしてくれている。同情にすぎないのだとしても、白火はこれほど自分に真しん摯しに向き合おうとしてくれる他人に出会ったことがなかった。

「許しは請こわぬ。だから、こう言わせてくれ。──ありがとう、白火。貴殿は妾の、我が国の救い主だ」

　白火の手を恭うやうやしくいただき、目を閉じて頭こうべを垂たれながらソウガの王女は言う。

　その仕草があまりに真しん摯しで、真まっ直すぐな敬意を感じたからか──白火は胸を打たれた。

　さらさらと流れる黄金の髪も、白くなだらかな肩も、光るような肌も、見事な三角の耳もひどくまぶしい。

（……本当にグウィンは綺き麗れいだ）

　長い金色の睫まつ毛げがゆっくりと持ち上がり、瑠る璃り色の目が白火を見る。

「──約束」

　薄桃の唇から、そんな言葉がこぼれた。白火は虚を衝つかれた。

「約束を、果たそう。貴殿はカースの軍を退けてくれた。今度は妾の番だ。覚悟はできている。貴殿が望むままに、妾を《素材》にするとよい」

　王女は優しく笑った。

　白火は一瞬息を詰め、思わず目を逸そらした。

　人間を《封ほう命めい具ぐ》にするということの気持ち悪さ、その意味を知ってしまった。だが、グウィンの目には静かな覚悟があり、オースとは違うと伝えてくるようだった。

　だが、それでも──何かが、違う。

　グウィンを《封命具》にしたいという気持ちはやはり変わらない。だがもう少し──もう少し、いまの美しい原形を留とどめておきたい。《グウィン》という原形を、見ていたい。

　曖あい昧まいなもやのようなその気持ちが何なのか、白火にはわからない。

《封命具》を作ることを先延ばしにしようなどと思ったことはこれまで一度もなかった。

　──だが違うのだ。少なくとも、今はまだ。

「……あのさ」

「うん」

「あいつ……、オース。《封命具》を使ってた」

　言葉を絞り出すと、グウィンが目を瞠みはった。

「でも僕が作ったものじゃない。だとすれば、僕以外に《封ほう命めい具ぐ》を作れる人間が……いる。同じ力を持った奴やつが、いる」

　白はく火びがそこまで言うと、グウィンは雷に打たれたような顔をした。それから、一気に険しい表情になる。

「……カース側に、貴き殿でんと同等の力を持った人間がいるということか？　もしくはオースがそうだったのでは……？」

「オースが力を持っていた本人なら、拍はく車しや以外にも《封命具》を活用していたはず。向こうは基材も豊富なはずだし、《封命具》の量産は難しくないと思う。でも量産されているようには見えなかったし、もし量産できていたらもっと配備されて、強力な軍隊になっているはず」

　──そうしたら、グウィンたちもとうに征服されていただろう。

　白火の心中の声まで読み取ったのか、グウィンも考え込む。

「《十二刃》というのは……、もしや、向こうの《封命具》の数と関係している？」

「……考えられないことじゃない。だとしたら、あと十一もあるってことになる……」

　そう言って今度は白火が黙る。

　オースの《封命具》──《黄金飛翔オロ・サルタル》と呼んでいた拍車も異様なものだった。あれにどんな生物が封じられていたのかわからないままだった。特定の生き物というよりもっと複雑で、まざりあったもののように感じる。だがそんなことはありえない。

　あの《封命具》からは一切の敬意も愛情も感じなかった。無感情で強大で、冒ぼう瀆とく的ですらあり、凶暴な混こん沌とんだけがあった。あんなものは《封命具》ではない。

　それが、あと十一もあるというのか。

　あんなものを生み出した人間──自分と同じ《変幻流転》の力を持つ人間は、いったい何者なのか。

「……まあ、もうしばらくは」

　白火がぽつりと言うと、グウィンが目を合わせてくる。

「約束、継続で。僕のものじゃない《封命具》があるのは気持ち悪いし、場合によっては壊さなきゃならない。向こうからもまた襲ってこないとも限らないし」

　瑠る璃り色の双そう眸ぼうが忙せわしなく瞬まばたく。

　そして、姫君の顔にぱあっと明るさが弾はじけた。

「う、うむ！　貴殿がそう言ってくれるなら──ぜひよろしく頼む!!」

「……って痛っ！　手つかんだまま振り回すな！」

「す、すまぬ！」

「……あんたはほんとに極端……まあいいや。そういえば、ダナとかアミラとか、他のソウガは？」

　白火がふっと思い出して聞くと、おお、とグウィンは手を叩たたいて思い出したような顔になった。

「そうであった！　みなにも貴き殿でんが目を覚ましたと知らせてくる！」

　そう言って立ち上がるなり、部屋を出て行こうとする。

（ああ、他の奴やつらも回復したんだ）

　白はく火びは知らず安あん堵どした。

　だがグウィンが扉を開けたとたん、すでに他の《獣の末裔テイア・メンシユ》の姿がそこにあった。

「むっ!?　お主たち……」

「ひ、姫様！　鍛冶屋さんは目を覚まされましたか!?」

「白火様……！」

　ダナとアミラだった。グウィンの許可を得たダナは、遠慮なく部屋に入ってくる。白火の寝台のすぐ側そばに立ち、腰に両手を当てた。

「ようやく目が覚めましたか！　もー、一応は心配したんですよ！　今回ばっかりは見直しました、って言ってあげようと思ったのになかなかお寝坊さんですねえ！」

　毒らしきものを盛られて倒れたとは思えぬほど元気よく言われて、白火は黙った。呆あきれたのか安心したのか自分でもよくわからない。ソウガの一族は超人的な回復力も持っているらしい。

「いやー、あの忌いま々いましい《十二刃》の一人を討ったとは！　さすがに褒めないわけにはいきません！　なにより、私の姫様を助けてくれたとか……それは、本当に感謝しています」

　語尾につれてダナはふいに真剣な顔になると、深く頭こうべを垂たれた。改まった感謝に、白火は逆に面食らう。困惑して言葉も出せずにいると、ダナは顔を上げ、また元気よく笑う。

「というわけで、あなたにはいよいよ《救国の邪匠》という異名がふさわしいですね！」

「……はあ？　なんだそれ」

「なんだ知らないのですか？　まあ、寝ていましたからね！　姫様から、あなたと二人でオースを討ったと聞いてみな感かん銘めいを受けたのですよ！　邪道ではありますが、国を救う英えい傑けつたる素質を持つ鍛冶屋なのかもしれないって！」

「……それで、《救国の邪匠》？」

　白火は苦い顔をした。なぜそこまできて邪道という意味が取れないのか。

　だが、おずおずとダナの隣に来て白火を見つめるアミラが心底安堵したように涙ぐんでいたので──なにか毒気を抜かれてしまった。

（まあ……いいか）

　そんなことを思いつつ、ふと顔を上げると、グウィンと目があった。

　端整な顔立ちの姫君は、ちょっと悪戯いたずらっぽくにやりと笑う。

　そして高らかに言った。

「いまのうちにゆっくり休むのだぞ、《救国の邪匠》。これから忙しくなるのだから！」






終章　沈黙する皇帝と胎動する刃






　いまや比類なき大国となった《ディセンド》皇国──その心臓部たる皇都オルタシール内にあるガロウズ皇宮の柱廊を、一人の男が足早に進む。

　多様な人間が出仕するこの皇宮の中においてもひときわ珍しい風貌の男だった。大男というわけではなく、むしろ全身鎧よろいの筋骨隆々たる騎士も多い中で細身とさえ言える体つきだった。しかもその身に防具らしい防具もなく、あるのは手の甲から肘ひじ下したまでを多う簡素な手甲だ。男は三十を越えたばかりであったが、実齢よりもだいぶ若く見られた。

　装飾も派手な色もなく、遠い東の地で〝キモノ〟〝ハカマ〟と呼ばれる衣装を身に纏まとっている。──そしてその腰には、同様に〝カタナ〟と呼ばれる細身の片刃剣があった。

　異国風の装いをした男はどこか思い詰めたような顔をしたまま、ガロウズ宮の最奥部に向かう。

（今日こそ、今日こそは殿にお目文字仕る……！）

　男はかたく決意していた。

　道中何人もの護衛兵に遭遇したが、止められはしなかった。男にはそれだけの特権が許されていた。

　男はガロウズの最深部へと近づいていく。

　そして、皇国の国章が彫られた巨大な両扉が前方に現れる。硬く閉ざされているが、男の歩みは速くなる。あの頑かたくなな扉の向こうに、ディセンドの絶対なる統治者にして、いまや比類無き大国の君主となった男が座している。独り、その玉座で沈黙している──。

　男は扉の前で立ち止まり、声を張り上げた。

「殿！　──カース皇帝陛下！　砕さい波はにございます！　何とぞお目通りを……!!」

　高い天井に、男──砕波の朗々たる声が響き渡る。だが答えるものはなく、砕波は焦じれたように手を伸ばして扉に触れる。重厚な彫刻の冷たい感触だけがあり、力をこめて押したところで扉は露つゆほども動かなかった。

　砕波はふいに背後に気配を感じ、振り向いた。

「──貴き卿けいも懲こりぬ方ですな」

　どこか冷ややかな響きを帯びた声でそう言ったのは、白髪を丁寧になで付け、衣装もきらびやかな男だった。年の頃ころは五十にさしかかり、砕波と並ぶと親子ほどの年にも見える。だが白髪の男の、砕波を見る目に親しさは微み塵じんもなかった。

「陛下は誰だれにも会わぬと仰おつしやっておられる。──それが、たとえ《十二刃》の第二位たる貴卿であったとしても」

「メンデル殿……しかし陛下は貴殿にだけは会って言葉を交わしておられる。あたかも……貴殿の言葉が陛下のお言葉であるかのようだ」

　砕波は疑念も露あらわに白髪の男・メンデルを睨にらんだ。だがメンデルはまともに取り合うでもなく、平板な声で返す。

「おそれおおいことですな。私は陛下から宰相を任じられただけの、陛下の忠実なる僕。陛下のお言葉を伝える任を賜たまわったに過ぎません。それにいくら第二刃の貴き卿けいと言えども、不穏当な発言は慎まれるべきでしょう」

「──火急の用だ。陛下にお伝えせねばならぬことがある」

　東国風の剣士は顔をしかめ、うめくように言う。だがそれすらも、メンデルの眉まゆ一つ動かすには至らなかった。

「いと高き《跳躍》の足は折れ、地に墜おつ……第十二刃のオースが破れたという知らせでありましょう。当然、既に陛下のお耳にも入っています」

「！　ならば……っ!!」

「動揺すべきことではありませんな。十二刃の一人とはいえ、オースは経験不足で情緒にも問題がありました。大方、油断していたところに獣人どもの不意打ちでも食らったのでしょう。いくら《アニマ》が優れていようと、使い手に依存しますからな」

　少年将校の祖父ほどの年齢もあろう男は、淡々と言った。砕さい波はの耳に、それはひどく白々しく冷血で、礼節を欠いたものに響いた。

「貴殿は……戦って散った者に対して弔とむらいの言葉一つかけられぬのか!!」

「──ほう。では貴卿は、オースに対する弔いの言葉を求めて陛下への拝謁を求めたと？」

「っ、それだけではない……!!」

　弁舌の不得手な異国の剣士は、すぐに言葉に窮する。

「このたびの貴殿の行動は、陛下への忠誠心として好意的に解釈しましょう。だが忘れてはなりませんぞ。陛下は当面、誰だれともお会いにならぬと仰せです。──これは命令なのです。ディセンド皇帝陛下の勅命なのです」




　憤いきどおりに任せて、砕波は来た道を足音荒く戻る。また今日も拝謁できなかった──その失望は、得体の知れぬ宰相への怒りにとってかわられていた。

「あらあ？　まーた怒ってんの、サムライさん」

　柱廊にさしかかったところで突然そんな声がして、砕波は足を止めた。声のほうへ振り向くと、柱の隙すき間まから音もなく女が現れる。

　砕波は一瞬怯ひるんだ。いつまで経たっても、この女には慣れない。なぜなら──女の衣装が常軌を逸しているからだ。上半身は少ない布で胸をかろうじて隠したというだけで、だが胸部の盛り上がりを強調して余計に目を引く。引き締まった二の腕もくびれた腰もへそもさらして、腰下だけがかろうじて隠れている。長い足はおろか太もものかなり危うい部分まで露あらわになっていた。日に焼けた体は、露出している部分のほうが圧倒的に多い。

「あっはは！　またまたぁ、動揺を隠そうとしちゃって可愛かわいいー！」

「！　ち、近づくな！　というかまともな衣を着ろ！　年とし頃ごろの女がはしたない……っ!!」

「いやーん、弓兵は身軽さが命なんだよお？　かったるい服なんか着てられない！」

　そういう問題か、と砕波は抗議したが、女はますますおどける。砕波は頭痛を覚えて額に手を当てた。

「……これが選ばれし十二刃の第四刃とは……異国の兵はつくづく奇怪でならぬ」

「それ、サムライさんが言っちゃう？　へんてこなとこから来て第二位におさまっちゃった人間のほうがよほどおかしいと思うけどねえ」

　女はけらけら笑って片目を閉じると、人差し指で砕さい波はを射るような仕草をした。それからふと真剣な顔になる。

「……オースのことは、聞いた。いくらオースが難ありだったとしても、ちょっと信じられない」

「……然さ様よう。それを、殿にも上申するつもりで行ったが、あの宰相に阻はばまれた。何を考えているのかわからぬ」

　砕波が吐き捨てるように言うと、女も肩をすくめた。

「あの宰相はね……。ともかく、オースがいくら未熟でも、《黄金飛翔オロ・サルタル》にはそれを補ってあまりある強さがあった。それなのに、負けた？　陥落寸前の獣人たちに？」

「……メンデル殿は、オースが不意を突かれたのではないか、と言っていたが……」

「ありえない。不意を突かれたって、剣を取り落とすとかいうのとはわけが違う。《黄金飛翔》はオースの足みたいに引っ付いてた。《アニマ》がある限り、オースは負けない」

「──そのはず、であったが」

　答える砕波の声は厳しくなり、女の顔も険しくなる。

「《アニマ》が破れれば別だ。そして《アニマ》を砕けるのは《アニマ》のみ。そうであろう？」

　砕波が告げると、女は目を見開いた。

「まさか……獣人どもが《アニマ》を持ってるっていうの？　ありえない！　そんな情報ないよ！　それに《アニマ》を与えられたのは十二刃あたしたちだけだ！」

「無論。だが、この……《アニマ》という武具、わからぬことだらけだ。いったいこれがどのようにつくられ、どこから来たのか──」

　砕波は言い、自分の腰に佩はいた剣を見る。

「死に体の獣人ども……侮るなってわけ？」

「いかなるときも敵を侮るべきではない。追い詰められた獣人であればなおさらだ。死に物狂いで反撃してくるであろう。どのような不測の自体が起こるともわからぬ」

　女は一旦押し黙る。その顔に静かな緊張が高まるのを、砕波は見た。──別人のような戦士の顔になる。やがて女は顔を上げ、唇の端をにっとつり上げた。

「いいよ、面白そうじゃん。偵察、狙そ撃げきならあたしの領域だ」

　そう言って、伸びやかな腕で弓を引く動作をする。

「第四刃、《射手》のセレネが直々に確かめに行ってあげようじゃないの」






あとがき






　はじめまして。二度目以降の方がいらっしゃいましたらどうもありがとうございます。永なが野の水みず貴きと申します。最近、自分の方向性がますますわからなくなっている迷子系物書きです。

　こうして新しい話を本にしていただくことができて、とても嬉うれしく、ありがたく思っています。迷子を爆発させた永野を担当さまが根気強く面倒見てくださったおかげで、無事本の形になることができました。

　何より私が大声で言いたいのは、「異形女子最高だ」ということであり、「武人系女子最高だ」ということです。また、護まもってあげなければと思ってしまうような、「儚はかなく繊細な女子も最高」とも叫びたいです。

　もふもふ（？）系女子は一回書いてみたかったのです。

　ということで今回の話を書くときはたいへん楽しかったです。読んでくださった方にも、少しでもなにか楽しんでもらえたらいいなと思います。




　また、イラストを担当してくださった鈴すず城しろ敦あつし先生、本当にありがとうございました。震え上がるほど美しく可愛かわいくかっこいいイラストを描いていただき、永野はキャララフをいただいたときから「可愛い!!」「美しい!!」「素敵です!!」しか言えない自動返信装置みたいなものになっていました。しかし本当に可愛い。

　それだけでなく白はく火び少年も絶妙にかわいくかっこよく描いていただき、永野はもはやただのファンでした……。ありがたや。




　……そして宣伝なのですが、この本の前にノベルゼロさんにて「異端なる尋問官の事件調書」という新作も出していただいております。そちらも異端な主人公と、タイプが真逆な美少女たちが攻防を繰り広げたりする話です。よかったらそちらも見ていただけたら嬉しいです！




　最後に……。冒頭のほうでも書いたように、担当編集さまにはたいへんお世話になりました。心の底から感謝です。

　また、素敵なカバーにしてくださったデザイナー様、校正者様、お力添えいただきました皆様に御礼申し上げます。

　ここまでお読みくださりありがとうございました。

　あとがきから先に読む、という方はどうぞいってらっしゃいませ！

　それではまた、どこかでお会いできたら嬉しく思います。


二〇一七年三月　永野水貴











　著者

　永野水貴（ながの・みずき）

　　隙間系物書きです。

　　色々こじらせつつ、人外女子が好きという熱いパッションを胸に秘めたりしていましたが、最近だだ漏れ気味です。

　　でも少年×少女なら、だいたいなんでも好きです。




　イラストレーター

　鈴城敦（すずしろ・あつし）

　　フリーイラストレーターの鈴城と申します。

　　ソーシャルゲームのキャラデザやエロゲーのグラフィッカー、雑誌掲載など、イラストのお仕事を多数やらせていただいています。

　　ラノベのイラストは今作がデビュー作ですが楽しく描かせていただきました！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／鈴城敦

　　装丁／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）
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